
P

∵

二「

:

㌧
、

、

.

■
^

』

ご

,

.

.
・

、

〉

.

、.

-

馳

「

＼

、

、

」

、

へ

、

マ
ご

、

.

ヘ

レ

.

一

'

'

,

一

:

、

、

一

`

＼

、

、
.

.

一

＼

、

、
.

∵、
」

08

.
・,

〇

二

.

R

.
「

.

.

、
・

ー

ヘ

エ

へ

、

、
る

占

"'
、

、

∴

け

題

べ

、

.

二
、
:

に

の

へ
　

、

、
・

-.
業

そ

∵

,
＼

産

と

・

コ

　

　

バ

.

　
・

、

ミ

ご

.

-

..

」

.'

.

9

ご
あ

、
お

問

↓
.

、
⊇

二

・

・

二

44

二

、、

・
、

`

'

〉

、

＼

・

「

一

プ

モ.

、

、

、

、

v
,〕へ

、

・

.

へ
.

`

.

、

W
.

、

べ

、

・

、、

」

、

'

」

」

(

」そ

.

「

、
Tば

、

、

'

:

」

'

、

/

、

.

ヒ

、

、

、

'

、.

＼

一

⌒

'

㍉

、

、

.
ぺ

・

く

、

つ

、

、

＼

、

ベ

ヨ

・

}

馳

・

＼

」

』

『

、

、

・

へ

-

ニ

ヒ

、

、

、

一

、

、

ご

、

:

、

・

.

ン

・

、

ヘ

シ

∴

輻

、

ご

、
、

ふ

ヘ

コ

ド

へ

.
∨

.

＼

.

ご̀

・

二

、
一

・

、

'

、

、

、

、
.

.
5

㌦

二

二
岬

＼

、

.

ρ

、

'
、

i

、

、

ゴ

一
」

ご

ノ

<

1

べ

ご

.

二

～

「

、

、

1

プ

＼

.
i

馳

、

「
1

.

、・
・

0[rl、

.

.,

∵

、

＼

、

ン

〔

ぐ

9

ご

∵

、

,

、

'

一

」

《

、

、

,

'

¶

、

、..

、

ト

ド

`

.

,

、

＼

、

㌧
.

本

/

.

一

-

〔

」
ー

、

法

㌧

団

∨

'

、
べ

、

}

・

、

、

・

/

ぐ

:

)

.

.
、

、

1

、

'

.
・

＼

、

馳

、

馳

馳

9

、

、

、'

9

.

、
.

r

.

.

㌧

＼

・.

、

一

」

・

　

』

ト

ご

.

・

＼

'

.

モ

「

,

》

蜜

.

玲
S

P

.
、t、 ・'

へ ざ

'

馳 ∵ 一 、 ・・ 、

レ し コ ご 　 ノ ロ. .

∵ 日 年6月 ∴ ∵"
ユ へ

ざ トアコ コ ム
　 ヒコ

も ヘ へ

.

.'}一 ∵ 一 一.＼
も,

、.,..

.t.、T

'
..＼

7

ロ 　

へ 　

　 　 　 ロ ノ

ヘ

ピ コ ロ　 こ 　

'財 人.○ 日 情 処 理 開発 セン ター ・
　サ シ ン さ

、,・'/㌧'二 二
L-

、 、..、コ

コ ロ 　 　 ヘ デ

へ

、 一 二
、ロ

へ　ウ

■ ..' .、(・. .'、
一

ノ

　 ロ ベ

. .
一 一ご ∵'

' 一 .一.
-1・ 』 一 ゴ,、 二'

ヘ ト

　コ
へ 　

一二.

..'∴.
,　ン

へ　 コ ニ
.'.、 、 一 .・.、 ・.、

ニ 　 　 ヘ ロ ラ

　プ 　 へ ざ

・

一.二 ・.1,∵.'『.＼ ・ 、'll。'

' ・＼ ∵ ＼ ・∵
こ.∫≡,ざ

・・.
、 ∴ ご 一 ビ ・.一ピ ・'』

、'青幸艮イヒ く7)'進 展'..一.、_
._、 三 一 ・∵ ,・.-＼
『 』一 ご'∵

、:こ 一ぐr

..バ ー::∫ ..・.'ご ∵ 、 ・∵ ∵ ㍉

'1 .㌻ 三 ・1・L
、..・べ 一.∵ ミ 、'.三

ヒ

ヒ
　 ロ 　

、 一 、.4一.∫:二 、 ＼1・ 『

.一 ・ ∵

ぐ 一:、 「 」

、

.

ヨ　 ニ
ン

ご∴ ＼ 、..・ 一 ご 一一＼-'＼ ∵

.㍉..二 。1、 ∴ ・

・ へ'∴

.∵ ・:∵ ご ・ご'・.

　

　 　 ず ロ ヘ シ ロ

『'＼
・

、.

'
一:,

、 ・

:二 、.』

、.、 こ,

ミ ニ、

∵ 二.・1'一一



.

、

↑

「





「

ー

7ー
?

ー

ー

,

ー
》

己

`



序

ノ
㌔

}
㌔
㌔

:
・

急 速 に進展 しつ つ あ る わが 国 の経 済社 会 が指 向 す る とこ ろは、 情 報 化社 会

の形 成 に ある とい わ れ て お ります。

そ して、 この よ うな情 報 化社 会 の 形成 が 如何 な る背 景 の も とに進 展 してい

く もの で あ るか、 ま た、 政 府 や 企 業 は、 この動 向 に対 し如何 に対 処 しなけ れ

ば な らないか、 等が 重 要 な 問題 とな っ てお ります。

当財 団 では、 この問題 を解 明す るた め に、各界有識者 のご協 力 の も とに 「産

業 の情 報 化調査 委 員会」 を設け、 調査 対 象 と して、 まず10業 種 を選 定 し、

これ らの業 種 につ い て、 そ れぞ れの 産業 自体 の変貌、 企 業 内情 報 処 理 の動 向、

NIS形 成 の必 然 性 とそ の展 望、 情 報 の系 列 また は グル ー プ化形 成 の動 向、

業 界団 体 の役 割 の変 化、 生産 の オ ー トメー シ ョン化 の動 向、 情 報 化 に と もな

う人 材 の確 保 と教 育 の項 目につ い て調 査 した。 本 報告 書 は そ の調 査 結果 を取

りま とめた もの です 。

こ こに、 本 報告 書 の取 りま とめ に ご尽 力 下 さっ た 「産 業 の情 報 化 調査 委 員

会」 の委 員 お よび ご支 援 を賜 わ っ た関 係各 位 に心 工 り感 謝の 意 を表 します と

と もに、 本報 告 書 が広 く各 方面 に利 用 さ れ、 わが 国 の情 報 処 理 の発 展 に寄 与

で きます よう念願 す る次 第 で あ りま す。

¶
、

財 団法 人 日本情報処理開発 セ ンター

会 長 難 波 捷 吾

本調査は、 日本 自転車振興会の機械工業振興 資金に よる 「昭和44年 度

情報処理に 関する調査研究補助 事業」 の一環 として実 施 した ものです。
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「産業の情報化調査委員会」構成
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(敬 称略)

三 菱石油㈱数理計画部主査

日産 自動車㈱機 械計算部 長

日本IBM㈱ 営業総務担 当マネジャー

三井東圧化学㈱ シス テム部長

㈱ 電 通 システム開発事務 局副部長

帝 人 ㈱ 未来 事業部調査役

帝 人 ㈱ システム開発 班長

日本鋼管㈱調査企画室長

野村 証券㈱ オ ン ラインシステ ム推進室部 長

三 井物産㈱ コン ピューテ ィングセンター次長

㈱ 資生 堂電子計画室長

通 商産業 省大 臣官房総務課 課長補 佐

通商 産 業省大臣官 房企 画室課長補佐

通商産業省重工業 局電子政策課課長補佐

(財)日 本情報処理 開発 セン ター専務理事

(財)日本情報処 理開発 センター調査課

⑨
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1情 報 化 の 背 景

「激 しい変 動 の 時代 」 といわ れ る70年 代 を迎 えて、 産 業 活 動 の各 側 面

にお い て、 情 報 化 の 促進 が不 可欠 の要 請 にな ろ うとして い る。 これ らの 情

報化 の 諸 側 面 につ い ては 第2節 以下 で検 討 す るが 、 それ に先 立 ち、 情報 化

の 促進 を 要 請す る に至 った 社 会経 済 上 の背 景 につ いて、 こ こで概 観 を 試 み

る こ とに し よ う。

1.1市 場 条 件 の変 化

産 業 活 動 の情 報化 を 必要 とす る 背景 として は、 まず 何 よ りも、 市 場 条

件 の変 化 を挙 げ な けれ ば な らな いだ ろ う。

次 に、 当 面 す る市 場 条 件 の変 化 を① 需要 の 多 様化、 ② 需 要 動 向 に応 じ

た 多 様 な 商 品 開発 の 要 請、③ 企 業 間 競争 の激 化、④ 変 化 の 急速 化 、⑤ 市

場指 向 型 経 営へ の志 向 の5項 目 に分 け てみ よ う。

1.L1需 要 の 多様 化

国 民の 生 活水 準、 消 費 水準 の 向 上は、 消 費財 に対 す る 需 要 の 多 様化

を もた らす。 繊 維 産 業 に例 を と ってみ る と、 需要 の多 様化 は、 単 に デ

ザ イ ン、 柄 な どの面 だ けに と ど まらず、 糸、 綿、 素 材 な どを含 む 商 品

総 体 の 問題 に まで及 ぼ う として い る。 この よ うな 需要 の 多様 化 は、 自

動 車な どの耐 久 消費 財 につ い て も同様 に生 じて きてい る。

更 に、 産 業活 動 の 高度 化 の 結果 と して、 生 産財 の分 野 で も需 要 の 多

様 化 が 進 も うと して い る。

これ を 鉄 鋼業 につ い てみ る と、 鋼材 の成 分、 材質 、 特 性 、 寸法 形

状 をは じめ、 製造 後 の経時 や 納 期 等 につ い て、 需 要 家 の 注文 が 多 様 化

しつ つ あ り、 単な る 鋼材 販 売 に と ど まらず、 ユー ザー か らの 加 工 要 求

が増 大 して きて い る。 鉄 鋼業 は 、 か つ て の 見込 生 産 中 心 か ら、 最 近 で

は 全 生 産 量 の80%が 受注 生 産 にな ろ うと して いる。

な お、 消費 財 につ いて は、 この よ うな 需 要 の多 様化 に よ る商 品 の多
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様 化 、 フ ァ ッシ ョン化、 高 級 オ リジ ナル商 品 化 等 と並 行 して、'画一 化 、

マス プ ロ商 品化 に よ る低 廉 化 が進 め られっ っ あ る分野 も存在 してい る。

1.L2需 要 動 向 に応 じた 多様 な 商 品 開 発 の 要請

多様 な消 費者 の需要 は、 必 ず しも明示 的 な形 で示 され るわ け で は な

い。 需 要 動 向 と い う 流れ と して表 現 され る に過 ぎない場 合 も多 い
。

これ を事 業 活 動 に結 びつ け る た め には、 多 様 な需 要 動 向を 的 確 に把

握 し、 そ れ ぞれ の動 向 にマ ッ チ した商 品 を 企 画、 創 造 し、 市 場 に 売 り

込 む とい う生 産 者 の側 か ら の 積 極 的 な働 きか け が必 要 な場 合 も多 い。

この よ うな事 例 は、 多 くの 消 費 材 につ い て見 られ る が、 証 券 業 の

「シ ス テ ム商 品」 とい われ る 自動 け い そ く投 資 シス テ ム、 従 業 員 持株

シ ス テ ム、 メ ール ・サ ー ビス ・シス テ ムな どの開発 もその一 例 とい え

るだ ろ う。 これ らの シ ス テ ム商 品は 、 セ グメ ン トされ た顧 客 の ク ラス

に応 じて開 発 され 、 これ に伴 っ て、 営 業 も従 来 のマ ン ・ツ ウ ・マ ン セ

ール ス に加 えて シ ス テ ム ・ツウ ・セ グ メ ン トの セ ール スが 行 な われ る

よ うにな ろ うと して い る。

広 告代 理 業 は 「広 告主 の提 供す る商 品情 報 を消 費 者 の需 要 す る広 告

情 報 に変 換 し、 提 供 す る産 業 」 とい われ る が、 か つ て の 「不特 定 多 数

の 大 衆」か ら 「多数 の"特 定多 数 の 消 費者 集 団n」 へ と対 象が 変 化 した

こ とに と もな って、 セ グメ ン トされ た特 定 多 数 の集 団 に 向 け た広 告情

報 の生 産伝 達 とい うこ とが 重 視 され る よ うにな って い る。

な お、 広 告業 につ い ては 、 生 産 者 が 多 様 な 需 要動 向 を迅 速 、 的 確 に

把 握す る必 要 が 増 大 した こ と に伴 っ て、 消費 者 の側 か らの素 材 と して

の 消 費 者情 報 をマー ケ ッ テ ィ ン グ情 報 に変 換 して、 これ を生 産者(広

告 主)に 提 供 す る 機能 が 併 せ て 重 視 され る よ うに な ろ う として い る。

1・1・3企 業 間競 争 の激 化

60年 代 に おい ては、 日本 産 業 の過 当 競 争体 質 とい うこ とが 問題 と

され、 産 業体 制整備 政策 等 を通 じて、 企業 活 動 の協業 化、 企 業 の大 型

イ

'

■
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化 な どが進 め られ て きた。 正 常 な企 業利 潤 の 放棄、 場 合 に よ つて は 赤

字 競 争 とい うよ うな過 当 競争 は 減 少 の方 向 に向い つつ あ る が、70年

代 に お い ては、 情報 、 知 識、 ア ィデ ァな どに基 づ く革 新 的 な競 争 が 激

化 し よ う として い る。 特 に、 国 際 化 の 時代 を 迎え て、 競 争環 境 が国 際

的 規 模 に まで 拡 大 され よ う と して い る。

1.1.4変 化 の急 速化

需 要 が多 様化 し、 多様 な 需要 動 向 に応 じた商 品 開発 の 必 要性 が 増 大

した こ とに加 え て、 これ らの 市 場条 件 の変化 が ます ます 急 速 にな っ て

き て い る こ とに も注 目す る必要 が あ る。

な お、 これ との 関 連 で、 公 害 問題 、 技術 革 新な ど変 転 す る環 境 の 中

で、 企業 の永 続 性 に対 す る不 安 感 が 生 じて お り、 情報 化 を基 軸 と した

将 来 展望 の 強化 に よっ て これ に対 処 す る必 要 が あ る。

1.1.5市 場 指 向 型 の経 営 へ の 志向

上記 の よ うな 市 場 環 境 の変 化 に対応 して、 企業 の経 営は い わ ゆ る

「市 場指 向型 」 の 色 彩 を強 め て きて いる。 この よ うな 動 向は、 繊 維 産

業、 自動 車産 業 な どの 消 費財 産 業 で 強 く意 識 され てい る ほ か総 合 商 社

広 告代 理業(メ デ ィア ・オ リエン トか ら情報 オ リエ ン トへ)で も同 様 の

認識 が 持 た れ る よ うにな つ て きて い る。

大 型 装 置産 業 の 代 表 例 で あ る鉄 鋼業 では、 今後10年 間 程度 の 期 間

は 、 企 業 経 営 は 引 きつ づ き基 本 的 には 「生 産 指 向型」 で あ る とされ て

いる が、 同 時 に市 場 指 向 傾向 が 徐 々に強 ま る もの と予 想 さ れて い る。

1.2生 産条 件 の 変 化

市場 条 件 の変 化は 、 これ に対 応 す る生 産 条件 の変 化を もた らす が、 こ

れ らの生 産 条 件 の変 化 も また情 報 化 の促 進 に対 す る要請 と して現 われ て

くる。

1.2.1受 注 生産 と大 量生 産 両立 の要 請

自動 車工 業、 鉄 鋼 業 な どは 大 量生 産 に よ る コス ト引 下 げ とい う規模
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の利 益 が大 きい 産業 の 代 表 的 な もの だ が、前 述 した 市 場 条 件 の変 化 に

対 応 して これ らの産 業 で も、 受 注 生産 方 式 を と り入れ る こ とが 必要 と

な つて きて い る。

これ に応 じて、 従 来 の単 純な 画 一 的 商 品 の マス プ ロダ ク シ ョンか ら

高度 な マ ー ケ ッ ト情報 処 理 に基づ くモ ジ ュー ル 化 され た商 品 のマス プ

・ダ ク シ ョ ン方 式へ と移 行 が行 なわ れ て い る。

この よ うな 受 注生 産 と大 量生産 両 立 の 要 請は 今 後、 多 くの産 業 分 野

に生 ず る もの と、 予 想 され る。

1.2.2投 資意 志決 定 の複 雑 化

需 要 の多 様 化、 変 化 の急 速化 、企 業 規 模 の大 型 化 等 に よっ て、 特 に

化 学 工業 な ど の装 置工 業 で は 投 資の意 思決 定 の重 要 性 が 高 ま り、 また

意 志決 定 に当 っては、 多 数 の 複雑 な、 社 内、 社外 の情 報 を 勘案 す る こ

とが 必 要 とな って きてい る。 これ に応 ず るた め には、 経 済 全体 に関 す

る マ クP情 報 の ほ か、 企 業 環 境、 技 術 進 歩、 市 場 の需 要 動 向、 マー ケ

ッ トの大 き さな どの ミク ロ情 報 を常 時収 集 し、 評 価 と情報 処 理を 行 な

い、 意 思 決 定 に反映 させ る こ とが 必要 とな つ て きてい る。

L2.3労 働 力 不 足 の進 行

以 上 の ほ か、 労働 力 不 足 の進 行 も情 報 化 の 一 つ の背 景 にな ろ う と し

て い る。 ま た、 ブ レー ン パ ワー の 有効 活 用 の観 点 か ら も情 報 化 が望 ま

・くれ
、例 え ば 広 告 代理 業 では 、 職 員の70パ ー セ ン トが大 学 卒 で、 これ

らの 「ス ベ シ ャ リテ ィの な い スペ シ ャ リス ト」 の モ ラー ル を維 持 し、

最 適 人 材 配 置 を確保 す るた めの人事 情 報 シス テ ムの 必 要 性が 指 摘 され

てい る。

1.5企 業 組 織 、 産業 組織 の変 化

最 後 に、 企 業 組 織、 産 業組 織 に生 じる次 の よ うな変 化 もまた情 報 化 を

必要 とす る要 因 に 算え られ る だ ろ う。

▲
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1.3.1企 業 の大 型 化、 複雑 化

日本経 済 の発 展 と と もに企 業 規 模 の大 型 化 が急 速 に進 み、 同 時 に組

織 の 複雑 化 が進 ん で き てい る。 ラ イ ンの作 業 は、標 準 化、 機 械化 に よ

つ て これ に対 処 し うる部 分 が 多 い が、 特 に管 理部 門で は手 作業 に よる

事 務 が急 増 し、 情 報化 の促 進 を ま た ず には、 経 営活動 の総合 性 と効 率

性 の 確 保 が 困難 にな って きて い る。

事 業 分 野 の多様 化 に伴 な う企 業 活動 の コン グ ロマ リッ ト化、 子 会 社

設立 の増 大、 海外 進 出 の増 大等 は、 管 理部 門の 情 報化 を よ り緊 要 な も

の と して い る。

1.3.2企 業 集 団 の活 動の 緊密 化

た とえ ば併 を鉄 鋼業 に とって 見 る と、 そ の事 業 活動 は、 鋳 鋼一 貫 の

親 企 業 を 中心 に、 これ を と りま く多数 の 系 列企 業 や下 請 企業 か ら成 る

企 業 集 団 に よって 営 まれ てい る。 この よ うな企業 活動 の 集団 化 は、 他

の多 くの産業 分野 で もみ ら れ る が、 企 業集 団 として の活 動効 率 を 確 保

して い くた め には、 集 団 内の迅 速 な大 量の 情報 相 互交 換 が不 可 欠 とな

っ て きて い る。

また、 単 に在 来 の企 業 集 団の 中 で、 活 動 の緊 密化 が進 め られ る ほ か

い わ ゆ る産 業 活 動 の シス テ ム化 に伴 っ て新 しい企 業 集 団 の形成 が 行 な

われ る よ うにな つ て くる。 社 会 開 発分 野 に おけ る 民間 デベ ロ ッパ ー の

出現 な どは、 そ の 代表 的 な事 例 の一 つ と考 え られ る。 民間 デベ ロ ッパ

ーは 、 典 型的 には 、 ① セ ン トラル'ブ レイ ン'パ ワー(cent「al

brainpower)と ② ホ リゾ ンタル ・イ ンテ グ レー シ 。ン ・フ ァ ンク

シ 。ン(horizontalintegrationfunction)を 兼 有 し、 多 数

の関 係 企 業 を 活動 に組 み込 ん で事 業 を 行 な う もので あ るが、 ① の機 能

は 更 に独立 分 化 し、 ② の機 能 を 中心 と したデ ベ ・ ッパ ー も現 わ れ る な

ど、 多 様化 が進 も う として い る。
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1.3.3業 界 ぐるみ の情報 化

更 に進 ん で、 産業 に よっ ては 業 界 ぐるみ の情 報 化 が 進 み、 これ に立

ち 遅 れ る場 合 は そ の業 界 か らの 脱 落 を 招 きか ね な い よ うな ケー ス も現

わ れ よ うと して い る。

証券 業 につ い て み る と、 昭 和47年 完 成 を 目標 と して進 め られ てい

る東 京 証 券取 引 所 のオ ン ライ ン相 場 報 道 シス テ ムが登 場 す る と、 企業

内 オ ン ライ ン と相侯 っ て証 券 業 界 ぐる み の情 報 シ ステ ムが形 成 され る

こ とにな るが 、 仮 に こ うしたオ ン ライ ン ネ ッ トワー クか らは ずれ る企

業 が あ った 場 合、 この企 業 は 対 顧客 サ ー ビス 面 で 同業 他 社 に 著 し く立

ち 遅 れ、 経 営の 維 持 が 困難 にな る こ とす ら予 想 され る。

1.3.4NISの 発 展

この 企業 集団 内の 情 報 交流 シス テ ム、 同業 者 の 情 報交 流 シズ テ ム も

NIS(ナ シ ョナル ・イン フォメ ー シ ョ ン シス テ ム)の 一 部 を構 成

す る ものだ が、NISが 更 に発 展 す る の に伴 っ て、 す べて の 企業 の 情

報化 が 促 進 され る よ うにな る。 情 報 の 流 れは そ の過 程 の中 の ブ ラッ ク

・ボ ック スが 存 在 す る こ とを 許 さぬ もの で あ り、 情報 化が 立 ち 遅 れ た

企 業 は 競 争 上著 し く不 利な 立場 に置 か れ、 み ずか ら情報化 を進 め るか

他 社の 情 報 シス テ ムの 中に 組み 込 まれ るか い ず れか の選 択 を迫 られ る

こ とにな る だ ろ う。

企 業 間の ネ ッ トワー クの 発 展 との 関係 で 考え る と、 最終 需要 を把 握

す る企業 の そ の他 の企 業、 特 に 原材 料 企業 に対 す る相 対 的優 位 性 が増

大 し原 料料 産 業 が有 力 な 分野 では、 原 材 料 と最 終需 要 との 接 点 にジ ョ

イ ン トベ ンチ ャーが 設 立 され る よ うな ケ ー ス も増 大 しよ う。

■

●
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2企 業 内 の 情 報 化

産 業 の情 報 化 の第1の 側 面 と して、 まず個 別 の 企業 内の 情報 化 につ いて

その 現 状 と将 来 の動 向 を概 観 しよ う。

2.1現 状

以 上 にみた よ うな市 場 条 件 の 変 化、 生産 条 件の 変 化、 組 織 の変 化 な ど

を背 景 に、 わが 国 の企 業 の情 報 化は 急 テ ンポ で 進行 しよ う として い る。

企 業 内の 情報 処 理 は、 販 売 活 動、 生 産活 動 な ど の業 務 作 業 の ため の オ

ベ レー シ 。ナル ・シス テ ム と経 営 計 画、 意 思決 定 に必 要 な 情報形 成 の た

め の プ ラ ンニ ング ・シス テ ムの2つ の シス テ ムに よっ て構 成 され る。 情

報 化 の 現 状 に つい て み る と、 必 ず し も明瞭 な 区分 では な い が、 業 種 に よ

っ て、 オ ベ レー シ ョナル ・シス テ ムの形 成 が先 行 して い る産 業 とプ ラ ン

ニ ング ・シス テ ムの形 成 が 中 心 とな っ て いる産 業 とがみ られ る。

2.L1オ ベ レー シ ョナ ル ・シス テ ム先 行 の産 業

鉄 鋼業 、 化 学工 業、 自動 車工 業 、繊 維 工 業、 銀 行業 な ど、 多 くの 産

業 がオ ベ レー シ 。ナル ・シス テ ムの形 成 が 先 行す る このタ イ プに 属 し

て い る。

例 え ば、 鉄 鋼 業 では、 引合 見積 シス テ ム、 受注 シス テ ム、 工 場 選 択

シ ス テ ム、 工 程 計 画 シス テ ム、 在 庫 管 理 シス テ ム、 物 的 流 通 シス テ ム

販売 会 計 シス テ ムな どの形 成 が 進 ん でい るが、 これ ら の経 営 戦 術 的 な

シ ス テ ム の多 くは オ ペ レー シ ョナ ルな もの と考え られ る。 また銀 行 業

は 、 情報 化 の 歴史 が最 も古 い 産業 の1つ であ るが、 そ の情 報 化 は、 ま

ず単 純 反復 的 な事 務 処 理 の機 械 化 に よる省 力効 果 の著 しい 分 野 か ら着

手 され、 つ い でオ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム を 使 った顧 客サ ー ビス の 向上 と

して、 預 金、 貸 付、 為替、 公 共料 金 の 自動 振 替 な どのオ ベ レ ーシ ョン

ル な 分 野 の 情 報 化が 進 め られ て い る。 プ ラ ンニ ング ・シ ステ ムは 、 こ

れ らの 基 礎 の 上 に形 成 され、 現 在 実用 化 の 段 階 に到達 しよ う として い
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る。

これ らの 産 業 の 多 くでは、 プ ラン ニ ン グ ・シス テ ムを拡 充 す る 必要

は 認 識 され て い るが、 ① システ ム形 成 の基 礎 とな る外 部 情 報 入 手 の 困

難 、② 情 報 の信 頼度 に対 す る トッ プ の 不信 感 ③ トッ プが 求 め る よ う

な 戦 略 的意 思 決 定の た め の シ ス テ ム形 成 のむ ず か しさ ④ トッ プの理

解 欠 如 と金 の か け惜 しみ な ど さま ざ まな 理 由のた め に、 シス テ ム拡 充

の 実 現 を み る に至 って い な い。

2.1.2プ ラ ンニ ン グ ・シス テ ム先 行 の 産 業

プ ラ ンニ ング ・シス テ ムの形 成 が 先 行 して い る数 少 な い産 業 と して

石 油業 を 挙げ る こ とがで きる。

石 油 業 は、 企 業 の 持つ 多 数 の制 約 条 件 の もとで、 原 油割 当、 装 置 の

選 択、 操作 条 件の決 定、 特 に連 産 さ れ る各 種製 品 量の決 定、 配 給 ネ ッ

トワー ク か らみ た各精 油 所 ご との生 産 量 の決 定 な どを常 時 必要 と し、

ま た この た め に経 営科 学 上の 数学 モデ ル に よ る最適 化手 法が 適 用 し易

い 産 業 実 態 を 持っ て い る。 この ため 、 既 に数年 前 か らOR手 法 を 用 い

た プ ラ ンニ ング ・シス テ ムが 実用 化 され、 数 百 本 の連 立 方程 式 を用 い

た サ ブ シス テ ム も使用 され て い る。

な お、 プ ラ ン ニ ング ・シス テ ム先 行 とい うこ とでは な いが 、 証 券業 、

総 合商 社 な ど の産業 分野 では、 オ ベ レー シ ョナ ル、 プ ラン ニ ン グ の両

シス テ ムが 比 較 的均 衡 した発 展 を 示 して い る。

2.2今 後 の方 向

次 に今 後 の情 報 化 の進展 の方 向 を、MIS化 の進 展 とオ ン ライ ン化 の

進 展 の2つ の側 面 につ いて 概 観 してみ よ う。

2.2.1MIS化 の進 展

企業 内 のサ ブ シス テ ムの 有機 的 な統 合 シ ステ ムであ るMISの 形 成

が、 鉄 鋼業 、 自動 車工 業 、 証 券 業な どい くつ かの 産業 で本格 化 し よ う

と してい る。 例 えば 自動 車工業 では 、 社 内外 の サ ブ シス テ ムの イ ンタ

じ

●
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一 フ ェ イス の 再検 討 、 同 種 シス テ ムの共 通 化、 コー ドの標 準 化 等が 進

め られ、 オ ベ レー シ ョナル ・シス テ ムを 中心 に、サ ブ シス テ ムの統 合

に よるMISの 形成 が進 展 しよ うとしてい る。

反 面 、 こ とば の完 全な 意 味で のMISの 形 成 につ い ては 疑 問 が投 げ

か け られ て い る例 もあ る。 例 え ば石 油業 で は、 各サ ブシス テ ムの 流動

性 か ら、 その 斉 合 性 あ る積 上 げは 困 難で、MISの 完成 よ り もむ しろ

NIS化 の 方 向 が 示唆 され てい る。 また化 学 工 業 では、 外 部 情 報 の入

手 困難、 イ ン フォ ー マル な 情 報 の組 み込 み 困難 とい う2つ の 理 由か ら

MISの 完 成 に は今 後 な お10年 を 要す る とされ て い る。

2.2.2オ ン ラ イ ン化 の 進展

情報処 理 のオ ン ライ ン化 は、 社 内の 情報処 理、 他 企 業 との間 のNI

Sの オ ン ライ ン化 の 両 面 に わた って、 急 速 に進 展 し よ う と して い る。

社 内 情 報 処 理 の オ ンラ イン化 につ いて は、 最 もオ ンラ イ ン化 が進 ん

だ 銀 行 業 で は、 現在35行 以 上 が さ まざ まな オ ペ レー シ 。ナル な 業務

のオ ン ライ ン ・シス テ ム を完成 し、 また は 計 画 して い る。 このほ か証

券 業、 自動 車工 業 な どの 産業 で オ ペ レー シ ョナ ルな 業務 を 中心 にオ ン

ラ イ ン化 が 進 め られ、 オ ペ レー シ 。ナル ・シス テ ム の形 成 が 比 較的 遅

れ て い る石 油業 で も、 今 後 そ のオ ンラ イ ン化 が 予 想 され て い る。

また 自動 車 工 業 では 、 オ ン ライ ン ・シス テ ム が 更 に発 展 して、 本 社

の セ ンタ ー ・コン ピュ ータ と工場 の プ ロセ ス コ ン トP-tル と結 合 した

大 型 コン ピュ ー タを 通 信 回 線で 結 ん だ大 規 模 な シ ス テ ム形 成 へ の志 向

が 指 摘 され て い る。

な お、NISの オ ン ライ ン化 につ いて は、 の ち にふれ る こ と とし よ

う。

2.5生 産 のオ ー トメー シ ョ ンの 進 展

以 上の よ うな 情 報 化 の 進 展 に加 え て、 オ ー トメ ー シ ョン と呼 ばれ る生

産 面 の 情 報 化、 自動 化 が多 くの 産業 で進 展 して い る。
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例 え ば 鉄 鋼 業 で は 、 人 間 労 働 の 機 械 化 とい う第 一 段 階 、 生 産 の 連 続 化

と い う第 二 段 階 を 経 て、 オ ー トメ ー シ ョ ン化 は、 自 動 制 御 と い う第 三 段

階 に 入 り、 温 度 、 流 量、 混 合 率、 寸 法 等 の 目 標 値 の 自動 的 な 調 整 が 各 種

の 工 程 で 実 用 化 さ れ て い る。 今 後 は 、 プ ロ グ ラ ム ・コ ン ト ロ ー ル

(P・ ・9・am…t・ ・1)か ら シ ー ケ ン ス ・コ ン ト・一 ・レ(・eq・ence

control)へ 進 み 、 更 に将 来(10年 以 上 後)に は ハ イ ラ ー キ イ ・ シ

ス テ ム(hierarchysystem)が 開 発 され 、 製 鉄 所 の 無 人 化 が 進 め ら

れ る も の と予 想 さ れ る。

操 業 管 理 の 自動 化 が 比 較 的 容 易 な 石 油 業 で は 、 コ ン ピ ュ ー タ で プ ラ ン

トを 直 接 制 御 す るDDCシ ス テ ムの 導 入 が す で に 緒 に つ き、 今 後 は 、 プ

ラ ン ト運 転 の 最 適 化 シ ス テ ム、 精 油 所 全 体 の 最 適 化 シ ス テ ム の 開 発 が 進

め られ よ う と し て い る。 ま た 化 学 工 業 で も 従 来 の プ ・ セ ス ・ コ ン ト ロ ー

ル のDDC化 の 実 験 が 試 み ら れ て お り、 将 来 は 、 プ ラ ン ト ・マ ネ ジ メ ン

ト ・イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム とで もい うべ き ハ ィ ラ ー キ イ ・ シ

ス テ ム(hierarchysystem)が 開 発 さ れ る も の と予 想 さ れ る。

な お 、 こ の よ うな オ ー トメ ー シ ョ ンの 進 展 は 、 単 に 量 産 品 の 生 産 効 率

化 効 果 を 発 揮 す る だ け で な く、 先 にみ た 「受 注 生 産 と大 量生 産 」 と い う

要 請 に も応 え る もの とな つ て い る。

ろNISの 形成

NIS(ナ シ ョナル'イ ン フ ォメ ー シ ・ン ・シス テ ム)は 「個 別 の企 業

や 官庁 の情 報処 理 シ ス テ ム の枠 を こえ て他 の シス テ ム との 有機 的 関連 にお

い て 発 展を 図 る こ とが 必要 な 情報 シス テ ム」 で あ り、 オ ペ レー シ ・ナ ル'

シス テ ムに 関連 したNISと プ ラン ニ ン グ ・シス テム に関 連 したNISの

両者 が あ る もの とされ て い る。(日 本 情 報処 理 開 発 セ ンタ ーNIS小 委 員

会報 告)

個 々の 企 業 の 情報 化 の 進 展 と併 行 してNISの 形 成 が 進 む こ とは い うま

`
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で もな い とこ ろだ が、 次 にオ ベ レー シ ョナル なNISと プ ラ ン ニ ン グ のN

ISに 分 け てNIS形 成 の 実 情を み て み よ う。

5.1オ ペ レー シ ヨナ ルなNISの 形 成

オベ レー シ ョナル なNISは 、 企業 の情報 化の進 展 に伴 って、 既 に着

々 とネ ッ トワー クの形 成 が 進 め られは じめて い る。 次 にそ の 現状 と今 後

の方 向 を生 産 関係 、 流 通 関 係、 そ の他 に分 けて概 観 して み よ う。

3.1.1生 産 関係 のNIS

生産 関 係 のNISは 、 原材 料、 部 品 な どの定 常 的取 引 関係 の あ る企

業 群 を 中 心 に、 い ち はや くその 形 成 が 進め られ よ うと して い る。

例 えば 自動車 工業 の 例 に つ い て み る ど、 親企 業 と多 数 の 外 注部 品 メ

ー カー との 間 に① 発 注 ・受 注 に関 す る進捗 管 理 の ネ ッ トワー 久 ② 親

企 業 の生 産 計 画 と部 品 メ ー カーの 生 産 計 画結合 の ネ ッ トワーク、 ③ 在

庫 管理 と緊 急 受注、 出 荷 の た め の ネ ッ トワー クな どが形 成 され、 ま た

は 計 画 され よ う と して い る。 また 鉄鋼 業 で も・ 企業 グル ー プ を覆 うネ

ッ トワー ク形 成 の 必要 性 が 指摘 され、 その形 態 も、 当 初は 親 会社 の ニ

ー ズ を満 たす ため の一 方 交 通的 な ネ ッ トワー ク として形成 され、 次 い

で 企業 グル ー プ 内 の相 互 の ニー ズ を 満 たす ネ ッ トワー クへ の 発 展が 期

待 されて い る。

他 方、 繊 維 工 業 は、 原 糸、 原 綿 一 紡 績 一 織 縞 一 染 色 ・加 工 一

縫 製 と取 引 の径 が 長 く、 また 多数 の 中 小企 業 を包 含 した 複 雑 な取 引 形

態 を有す る な ど、NIS形 成 が 困難 な 代 表的 な業 種 と考 え られ るが、

各 企 業 の 情 報化 の 進 展 に伴 っ て 情報 ネ ッ トワー ク形 成 の 必要 性 が 急速

に高 ま りつ つ あ り、 オ ベ レー シ 。ナ ルな 面を 手 始 め に3～5年 間 に順

次NIS化 が 進捗 す る もの と期待 され て い る。

3.1.2流 通関 係 のNIS

生 産 関 係 のNISに 次 い で、 流 通 関係 のNIS形 成 が 各 企 業 で 進 め

られ よ うと してい る。
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再 び 自動 車工 業 の例 につ い て み る と、 親 企 業 と販 売店 との間 の販売

状 況、 在 庫 管 理(車 両 とサ ー ビス部 品)、 市場 動 向 な どに関 す るネ ッ

トワー ク形 成 が 期待 され て い る。 また、 鉄 鋼 業 で は、 商社 や 大 口需 要

家 との間 の 引合 い、 見積 りに 関す るオ ン ライ ンNISの 必要 性 が、 化

学 工 業 で は、 ス トックポ イ ン ト、営 業 所 、 商 社、 輸 送業 者 等 を 結 ぶオ

ン ライ ンNISの 必 要 性が 指摘 され てい る。

流 通 の 専 門 の担 い 手 で あ る総 合商 社 では、 新 しい物 流 シス テ ム形 成

の 見地 か ら、 メ ー カー、 倉 庫業 者、 輸 出業 者等 との 間のNISの 形 成

が 計 画 され てい る。 また、 石 油業 で は 、 当面は 、 精製段 階 か ら末 端 販

売 段 階 まで を結 ぶNIS、 共 同 販売 会 社 と傘 下 の精 製会 社 とを結 ぶN

ISな どが予 想 され るが 、 将来 は 同業 精 製 会 社 間 の製 品 交換(ジ ョイ

ン ト)のNISの 形 成、 更 には、石 油 輸 送 の パ イ プ ライ ン化 に伴 うパ

イ プ ラ イ ン会 社 を 中核 と した業 界 ぐるみ のNISの 形 成 が 予 想 され る。

3.1.3そ の他 のNIS

生 産 関 係 、 流 通 関係 とい うコモデ ィテ ィ ・フ ロー の類 型 とは や や異

な る が、 金 融 業 のマ ネ ー ・フ ・一 に伴 っ て各 種 のNISが 形 成 され、

また は 計 画 され て い る。 既 稼 動 の全国 地 方 銀 行 協会 の 為替 用オ ン ライ

ン ・メ ッセ ー ジ ・ス イ ッチ ン グ ・シス テ ムは 同種 金 融機 関 間 のNIS

で あ り、 この ほ か都 市銀 行 と相 互銀 行 との異 種 金 融機 関間 のNISも

計 画 され て い る。 更 に、 今後 にお いて は、 金 融機 関を 中心 と した一 般

経 済社 会 の各 種の ネ ッ トワー ク、 例 え ば、 銀 行 一 製 造 会 社 一 原 材

料 資材 業 者 一 下 請 企業 一 販 売先 、 各 企 業 従 業 員の 間の 資金 フ ロー

を包 含 しそ の循 環 機 能 を 高 め るネ ッ トワー クや、 ク レジ ッ ト ・カ ー ド

シス テ ム に関 す る商 店 一 百 貨店 一 消費 者 一 撮 行 一 商 品 の納 入

業 者 の 間 の ネ ッ トワー クな どの形 成 が予 想 され る。

証券 業 界 で は 、 東 京 証 券取 引所 、 大 阪 証券 取 引所 が 会 員証 券 会社 に

相 場 報 道 と成 立約 定 内容 の 通報 を行 な うオ ン ライ ンNISの 開 発 を進

4
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め て い る。

ま た 更 に特 殊な ケー ス と して、 自動 車工業 では、 海外 の ノ ッ クダ ウ

ン工 場、 販売 店等 との間 のNISの 形 成 の必 要性 が 指 摘 され て い る。

5.2プ ラニ ン グのNISの 形 成

プ ラン ニ ング ・シス テ ムのNISは 、 一 般 的 に オペ レー シ ョナル ・シ

ス テ ム のNISに 比 較 して立 ち遅 れ て い る。 次 に、 プ ラニ ン グ 情報 の需

要 の 側 面 と提供 の 側 面か ら そ の現 状 をみ て み よ う。

3、2.1プ ラニ ング情 報 の 需要

プ ラ ニ ング ・シス テ ム のた めの 外部 情 報 の必 要 性は 多 くの産 業 で 指

摘 され てい る。 問題 は、 これ らの ニ ーズ に応 じた情報 提 供体 制 の 不 備

で、 これ が プ ラニ ング のNISの 未 形 成 の原 因 とな って い る。

情 報 に対 す る産 業 の需 要 を み る と、 自動 車工 業 では 、 需 要 予 測、 市

場 動 向 把 握 の た め の官 庁 情 報 の効 果 的 な入 手、 各種 データ バ ンク か ら

の情 報 の 入手 につ いて 指 摘 され、 鉄 鋼業 では、 鉄 鋼 の長 期 需要 予 測 の

た めの 各 種 のマ ク ロ、 ミクP情 報 の 入手 の 必要 とその た め の業 界 団体

のデ ータ ・バ ン ク化 の方 向 が 指 摘 され、 また プ ラニ ング ・シス テ ムが

発 展 して い る石 油業 で も、 業 界 団体 の 情報 セ ンタ ー化 に よ る多 彩 な外

部 情 報 の入 手 の 方 向 が 指摘 され て い る。

な お、繊 維 工 業 では 、 市 場 動 向 把 握 の た めの 情報 入 手 の 緊要 性 と同

時 に そ の困 難 性 が 指 摘 され、 近 い 将 来 の 問題 として は、 高 級 嗜 好的 商

品 の 分 野 にお いて、 肌 着、 事 務 作業 服、 カ ジュ アル商 品、 靴下、 イ ン

テ リア 商 品 な どの 規 格大 量商 品 の分 野 か らNISの 形 成 が進 む こ とが

予 想 されて い る。

この ほ か、 オ ベ レー シ ・ナル 、 プ ラニ ングを通 ず る問 題 と して、 専

業 の 情 報産 業 と需 要 企業 とのNISの 形 成 が、 徐 々 にでは あ るが 進 め

られ よ うと して い る。 情 報 産業 は、 大 き く分 け て、 需 要 家 のた め に需

要 家 の デ ータ 処 理 を行 な う 「情 報 処理 サ ー ビス業 」 と需要 家 に対 して
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情 報提 供 を行 な う 「情 報 提 供 サ ー ビ ス業 」 に分 類 され る。 情 報 産 業 と

需 要企 業 とのNISは 、 この 両者 につ い て と もに形成 され る もの と予

想 され る。 まず、 情報 処 理サ ー ビス業 とのNISに つ い ては、 例 えば

石 油 業 で は、 自社 内 の コン ピュータ は 社 内の一 般 的情 報 処 理 需要 に応

じた シ ス テ ムを 設 置 し、 プ ラ ニ ン グ関 係 の大 量計 算 に必 要 な 超大 型 高

速 コン ピ ュータへ の需 要 は、 この よ うな シ ステ ムを備 え た情 報 処 理 サ

ー ビス業 とのオ ンラ イ ンNISに よつ て充 足 す るこ とが 望 まれ て い る。

ま た情 報 提供サ ー ビス業 につ い ては 、 現在 い くつ かの 銀 行、 証 券 会社

に よっ て行 な われ てい る よ うに、 当 初は 磁 気 テ ープ に よ るデ ータ ・ベ

ー ス の 販 売 とい う形 態 を とろ うが、 次 第 に、 加 工 され、 パ ッケ ー ジ化

され た 情 報 の取 引 とい う方 向 に進 む もの と予想 され る。

3.2.2プ ラニ ング情 報の提 供

外 部 情 報 の 需要 に対 して、 専業 の 情 報産 業 の ほか、 情報 の 提供 機 能

を 志向 して い るの が 総合 商 社、 広 告 業、 証 券業 な どの産 業 といえ る だ

ろ う。

まず総 合 商 社 につ い てみ る と、 メ ー カー と市 場 とを結 ぶNISの 中

で 、 情 報 を 収 集、 選 別、 加 工 し、 提 供 す る こ とが将 来 の総合 商 社 の 新

しい機 能 に な る との認 識 が 持た れ て い る。 更 に、 よ り将 来 の問 題 とし

ては 、 の ち にみ る よ うに、 総合 商 社 の機 能 は、 広 汎 な 分 野 の シス テ ム

・オ ル ガ ナ イザ ーに変 質 し、 これ に伴 い情 報 シ ンジ ケー トとで も称 す

べ き企業 同 盟 の情報 中 枢機 能 を 果 た す よ うにな る との予 想 も行 な わ れ

てい る。

広 告業 では 、 情報 の レベ ル を国 民経 済 レベ ル の情 報、 個 別 産 業 レベ

ル の情 報、 個 別 企業 レベル の情 報、 個 別 商 品 レベ ル の 情 報 に区 分 して

み た場 合、 この うち の 個別 商 品 レベ ル の 情 報は 広 告 業 の 最 も得 意 とす

る もの で、 他 の レベ ル の 情 報は む しろ外 部 か ら受 け入 れ なが ら、 個 別

商 品 レベ ル 情 報 の 提供 に特 化 した ネ ッ トワー ク内 の地位 の 確立 が め ざ

●
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され よ う と して い る。

証 券業 では 、 系列 の同 業 会 社 に対 す る投 資情 報 の提 供 には じま り、

相 場 情 報 を は じめ とす る広 汎 な 投 資 情 報 の コマー シ ャル ベ ー ス で の 提

供 に進 み更 に は 証券 会 社 の情 報 力 とシス テ ム技 術 力 を 活用 して の各 種

の経 済 情 報の 提 供分 野 へ の 進 出 が 予想 され て い る。

5.5NIS形 成促 進へ の課 題

以 上み た よ うに、各 産 業 を 通 じて、 さ ま ざまなNISの 形 成 へ の動 き

が 進 め られ よ うとして い る。 産業 界 のNIS形 成 の緊 要 性へ の 認 識は 強

く、 例 え ば鉄 鋼 業 では、 経 営 計画 の た め に今 日ほ どNISが 必要 と され

る時 期は か つ て な か つた とさえ い われ て いる。

他 面、NIS形 成 促 進 の ため には、 解 決 を要 す る多 くの課 題 が あ る。

次 に そ の主 要 な ものを概 観 してみ よ う。

3、3.1政 府統 計 の 整備 とコー ドの標 準化

NISに 不 可 欠 な外部 情 報 の うち政 府統 計 によ って カ・ミー され る分

野 は 、 主 と して マ ク ロ情報 の 分 野で、 一 部 セ ミマ ク ロ情 報 の分 野 に及

ん で い る。 これ ら の政 府統 計 につ い て、 ① 例 え ば、 新商 品 の 出 現、 商

品 用途 の多様 化 な どの時 々の変 化 に統 計 が弾 力的 に追 随 し うる こ と。

② 統 計 の 信 頼度 の向 上、③ 例 え ば地 域 統 計 に つい て の集 計メ ッシ ュの

細 分 化 な ど、 企 業 側 の需 要へ の即 応 が 必 要 とされ る。

ま た、 膨 大な デ ータ コー ドに つ い て、JIS化 その他 に よる標 準化

を 早 急 に進 める こ とが 必要 と され る。

3.3.2多 様 な 外部 情 報の 入 手

セ ミマ ク ロお よび ミク ロの外 部 情 報 は、 主 と して 民間 ベ ー ス の もの

とな る だ ろ う。 これ らの 外 部 情報 の うち、現 在 最 も入 手が 困 難 な の は

① 需 要業 界 な ど他 産業 の産業 事 情、 将 来 動 向 に関 す る 情報 ② 消費者

の 意 識、 価 値観、 好 み の変 化 な どの消 費者 行 動、 マ ー ケ ッ ト動 向 に 関

す る情 報 であ る と されて い る。 この うち① の他 産 業 の 情 報 にっ い ては



一18一

例 え ば建設 業 界 、 機械 業 界 な ど企 業 数 の 多 い業 界 の 情報 の入 手 が 特 に

困 難で あ り、 後 記 の よ うに業 界 団 体 の情 報収 集、 提 供機 能 の 強 化、 各

種 情報 の流 通 の便益 の た め の ク リア リング ・ハ ウス の 設 置な どの 必 要

性 が 指 摘 され る。

3.3.3通 信回 線利 用 の 自由化

NISの 発 展 に伴 い 、 そ のオ ン ラ イ ン化 の 必 要性 が 増大 す る こ とは

い うまで もな く、既 に緊 急 にオ ン ライ ン化 を必 要 とす る事 例 も生 じて

お り、 通 信 回 線 利用 の 自由化 が 図 られ る必要 が あ る。

δ

4情 報 系 列 の 形 成

情 報 化 の進 展 に伴 い、 これ に対 応 す る た め の同 業 企業 の グル ー プ化 、 異

種 企 業 との系 列化 な ど、 情 報 系 列 とで もい うべ き企業 の結 合 が 進 め られ よ

う と して い る。

こ うした情 報 系 列は、 「カ ネ」 「モ ノ」 を 基 軸 とす る既 存 の 系 列 を あ ら

た に情 報 の 流 れ に よって強 化 し よ うとす る ものが 中心 で あ るが、 一 部 には

情 報 を 軸 と した 新 しい系 列 の形 成 もみ られ る よ うにな っ てい る。

また、 系列 とい うこ とばが 本 来 含 意 す る よ うに結合 関 係 が恒 久 的 な もの

が 中心 では あ るが 、 そ のほ か、 情 報 を 魅力 、 結合 の主 因 とす る ボ ラ ンタ リ

ー な結 合 関係 もみ られ る。

4.1横 系 列 の形 成

同業 企業 の グル ー プ化 、 系 列 化 を仮 に横 系 列の 形 成 と呼 べ ば、 情 報 化

に対 応 して、 次 の い くつ かの 産 業 の分 野 で この よ うな 横 系列 の 形 成 が 進

め られ よ う として い る。

まず 、 証 券 業で は、 現在 開 発 が 進 め られ てい る証券取 引所 と会 員会 社

との 間 の=オン ライ ン ・シス テ ム の 完 成 に伴 っ て、 各 証券 会 社 と も企 業 内

オ ン ライ ン ・シス テ ムの 有 無 が 対 顧 客 サ ー ビス の 上で 大 きな 意 味 を 持 つ

よ うに な ろ う と して い る。 これ に した が って、 自力 でオ ン ライ ン ◆シス
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テ ム を持 て ない 企 業 は 共 同 で オ ン ライン ・シス テ ム を形成 す るか、 ま た

は 大企 業 の オ ン ライ ン ・シス テ ムの傘 下 に 系列編 入 さ れ る よ うに な る も

の と考 え られ る。 更 に、 将 来 は 、投 資設 備 そ の他 の プ ラ ンニ ン グ情報 の

面 か らも、 共 同化 、 系 列化 が 進 め られ る もの と推測 さ れ る。

銀 行業 で も、 都 市 銀 行 、 地方 銀行 、 信 用金 庫 な どで業 界 ぐる み の オ ン ラ

イ ン ・シ ス テ ムの形 成 が進 め られ てい るが 、 この場 合 には、 グル ー プ化

系列 化 等 の意 味 合 い は持 って い な い。

流通 業 では、 市場 動 向 の把 握、 市 場 形成 へ の リー ダ シ ップの 強化 な ど

を め ざ して、 横 系 列、 縦 系列 の 情 報 系列 が形 成 され よ うと して い る 。

この うち横 系 列 の もの と しては、 小規 模 小 売業 のチ ェ ー ン化 とスー パー

ス トアの業 務 提 携 が あ るが、 前 者 の情 報 化 効果 には や や 疑問 が あるが、

後 者 の業 務 提 携 は 今 後 ます ます 促 進 され る もの と考え られ る。

この ほ か や や特 殊 な ケ ース と して、 自動 車 工業 で は、 親 企 業 が関 連 企

業 の情 報 化 の促 進 を 図 るた め、 部 品 メー カー グルー プ、 販 売 店 グル ー プ

等 の グル ー プ化 を進 め、 コ ン ピュー タの共 同 利 用 に よる体 質 改善 を進 め

る こ とが検 討 さ れ て い る。

4.2縦 系 列 の形 成

次 に異 業 種 間 の系 列 化 で あ る縦系 列 に つい てみ る と、 まず流 通 業 で は

総 合 商 社 が 中 心 とな っ た系 列化 と大 手 ス ー パ ー ス トアが 中核 とな る系列

化 とが進 展 し よ うと してい る。 これ らの 系列 化 は、流 通業 界 内 の 系列 化

か ら更 に進 ん で、 総 合 商 社 の シス テ ム オル ガ ナ イザ ー化 に よる多 角 的 な

情 報 系 列 の 形 成、 大 手 ス ー パ ース トア の コ ング ロマ リッ ト化 な どへ 進 む

こ とが予 想 され る。

また 、 主 と して総 合 商社 を銀 行 ・マ ス コ ミ中心 に、 旧財 閥系 そ の 他 の

企 業 集 団 が、 情 報 シ ン ジケ ー トを形 成 し、 既 存 系 列 の強 化 と系 列 の 効 率

の向 上 を図 ろ う とす る動 きが 進 も うと してい る。

外 部情報 の うち最 も入手 が 困難 な もの の1つ とされ る市 場 動 向情 報 の
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入 手 の た め に、 メー カー が販 売店 との系 列 強化 を 図 る動 きが み られ る。

例 え ば 、 自動 車 工業 では、 必要 とさ れ るマ ー ケ ッ ト情 報 が 「車単 位 」か

ら 「人 単 位 」 の時 代 に 入 っ て お り、 販売 店 を通 じて顧 客 ご との細 目情 報

の把 握 が 図 られ よ うと して い る。 また化 粧 品 業 に おけ るパ ネ ル特 約店 制

度 も同 様 に末 端 情 報 の 迅 速 な キ ャ ッチを ね らい として形 成 さ れ てい る。

他 方 、 販売 店 の側 か らみ て も、 例 えば 化 粧 品業 で い わ れ る よ うに、取

引先 メー カー の魅 力 の 中心 が従 来 の 「マー ジ ン率 」 か ら販売 情報 の供 給

に移 行 して お り、 よ り良 い情 報 を くれ る メー カーの販 売店 に な ろ うとす

る動 き、 「情 報 の 切れ 目が縁 の切 れ 目」 とさ え もい え る動 きが生 じは じ

め て い る。

この よ うな一 般 的 な動 向の ほ か、 別個 の産 業 につ い て み る と、 例 え ば

繊 維 産 業 では、 小 売 段階 の大販 店、 卸 段階 の総 合 商社 が 中核 とな っ た情

報 系 列 、 メ ー カー と して 消費 に直結 す る最 終段 階 に あ る縫 製 業、 商 品企

画 上 の 重要 拠 点 で ある素 材 メー カー を中核 と した 情報 系列 な ど各 種 の系

列 の 形成 が 予想 され て い る。

また、 広告 代理 業 で は、 新 規商 品 の 開発 段階 か ら、 情報 を媒体 と して

メ ー カー と広 告 代理 店 との パ ー トナー シ ップが 形 成 され、 商 品販 売 段階

まで継 続 した取 引 関係 が結 ばれ る よ うに なろ うと して い る。

以 上 のほ か、 銀 行業 に おけ る異 種 金融 機 関 間 の オ ン ライ ン化 も縦系 列

の情 報 化 に入 る もの と考 え られ る。

5情 報 化 に よ る 産 業 の 変 貌

企業 の内外におけ る情報化 の進展 は、産業 としての活動 や機能にさま ざ

まな変貌 をもた らす ことになる。変貌 の度合いは産業 に よってまちま ちだ

が、次 に 「活動 態様 」の変化 とより本質的 な 「機能の変化 」 とに分けて、

その動向 を概 観 してみ よ う。

'
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5.1産 業 の 活動 態 様 の 変化

情 報化'に 伴 な う産 業 としての 活 動態 様 の 変 化 は、 多 か れ少 な か れ す べ

て の 産 業 に 生 じる もの と考 え られ る。 変 化 が 比較的 少 な い とみ られ る鉄

鋼 業 で も、 鋼 材 加 工の ウエ イ トの増 大、 鋼 材 使用産 業 へ の 進 出、 シス テ

ム産 業 へ の 参 加 な どが 進 も うと して い る。

また、 自動 車工 業 で も、 従来 の プ ッシ ュ(Push)販 売 か ら プル(pull)

販売 へ の移 行、 製 品 の外 観 面 の多 様 化 に加え て機 能、 価 格 面 の 多様 化が

進 み、 自動 車1台 当 りの情 報 コス トも現 在 の2,000円 ～4,000円 か ら

更 に増 大 しよ う として い る。

石 油産 業 は 、 工業 化 社 会 に根 を お ろ しな が ら、 他方 情 報化 に よる 活 動

評価 シス テ ムの 形成 な ど高度 な経 営 管 理 シス テ 今を導入 し、 工 業化 社 会

と情 報 化 社 会 のbestmixを め ざす もの とい わ れ てい るが 、 情 報 化 の進

展 に よ り、 本 来 の精 製 業 の 面で は業 界内 の均 質 化 が進 む と ともに、 他 方

給 油所 網か ら レジ ャー 産業 へ、 セ ン トラル ヒー テ ィング か ら住宅 産 業 へ、

原 油 開 発 か ら海 洋産 業 へ とい うよ うに、 他 産業 分野 との機 能 的 結 び つ き

に よる 多様 な 活動 展開 を示 す こ とが予 想 され る。

また 、 化 学 工業 で も、 情 報価 値 の創 造 が 少 な い とい う基礎 資 材 供 給 部

門 の 宿 命 的 な低 収益 を脱 却 しよ う との認 識が 持 たれ、 一方 で は研 究 開 発

に よる 情 報 価 値創 造 をめ ざ して、 ブ ラ ック ・ボ ックス であ る 化 学 プ ロセ

ス の メ カニ ズ ムを コ ン ピュー タ を用 いて 解 明 す るなど研究開発 の情報 化 が

進 め られ、 他 方 では、 最 終製 品 部 門 へ の進 出が 考え られ て い る。

この ほ か:一 般的 に、 産 業 活動 の 市 場 指 向 性 が 高ま るに つ れ て、 最 終

需 要 者 で 相 互 に 関 連 す る諸 産業 の サ ブ シス テ ム化が 進 み、 従 来 の 独立

型 の活 動 態 様 か らシ ス テ ムの一 部 と して の活 動 へ と活動 が 変 化 す る傾 向

が み ら れ る。

5.2産 業 の 機 能 の変 化

この よ うな 産 業 の 活 動態 様 の変 化 か ら、 更 に進 んで、 い くつ か の 産業
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では 、 産業 の機 能 自体 の変 化 が もた ら され よ う として い る。

例 え ば、銀 行業 につ い て み る と、、従 来 の産 業 活動へ の投 融資機 関 とい

う機 能 か ら、 情報 化 の 進 展 に よ り、 取 引 先 の 資金 管 理機 構へ と活 動 の 間

口を 拡げ、 更 に、 公共 料金 や ク レジ ッ ト販 売代 金 の 自動 決済 な ど家 計 の

管理 に までサ ー ビス を拡 大 し、 将 来は、 資金 と信 用 との職 業 的 管 理機 構

と して、 情 報化 社会 の 中 枢 を担 う情 報 企 業へ の機 能 の変 質 を 遂げ る もの

と 考え られ る。

また、 証 券 業 では、 既 にみ た シ ス テ ム商 品 の 開発 を 通ず るマ ス顧 客 層

の 開 拓 に よ っ て、 漸 進 的 に証券 貯 蓄銀 行 的色 彩 を強 め る と と もに、 他 方

証 券 業 の 展開 の 過 程で 蓄積 され た リサ ーチ 技術 、 システ ム技術、 情 報 フ

ァイル等 を 活用 して、 情 報 産業 の 分 野へ の本 格 的進 出が進 め られ る もの

と予 想 され る。

広 告業 は 、 その 産業 基盤 が メ デ ィア ・オ リエ ンテ ッ ドか ら情 報オ リエ

ンテ ッ ドへ 変 化 す る に伴 い、 その機 能は 、 商 品 情 報の 広 告 情 報へ の変 換、

消 費者 情 報の マ ー ケ ッテ ィン グ情 報 へ の変 換 とい うコンバ ー タ機 能 が 中

心 にな ろ う として い る。 こ の よ うな コ ンバ ータ 機 能 の遂 行 の た め には 、

研 究 開発、 リサ ー チ、 分 析 、 プ ラ ンニ ング等 のサ ブ機 能 の 発 展 と と もに

こ れ ら のサ ブ機 能 を シス テ ム化 す るた め の ネ ッ トワー ク機 能 の 発 展 が 必

要 とな り、 広 告業 は商 品 レベ ル の ネ ッ トワー ク として、他 の レベ ル の ネ

ッ トワーク と結合 して機 能 す る よ うにな るだ ろ う。

流 通業 は、 情 報化 の進 展 に伴 い、 販 売 機能 型(オ ペ レー シ ョナル 型)

の業 態 と情 報機 能 型(シ ス テ ム型)の 業 態 に分化 す る こ とが 予 想 され る。

後 者 の機 能 と しては、 マ ー ケ ッテ ィン グの 販売、 市場 欲 望の リー ドな ど

の機 能 が あ るが、 特 に総 合 商 社 の機 能 としては、 新商 品 を 開発 し、 メ ー

カ ー を システ ム化 して 生産 ライ ンに 乗せ る とい うよ うな 「商 品企 画 ・製

造 チ ャ ンネル オ ル ガナ イザ ー」 の機 能 が 発 展 す る もの と予 想 され る。

この よ うな シス テ ム ・オル ガ ナ イザー 機 能 か ら、 更 に将 来は シス テ ムエ
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ンジ ニ ア リング に関 す る総 合 研 究機 能、 情 報 の収 集、 処 理、 提 供 機能、

政策 決 定 機 能 の三 者 を備 え た 情報 シ ンジ ケ ー ト機 能 を有 す る に 至 る もの

と考 え られ る。

6業 界 団 体 の 役 割 の 変 化

情 報 化 の 進 展は 、 今 後業 界 団体 の役 割 に つ い て も新 しい機 能 の 要請 を生

み 出 そ うと して い る。 次 に、 これ を情報 セ ンタ ー として の役 割 とそ の他 の

役 割 に 分 け て概 観 して み よ う。

6 .1情 報セ ン ター と して の役 割

業 界 団体 に 期待 され る情 報セ ンタ ー と して の役 割 には、 デ ータ バ ンク

として の機 能 と共同 情 報処 理 セ ンタ ー と して の機能 の2つ が あ る よ うに

み え る。

ま ず、 デ ー タ バ ン ク機 能 につ いては 、 多 数 の業 界で 業 界 団体 の デ ータ

バ ン ク化 へ の 要請 が 起 ろ うと してい る。 例 え ば鉄 鋼業 では 、 鉄 鋼 関 係 の

各 種統 計 か らは じま り、 将 来は 、 一 般 経 済 情 報、 需 要 産業 の 情 報、 原 料

情 報、 技術 情 報、 特 許 情報 な どの情 報 の 収 集 と提 供 が期待 され 、 更 に こ

の よ うな業 界 デ ータ バ ン クが他 の業 界 の団 体 や 官 庁 と情 報 ネ ッ トワー ク

を形 成 す る よ うに な る こ とが 期待 され てい る。 石 油、 繊 維、 化 粧 品 な ど

の業 界 で も同 様 な 機 能 が団 体 に 期待 され て い るが、 特 に繊 維 産業 では、

この よ うな機 能 を果 た す た め に、 現 在 の 細 分化 され た業 界 団 体 間 で の情

報 の 集 約 化 が 望 まれ て い る。

これ に対 して共 同情 報 処 理セ ンタ ー の機 能 は や や特 殊 な ケー ス に属 す

る よ うに 思わ れ る。 そ の 典型 例 は銀 行業 で、 全国 銀行 協会、 全国 地 方 銀

行 協 会、 東 京 都 信 用 金 庫 協 会、 大 阪 府 信用 金 庫 協会 のオ ンラ イ ン ・シス

テ ムのほ か、 東 京手 形 交 換所、 全国 信用 金 庫 連 合 会 の共 同 情報 処 理 セン

タ ー の 設 置等 が行 な われ て い る。

この よ うな 情 報 セ ンタ ー と しての 機 能 は、 大 企業 を中 心 と した業 界 団
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体 、 中小 企業 を 中心 とした業 界 団 体 の いず れで も必要 とされ る が、 零 細

企 業 の業 界 では 、 個別 企 業 は もち ろん、 業 界団 体 も コン ピ ュー タ 設 置 規

模 に 達 しな い た め、 系 列 の大 企 業 が 業 界 団体 の 役 割 を代 位 す る例 もみ ら

れ る。

な お、 多 くの業 界 に お い て、 業 界 団 体 の情報 セ ンタ ー 化 が 緊 要 と され

て い る今 日、 この よ うな要 請 に応 え得 な い団体 は、 次 第 にそ の存 在 意 義

を失 うこ とに な りか ね な い。

6.2そ の他 の役 割

業 界団 体 に 期待 され る そ の他 の機 能 と しては、 標 準化 の 推 進 と ソフ ト

ウ エ アの 共 同 開発 の2つ を 挙 げ る こ とが で きるだ ろ う。

ま ず、 標 準化 の推 進 に つ い ては、 広 告 業、 繊 維 産業 等 に お い て標 準 化

の 緊 要性 が 指 摘 され、 そ の 推 進 の た め に団 体 が積 極 的な機 能 を果 た す こ

とが期 待 され て い る。

ソフ トウエ ア の共 同 開 発 につ い ては 、 石 油業 に おい て、 各 社 の精 製装

置 の類 似性 とソ フ トウエ ア要 員の効 率 活用 の観 点 か ら、 業 界 団体 に よる

プ ロセス コ ン トロー ル用 ソ フ トウ エ ア の共 同 開発 の 可能 性が 指 摘 され、

更 に将 来 は、 業界 団体 が 石 油 産 業 に関 す る コ ン ピュータ ・コンサ ル タ ン

トと して の機 能 を果 たす 方 向 に進 む こ とが 示 唆 され てい る。 また精 製 業

の ほ か、 石 油 の 販 売業 で も、 販 売 業務 処 理 の類 似 性か ら、 業 界 の共 通 シ

ス テ ムの 開発 の 可能 性 が 指 摘 され て い る。

7情 報 化 と 人 材 問 題

情 報 化 の 促進 の た め には、 従 来 と異 な る専 門的 人 材 が 必要 とされ る。 ま

た 情報 化 の進展 に伴 っ て一 般 の従 業 員 につ い て、 従 来 と異 な る人 材 管 理 上

の 問題 が 生 じて くる。 次 に これ らの人 材 問題 に つ いて 概 観 してみ よ う。

7.1新 しい 専門 家 へ の 需 要

情 報化 の促 進 に 当 る専 門家 と して 必要 とされ るの は、 周辺 諸科 学 の分
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野 ご とのス ペ シャ リス ト、 専 門分 野 の統合 化 に当 るス ペ シ ャ リス ト、 情 報

指向 型 の ス タ ッ フ等 とい え るだ ろ う。

各 産業 分 野 ご との 需 要 をみ る と、 まず、 自動 車工業 で は、 自然 科 学、

経 営科 学、IEな どの専 門分 野 につ い てた え ず最 新 の 知 識 を有 す るス ペ

シ ャ リス トが 求 めら れ て い る。 また、 これ と並 ん で、 これ らの専 門 分 野

の 融合 に 当 る専 門 家 の 必 要が 指 摘 され て い る。 化 学 工業 では、 従 来 とか

くあ りが ちだ ったタ コ壼型 の専 門 家 で はな く、 他 の専 門 能 力を 尊 重 し、

イ ンタデ ィ シ プ リナ リィ ・チ ー ム ・ア プ ローチ が で きる よ うな 新 しい 専

門 家 が 必 要 とされ て い る。

また、 総 合 商 社 では 、 情 報 指 向 型 人 材、 予 測創 造型 人 材、 スタ ッ フ型

人 材 の 必要 性が 指摘 され て い る。

この ほか、 例 え ば 鉄 鋼 業 で 指 摘 され てい る よ うに、 情 報 化 を担 当 す る

専 門 家 と対 象 とな る業 務 にた ず さわ る現 業 職 員 との十 分 な 協力体 制、 知

識 の給 合 のイ士組 みが 不 可欠 とされ てい る こ と、 総 合商 社 で指 摘 され て い

る よ うに、 広 く組 織 内の 職 員 の 中か ら スペ シャル ・タ レン トを 発 堀 す る

こ とが 必 要 と されて い る こ と等 を 指摘 して お く必 要が あ るだ ろ う。

7.2専 門 家 の あ り方 、 処 遇 等

変 化 の 激 しい技 術 革 新 の 時代 に お いては 、 シス テ ムの 寿 命が 短 くな る

よ うに、 専 門 知識 の 寿 命 も短 くな る。 情 報処 理 の分野 で も、PCS時 代

の 専 門 家は 、 コ ン ピュ ータ ・シス テ ムの運 営 上、 マ イナ ス にな りか ね な

い と さえ い わ れ てい る。 この よ うな状 況 の下 で、 専 門 家 のた え ざる新 知

識 習得 の 必 要性 が強 調 され な けれ ば な らず、 特 に化 学 工業 で指 摘 され て

い る よ うに 「知 識 を 絶 え ず更 新 し、 こ とに臨 んで は 自己 の知 識が 陳 腐 化

して いな い か ど うか を 自問 す る こ とが情 報 化 時 代 の 一つ の義 務 」 と さえ

され て い る こ とを 記 して お く必 要 が あ る だ ろ う。

他 方 、 企 業 の側 では 、 これ らの 専 門家 の処遇 につ い て、 特 段 の 配 慮 を

払 う必 要 が あ る。 情 報 処理 の ス ペ シ ャ リス トに つ いて みれ ば、 例 え ば、
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上 級技 術 者 が シス テ ム ・エ ン ジニ ア か ら先 に 進む ポス ト、 一 般 のオ ペ レ

ー タ の 昇級 ポス トな どの発 見 が 困 難 な状 況 で、 各企 業 ご との実情 に応 じ

て 専 門 家 の処 遇 の 改善 を 図 る こ とが モ ラー ル の維 持 の た めに も必 要 に な

ろ うと して い る。

な お、 スペ シ ャ リス トの処 遇 問 題 に関 連 して、 今後 これ らの ス ペ シャ

リス トが大 量 に企業 か らス ピ ン ・アウ トし、 ソ フ トウエ アの開 発 や 情 報

処 理 の事 業 に投 ず るよ うにな る可能 性 が 指 摘 され てい る。 この よ うな 面

か ら情報 産業 の 発展 が 促 され、 中 堅、 中小 企 業は 自社 の情 報 化 を主 と し

て外 注 に依 存 す る よ うに な り、 大 企 業 もバ ッジ 的情 報処 理 は外 注 し、 自

社 内 では、 いわ ば これ らの ア ッセ ン ブ リイに 当 る よ うな形 態 が と られ る

よ うにな る可能 性 があ る。

7.5組 織 内 の 人材 管 理 の問 題

情 報化 の進 展 に伴 な い、 特 に影 響 を多 く受 け るのは、 事務 部 門 の 職 員

で あ ろ う。 例 え ば、 自動 車工 業 で は 、 ミ ドル マ ネ ジメ ン ト層 と事 務 部 門

が特 に大 きな変 質 を こ うむ り、 組 織 内の 人 材 が 指導 層 とそれ以 外 の 層へ

二 層 分 離 し、 い わ ゆ る事 務 部 門 は事 実 上消 滅 す る可能 性 が あ る とさ れ て

い る。

また、 鉄 鋼 業 では 、 情 報化 の進 展 によ り人 々は 単 純 肉体 労 働 か ら解 放

され るが、 これ に代っ て 「単 純 知識 労 働 」 が一 般 化 す る 可能 性 が 指 摘 さ

れ てい る。

この よ うな 事 態 に対 して、 組 織 内 の 多数 の人 々が人 間 阻 害感 に とら わ

れ る こ とを防 止 す るた め の対 策 措 置 と職 員 の企業 へ の帰 属 意識 を向 上 さ

せ るた め の措 置 の必 要 が指 摘 され て い る。

ま た、 職 員一 般 につ い て も、 先 の ス ペ シャ リス トの場 合 と同 様、 知 織

の ライ フサ イ クル の短 縮 に と もな い、 生涯 教 育 の シス テ ムを 進 め る こ と

が 必要 とされ て い る。

8
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第1章 石 油 産 業

も

`

1は じめ に

今 日の物 財 の 生産 を中 心 とす る工 業化 社 会 か らコ ン ピュー タ と通 信 回 線

の発達 に よって,多 様 な価値 の 高 い情 報 を主体 と して 選択 し,伝 達 し,交

換 し,処 理す る情 報化 社 会 へ の 移 行 は極 めて 必 然 性 の高 い未 来 指 向 で あろ

う。

この情 報 化,換 言 す れば コン ピュ ー タ化 とそ れ に密着 した情 報 シ ス テム

の 開発 ・進展 に伴 って,産 業 構 造 の変 貌 は予 想以 上 の 早い ピッチ で進 む も

の と考 え られ る。

そ の急 激 な変 革 の 中 に あ って,石 油産 業 の 受け る情 報化 進 展 の 影響 は今

後10年 間 の 展 望 に限 って 見 て も極 め て難 しい予 測作業 で あ る。

これ まで の石 油産 業 に おけ るコ ン ピュ ー タの利 用 状況 は,a.経 営 計 画

業 務,b.デ ー タ ・プ ロ セ ッシ ン グ,c.技 術計 算,d・ オ ー トメー シ ョ

ンの 各分 野で そ れぞ れ個 別 に発 達 し,そ の 歴史 も まだ10年 に満 た な い経

験 の浅 い もの で あ る。

た だ,石 油産 業 に おけ る コ ン ピュ ータ 利用 の特 徴 はそ の質 的側 面,即 ち

経 営 計 画へ の 応 用 が 著 しく進 ん で い る点 で あ ろ う。 特 に 昭和37年 以 降

コ ン ピュ ー タの大型 化,高 速化に よっ て,オ ペ レー シ 。ソズ ・ リサ ニ チ,と

りわ け リニヤー ・プ ログ ラ ミン グ等 の 数学 的最 適 化手法 の適 用が 容 易 に な

り ・ これが 連産 品産 業 で あ る ため製 品 の 相互依 存 関係が 複 雑 な石 油業 の 体

質 に も合 っ て,経 営 の 意 思 決 定 に対 す る科 学 的 に 正確 な情 報 の 提 供 が定着

した感 が あ る。

今後の10年 は,量 的な事 務処 理 のコンビューS化 に重点がお かれ,質 的 な計 画

業 務 と量 的 なデ ー タ処 理業 務 との 結 びつ きが 完成 し.実 績 と計 画 の対 比,
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更 に 進ん で経 営 活 動 の 評価 ま で高 度 化 され て ゆ と う。

他 方,精 油所 に お い ては コンピュータを核 とした 自動化が急 速 に普及 し,本 社 ・

工 場 ・販 売 拠点 を包括 したMISの 様 な綜 合 シス テ ム化 が 指 向 さ れ,"コ ンピ

ュータ"か ら"情 報 シス テ ム化"へ の転 換 が 進 み ,石 油産 業 の経 営 ・組 織 に

情 報 化 の 波は 大 き な変 革 へ の 衝 撃 を もた らす で あろ う。

情 報下社 会 の 意 味 す る もの,例 え ば マ ス ・メデ ィアに よる 爆発 的な情 報

時代,コ ン ピュー タ に よる第3次 産 業 革 命,或 いは 物 の生産 主体 か ら情 報

を主 体 とす る高 密 度社 会 等 々 の問 題意 識 を頭 に 拾 いて,石 油産 業 の構 造 的

特 質 を 見 る と,第1に 国 民生活 に 欠 くこ との 出来 ない エ ネ ル ギー 源の70

%を 供 給 し,又 化 学 工 業 原料 の大半 を担 う基 礎 産 業 で あ り,し か も我 が 国

の高 度 成 長 か らそ の量 的規 模 の増大 が著 しい こ とで あ る。

因み に第1-1表 の如 く戦 後昭和25年 に石油業は ゼ ロか ら出発 して,44

年 度 まで の約20年 間 で149百 万 キロ リ ッ トル の生 産 規 模 ま で達 した が,

53年 度 を想 定 した 次の9年 間 には 更 に194百 万 キ ロリ ットルの 生 産能

力 を 持 た なけ れ ば な らず,量 的 に は2倍 強 の拡大 テ ン ポが 必要 とされ る。

第1-1表 燃 料 油 消 費 量

年 消 費 量 指 数

38年 度 実 績

44年 度 見 込

53年 度 推 定

60年 度 推 定

55,865千 キ ロリットル

149,000〃

343,000〃

600,000"

37

100

230

403

第2に 大 量大 口 販売 と小量 小 口販 売 の両 製 品 混在 型産 業 で あ り,第3に

製 造 業中 最 も資 本 集約 度 の高 い 装 置産 業 で あ り,老 大 な 設備 投 資 を必 要 と

す る。 第4に 原 油 か らガ ソ リン ・ナ フサ ・灯 油 ・軽 油 ・重 油の 各製 品 が 若

干 の比 率 の変 更(注f)は 可 能 で あ る もの の必ず 生 産 さ れ る連 産 品産 業 で

ある。

(注1)原 油か らナフサ留分20%,灯 油留分10%が 産出されると仮定 して,こ れを

φ

、
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ナフサ留分18%,灯 油留分12%に 変更する程度は可能,又,原 油の種類によ

って,ナ フサ留分18%位 の重質の原油か らコス トは高いが28%位 の軽質の原

油までの選択 も可能。

第5に 。 石 油 に 含 ま れ る硫 黄分 の もた らす 公 害予 防国 家 的 要 請 に よる原

油 の 大 量 備蓄 等 の公 的 投 資 の増大 が ある。

これ らの特 質 か ら見 て,5年,10年 先 の 石 油産 業 は マス ・メデ ィ アの

急 激 な発達,高 度 な消 費 多様 化社 会 とい った 情 報 化 進 展 の影 響 を,消 費財

産 業 の様 に 根底 か らは 受 け ず,基 礎 エネ ル ギー 産 業 と して 工 業 化 社会 に 根

を お ろ しつつ も,一 方,上 述の 様 な構造 的 な特 質 の もた らす複雑 な経 営環

境 を克 服す る た め,情 報 を主体 と した高 度 の経 営 頭脳 の要 請 は 必 須 で あっ

て,い わば 工 業 化 社 会 と情 報 化社 会 の巧 くみ に 調和 した 最適 混合(best

mix)の 態様 が 想 像 さ れ よ う。

2情 報 化 に よ る 産 業 の 根 底 の 変 化

高 い 消 費水 準 をめ ざす情 報化 社 会 では,需 要 の 多様 化 と産 業 活 動 の 「生

産 指 向 型 」 か ら 「市場 指 向 型」 へ の変 化が 特 徴 で ある とされ て い る。

しか し,前 述 の様 に石 油は エ ネル ギー供 給 の 基 礎産 業 で あ り,根 底 か ら

脱工 業化 の変 化 は と りに くい で あろ う。

石 油 の需 要 は 多様 化 ・高 級化 よ り も,急 増 す る量 の 安 定供 給,公 害 対 策

に基 づ く製 品 の 硫 黄 含有 率 の引 下げ,揮 発 油 の 低 鉛化等 が 中心 で,華 や か

なマ ー ケ ッテ ン グ活 動 の とれ る消 費財 産 業 とは か な り異 る。

そ の製 品 も,第1・-2表 の如 く石 油化学用原料糖と して の ナフ サ,火 力発 電

用 重 油 の如 くパ イ プ ラ イ ン等 に よる大 量 販 売 型 の もの と,自 動車 用 ガソ リ

ン ・軽 油 ・或 は 家 庭 用灯 油の様 に給 油所 ・薪 炭 店 を通 して 販 売 す る きめ の

細 か い小 量 多 店 販 売 型 の もの とが あ る。

これ らの 製 品 は同 じ原油 か ら同 時 に連産 され るた め,前 者 の生 産 指 向 型

と後 者 の市 場 指 向 型が 混在 す る こ とに な る。 したが って,後 者 のマ ー ケ ッ
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テ ン グ ・イ ぞフ ォー メ ー シ ョン ・シ ステ ムの遅 れ は ・連産 品産 業 で あ るた

め,生 産 指 向 型 製品 に も影響 は 及 ぼ すが,全 体 と しては,基 礎 生産 財 乃至

消 費財 で あって,需 要 動 向 が情 報 化 に影響 さ れ る こ とは少 な い様 に思 わ れ

る。

第1-2表 石 油 製品 の 需 要 推定

項

種類

44年 度需要推定 53年 度需要推定

需 要 量
(千キロリットル) % 需 要 量

(千 キロリットル)
%

揮 発 油

ナ フ サ

灯 油

軽 油

電 力用重油

その他重油

18,600

19,300

13,200

10,600

24,600

62,900

12.5

12.9

8.8

7.1

16.5

42.2

39,600

56,100

28,100

24,500

73,400

121,600

1.1.5

16.3

8.2

7.1

2L4

35.5

計 149,200 100.0 343,300 100.0

5企 業のMISの 展望

70年 代 の経 済 の成 長 活 動 は益 々複雑 に分 化 し,そ の変 化 の テ ン ポ も早

く情 報量 の急 増 が予 想 さ れ る。

したが って,同 一 企 業 体 の経 営 行 動 の た め の計 画 と管 理 に,大 量 かつ 敏

速適 確 な情 報 処 理 とそ の利 用 の シス テ ムが 必 要 とな る。

い わゆ るMISで あ る。MISは 大別 して定 常 業 務処 理 と,そ の情 報 に

基 づ く短 期 の定 期 的 な意 思 決定 と管 理の た めのオ ペ レー シ ・ナ ル ・シス テ

ム と,経 営戦 略 の た め の意思 決 定 の プ ラン ニ ング ・シス テ ムか ら構 成 され,

前 者 は販 売 ・生 産 ・在 庫管 理 ・管 理 会計,財 務会 計 等 の サ ブ ・ シス テ ムを

包括 し,後 者 は長 期 経営 計 画 で ある。

この計 画 面 に対 す る コ ン ピュ ー タの利 用 に於 て は,前 述 の様 に 石 油産 業

の特 質 と して,最 適 設 備 計 画 或 は最 適生産,販 売計 画 とい う意 思 決 定 の分

'
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野で,経 営科 学 乃至 オ ペ レー シ ・ン ズ ・ リサー チ の普 及 が あげ られ よ う。

石 油産業 は,企 業 の もつ 多 数 の制 約条 件 の もとで 原 油割 当,装 置 の選 択,

操 作条 件 の決定, .特 に連産 さ れ る各種製 品量 の 決定,配 給 ネ ッ ト・ワー ク

か ら見 たい くつ かの 精 油所 の 生産 量 の決 定等,経 営 科 学 の もつ 数 学 モ デ ル

に よる最 適 化 手法 の適 用 し易 い業 種 で あ り,又,数 百 本 の 連立 方 程 式 が コ

ン ピュ ータの発 達 で安 く迅 速 に 解 け る様 にな っ た事 も特 筆 さ れ よ う。

この様 な背 景 か ら,引 続 き雇夫 な設備 投 資 を必 要 とす る石 油産 業 の 場合

は,意 思 決 定 の分 野 で さ らにPPBS(PlanningProgramming

BudgetingSystem)の 如 き戦略 の決 定,そ の戦略 実施 に 必要 な各 種代

替案 の 創造,評 価,選 択 とそ の予算 化 とい う投資 の効 率化 の ため の 次 元 の

高 い シス テム の 完成,或 は 長期 ・中 期 ・短 期 の各 サ ブ ・プ ラン ニ ン グ ・シ

ス テム の有 機 的 な結 合 の 方向 を辿 るで あ ろ う し,同 時 に月 次 ・旬 別 ・日程

別 の計 画 に は時 間 の 流 れ を中 心 と した シ ミュ レー シ ・ン手 法 が 多 用 さ れ る

で あろ う。

一 方 で ,オ ペ レー シ ョナル ・シス テ ムも,本 社 ・精 油所 ・油 槽 所 ・支店

/営 業 所 がオ ン ライン 化 さ れ,年 率18.4%(昭 和38/43年 平 均)と

云 う販 売量 の 伸 び に伴 う事務 処 理 の増 加 を 吸 収 し,省 力化 と同時 に タ ン ク ・

以外 に貯 蔵の手 段 を持 て な い石 油製 品 の生 産 ・出荷 ・販 売 の ギ ャ ップ を ミ

ニマ ムに す る巧み な在 庫 調整 機 能 を果す で あ ろ う。

更 に進 ん で,プ ラン ニ ング ・シス テ ム と結 びつ いて 計 画 ・実 績 の対 比 か

ら,経 営 活 動 の評価 ま で進 出 して来 よ う。

然 し,MISが 「今 日良 い もの を 明 日は 古 く して了 う経 営 」 に密 着 す る1

情報 シス テ ムで あ る とす れ ば,流 動す る各 サ ブ ・シス テ ム の斉 合 性 あ る積

み上 げ は 極 めて 困 難iと思 う。

寧 ろ 全社 的 なMISの 完成 よ りは,外 部 情報 へ の依 存,即 ちNIS(ナ

シ ・ナ ル ・イ ン フ ォー メ シ ・ ン ・シス テ ム)の 方 向 が,さ きに示 唆 され て

来 る と思 う。
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4NIS形 成 へ の 新 展 開 と 効 果 マ キ シ ム

ー つ の企 業体 の枠 を越え て形 成 さ れ る情 報 シス テ ム を こ こで はNISと

解釈 すれ ば,石 油産 業 で予 想 され るNISの 形 態 は 次 の三つ の パ ター ンで,

そ の マ キ シマ ム効果 は か な り大 きな ものが 考え られ よう。

パ タ ー ンA

原 油探 坑 一 採 掘 一 輸送

/大 口需要家

フぐ 支店＼ 特別販売店く 繍 店
コンビナー ト 油 槽 所

パ タ ー ンAで 原料 入手 のNIS化 と,精 製 か ら末 端 販 売 まで のNIS化

とに分 け る と,特 に後 者 の シス テ ム化は予 想 外 に 早 い もの と思 う。 安価 な

ミニ ・コ ン ピュ ー タ,或 は端末 機,電 送 回 線 網 の普 及 と軌 を一 に して,製

品 受 注 か ら販売,代 金 の 回収 まで,末 端 販 売拠 点 ぐ るみ の集 中事 務処 理 に

よる省 力化 と,情 報化 に よる最 適 な生産管 理 ・配給 計 画が 可能 とな り,そ

の効 果 は大 きい。 現状 で も給 油 所 は 全国 で4万 個 所 に のぼ り,市 場に 直結

した 窓 口 と して顧 客 の動 向 を適 確 に キャ ッチす る重 要 な情 報 源 で あ り,そ

の情 報 量 の 大小 は 数千 万 円 の建 設 投 資 を 必要 とす る給 油所 運営 の巧 拙 につ

なが るで あろ う。 その一 個所 当 り顧 客数 は400～500人 に達 し,伝 票

整 理 ・代 金 回 収 に 忙 殺 さ れて お り,特 に 最近 の傾 向 と して サ ー ビス マ ンの

不足,ク レ ジ ッ ト・カー ドの利 用 が一 般 化 して来 る と,NISの 様 な情 報

シス テ ムを持 た なけ れば,企 業 競 争 か ら脱 落 す る こ ととな ろ う。 この ネ ッ

トワー クを如何 に安 く,融 通 性 の ある もの に作 る かが 効 果 マ キ シムの問 題

と して 各社 の情 報 化 対 策 と して残 さ れ よ う。

'

`
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パ タ ー ンB

_<㍍ 濃 く瓢
C石 油精製 会社

パ タ ー ンBは 販売 機構 が 集約 され,精 油 部門 が異 る企 業体 のNIS化 で

ある。 個別 会 社 の部 分 最 適化 か ら綜合 的 な最適 化 が 志 向 し得 る シス テ ムで,

現 状 の大 型 コ ン ピュー タで も,こ の 程度 の数 学 モ デル は 充分 解 く能 力 を持

って お り,情 報 化 が進 む こ とに よ り実現 は可 能 で あ ろ う。

パ ター ンC

石 油精 製 会社 ← → 石 油化 学 会 社

パ ター ンCは 利 害対立 す る石 油精 製会 社 と石 油化 学 会社 が,コ ン ビナ ー

トに お いて 共 栄 を図 る た め のNIS化 で,正 確 な情 報 の交 換 と共通 の 最 適

化モデルに より,第1-1図 の如 く最適点 を計画 し得 る もの で あるが ・現 実 に

は石 油化 学 原 料 の ナ フ サを よ り多 く供 給 し よ うとす れば,石 油精 製は コス

ト高 に な り,利 益 が減 少 す る こ とか ら,例 え秀 れ た情 報化 社会 が 実 現 して

も,異 質 の企 業 体 で は そ の可 能 性 が 乏 しい か も知 れ ない。

第1-1図

容/最 大利潤

期

待

利

益

出所:化 学 経 済

43年9月 号P66

石油化学製品(BTX)→

石油化学原料(ナ フサ)→
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5情 報 に よ る系 列化 ・グ ルー プ化 の変貌

石 油産 業は 他業 種 と異 な り外 資 系企 業 が比 較 的 多 く,金 融 或 は 資本 系 列

化 は むず か しいが,情 報 の系 列 化,グ ル ー プ化 の素地 は極 めて 豊 富 で ある。

と りわけ,70年 代 の幕 明け と共 に,国 民 経 済 の情 報 シス テ ム化 が 進 み,

石 油産 業 もそ の枠外 で は あ り得 ず,そ うした シス テ ム化 のた めに は 共 有 の

大 型 コ ン ピュ ータ を中 軸 とした各 社 との 情報 ネ ッ ト・ワー クが 不 可 欠 の要

件 で あろ う。

特 に,製 品交 換 の情報 ネ ッ ト ・ワー ク の確 立 は その 効 果 が極 めて大 きい

もの が 予想 され る。 石 油産業 に お い ては,各 社 と も精油 所 は2乃 至3ヵ 所

で,そ の立 地 は各社 各様 で あるが,販 売 網は 全国 的 に手 を拡げ て いる処 が

多 く,各 社 ご とに見 れ ば,地 域別 の 供給 力 と販売 力 は ア ンバ ランス な のが

普通 で あ る。

次 の例 は,3社 間 の製 品 交換 の 簡 単 な模 型 を示 した もので あ る。

関 東 地 域 中 京 地 域 関 西 地 域

生 産 販 売 生産 販 売 生 産 販 売

ii15i;i)・5iii!、,1・!i)
石 油製 品交 換情 報 セ ンタ ー に,上 掲 の如 き,先10日 間 或 は1ヵ 月 の 全

社 ・全 製 品 の供 給 ・需 要 の予 測 デ ー タが 集 中 さ れ れば,効 率 の 良 い ソ フ ト

ウエ アに よって,多 角 交 換 が行 わ れ,10年 後 に予 想 され る3～4千 億 円

の 巨 費 に達 す る輸 送 コス トの節 減 が可 能 と なろ う。 仮 りに10%と して も,

そ の合 理化 の メ リ ッ トは大 きい。

特 に石 油製 品は,各 社 と もほ ぼ規 格が 同 じで 均質 性 が あ り,し か も液 体

の た め タ ン ク以 外 では 貯 蔵 が きか ない 点 も,こ の情 報 系 列化 を助長 し よう。

更 に,輸 送量 の 増大,交 通 の渋 滞 か らパ イ プ ラ イ ンに よる輸 送 の時代 も

φ
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近 い。第1-2図 の様 にパイプライン会社は各社 か ら製品 を買 取 り,再 び 各 社 に

売 り渡 す 形 で製 品 を プー ル して 最 適 な配給 を行 う。

第1-2図 パ ィブ ラィ ン会社 に よる石 油 供 給 各 社 販売

各 社 供 給
OA社

き:〉÷㌶」<∵
c社 。 ＼↓・

加圧 ポン プoD社

この分 野で の 主役 は コ ン ピュー タで あ り,既 に米 国 で 広 範 囲に利 用 さ れ

てい るコ ン ピュ ータ に よる パ イ プラ イン制 御 を含 め る と,格 好 の情 報 系 列

に よる新 企 業 とな り得 よ う。

この様 に 企業 の合 併 に よ らず,情 報 処 理 機 能 の活 用 に よる業 務提 携… …

文 字通 りの 「情 報 系 列化 」 は,既 に一 部 の銀 行間 で行 なわ れて い る が,石

油業 界 で も実 施 に移 さ れ る とそ の恩 恵 は極 めて大 き く国 益 に も合 致 し よ う

が,個 々の 企業 別 には 利 害対 立 す る面 も少 なか らず 予想 さ れ る ので,時 間

をかけ て調 整 して ゆ く必要 は あろ う。

6情 報 化 と 業 界 内 の 体 制 変 化

情 報 化 社会 の産 業 に及 ぼ す影 響 は 「市 場 指 向型 」 で あ り,消 費の 多 様化

で あ る。 マ ーケ ッテ ング ・イ ン フ ォー メー シ ョン ・シス テ ムの方 向 如 何 に

よって は,業 界 内 部 の シェ アの 変 動 或 は業 界 内 の 多岐 化 ・分 裂化 が 進 む場

合 もあ り得 よ う。

然 し,石 油産 業 の場 合 は,製 品 の大 半が 基礎 財 の感 が あ るた め,上 述 の

様 な情 報 化 の もた らす市 場指 向 型 は,特 に問 題 とな らず,製 品 も精 製 工程

も各 社 ほ ×似 か よって い る所 か ら,業 界 内 の 均質 化 が,寧 ろ 進む で あ ろ う

し,同 時 に規 模 の大 型化 に よるス ケール ・メ リ ッ ト享 受 の方 向 が 強 い と思

う。
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若 し,体 制変 化 が ある とす れば,情 報 化 よ りは 原子 力 の進 出,公 害 対 策

等 で 石 油産業 の構 造 的 な 屈折 点 を迎 え るで あろ う5年 先以 降 の変 化 に対 処

す る経 営 戦略 の 差 に依 存 しよ う。

た だ,大 型 化 に よ り原 油 中 の数 あ る希 少留分 が,そ れぞ れ5万 屯～10

万 屯 の経 済 採 算 単位 に 達 し,こ れ らの新 企 業化 は 各社 各 様 で,こ の面 の多

様 化 は 進 む もの と思 わ れ る。

一 方 ,産 業 の機 能 的結び つ き,他 産業 との シ ス テ ム化 も,大 型消 費 時代

にふ さわ しい 超 デ ラ ック ス給 油所 網 に よる ドライ ブ イ ン ・レス トラン ・レ

ジャ ー施設 の 兼 営 に よる観 光事 業,セ ン トラル ・ヒ ーテ ン グ に よる住 宅産

業,原 油 探坑 を基 調 と した海 洋 開 発,原 子 力利 用産 業 へ の進 出等,石 油産

業 の もつ若 々 しさ と活 力に よって,情 報 化社会 の 助 け をか りて,常 識 を越

え る広が りで 花 開 くで あろ う。

7業 界 団 体 の 情 報 化 社 会 へ の 止 揚

NIS形 成 に よる異 企 業 間 の情 報 交 流 が活 発 化 す る情 報化 社会 に お いて

は,業 界団体 の もつ これ まで の意 義 に新 しい情 報 交 換 セ ン タ ーの機 能が 加

わって来 よ う。

石 油業 界 の 団体 と して は,比 較 的良 く組 織化 さ れ た 「石 油連 盟」 が あ り,

単 な る親 睦 団体 の 域 を脱 し,現 在go名 のス タ ッフ を擁 して,'需 要の 予 測,

統 計資料 の作 成,業 界 内 の 調整,政 府 或 は関 連業 界 との折 衝 公 害問 題,

1兆 円 に近 い 石 油 消 費税 対 策等,難 問 解決 に 全精 力 を投 入 して い る状 況 で

ある。

こ こに コ ン ビ三 一 タ を導入 し,各 社 とオ ン ライ ン ・タ イ ムシ ェ ア リング

で結 び,情 報 セ ン タ ー を設 置 す る こ とは,70年 代 の全 く新 しい石 油連 盟

の飛 躍 の場 と な ろ う。

そ こで は,個 有 の企 業 の戦 略計 画,或 は 機密 事 項 に属 さ ない分 野で,例

え ば次 に列 挙 され る よ うな 多彩 な情報 サー ビス 活 動が 期待 され よう。

φ
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数 学 モ デル に よるエ ネル ギ ー需 要,石 油需 要 の長 期 並 び に地 域別 予 測 。

日本 の エ ネル ギ ー供 給 に 占 む る石 油産 業 の計量 的分 析,国 家 経 済 的 に見

た最 適 石油供 給 計 画の立 案 等 に コ ン ピュ ー タ利 用 に よる経営 科学 の諸 手 法

の導入 。

需 要 動 向の 把 握,原 子 力 エ ネル ギーへ の転 換 度合,各 地 の公 害情 報,末

端 の需 要動 向 等,各 社 バ ラバ ラの 情 報 を 集約 し,よ り適確 な情 報 判断 の 資

料提供 。

第4節 で述 べ た石 油製 品交 換情 報 セ ンタ ー の設 置。 同 じ機 能 と して 長 期

傭 船 契約 に よる大 型外 洋 タ ン カー の一 時 的 な船 腹交 換,内 航 タ ン カー の貸

借が あ る。

これ らは,業 務 の効 率 化 に と どま らず,情 報 セン タ ーの 費 用 を軽 く賄 っ

て余 りあ るほ ど の好 採 算が 予想 さ れ る。

情 報 バ ンク と して の機 能,各 社 の 貸 借 対照表,損 益 計 算 書,経 済分 析 デ

ー タ
,販 売 量,生 産 量 の 実績 を蓄 積 し提 供 す る。

又,石 炭 ・電 力 ・石 油化 学 ・原 子 力等 の関 連業 界 団体 との情 報 交 換,経

済 情報,各 種 石 油統 計 資料 の 作成,フ ァイル ・技 術 ・研 究 開 発 ・特 許 ・文

献 等 の情報 バ ン ク ・サ ー ビス等

各社 が個 別 に 計 画 したの で は,経 費'・人員 の点 で まっ た く無 駄 で あ り,

情 報 バ ン クは 「共 同利 用 」 に よ って こそ 図 り知 れ な い メ リッ トを生み 出 す

もの で あ る。

この様 な各 産 業 の情 報 パ ン ク ・シス テ ムの完 成 は,将 来 の国 の貴重 な富

で あ り,文 字 通 りの情 報化 社 会 の実 現 に 貢 献 しよ う。

8オ ー トメ ー シ ョ ン化 の 進 行

石 油 精製 工 場 に おい て は,大 規 模 な装置 群 と,多 数 の パ イ プ ・タ ン クか

らな る典 型的 な連 続工 程 の操 業 に特 色 が あ り,し か も製 品 の量 と質 とが操

業 条 件 … … …例え ば,流 量 ・温 度 ・圧 力 等 に よ り可成 り可変 的 で最適 な 運



一40一

転計 画 は必ず し も単純 で ない。

この こ とは 裏 をか えせ ぱ,連 続 工程 で 流体 が 中 心 とな るた め,操 業管 理

の 自動 化 が容 易 で あ る こ と,運 転計 画 の最 適 化 の 余地 が大 きい事 を物 語 ろ

う。

コ ン ピュー タ で装 置 を 直接 制御 す るDDCシ ス テ ムの 導入 も緒 につ き ,

今後 計 装 機 器 の精 度 向 上,コ ス トの低下 に つ れ て,単 な る計器 制御監 視 に

と どま らず,各 種 の要 因 を考 慮 に入 れ た装 置 運 転 の 最適 化 を狙 う 自動 制御

に進 み,最 終 的 に は大 型 コ ン ピュー タに連 動 し精 油所 全体 の 最適 化 シス テ

ムに発 展 し よ う。

一 方 ,精 油所 の大 型化 に伴 うタ ン ク管 理,出 荷 管 理 のオ ー トメ ー シ ョン

化 も重 要 で;タ ン ク在 庫 の 自動 検知,半 製 品 混合 の 自動 化,複 雑 な 製 品 出

荷 業 務 の コ ン ピ ュー タ化 も早 い テ ン ポで 進 む ことが 予想 され る。

量 的 規 模 の 拡 大 の激 しい 石 油産 業 では,新 増 設 精 油 所 の大 半 が,濃 度 の

こい フ ル ・オ ー トメー シ ・ン化 が設 計 段 階 か ら計 画 さ れ,恐 らく現 在10

万 バ ー レル/日 規 模 の精 油所 で数 百 人 を要 す る人 員 は,40万 バーレル/日

で200名 程 度 まで 省 力 化 さ れ るの で は な い か と思 う。

設備 拡 張 に伴 う2大 な資本 費 の負 担 か ら10年 間 で4倍 に もな ろ うとす

る人 件 費の 圧 迫 は オ ー トメ ー シ ・ ン化に よ り極 力 さけ る傾 向 が予 見 さ れ る。

第1-3表 昭和55年 度 想 定 石 油 供 給 能 力

43年 末設備能力

既存製 油所の増設

新 設 精 油 所

2,751千 バ ーレノヒ/日

3,956〃

1,416〃

計 8,122〃

も

9情 報化要員の確保と頭脳

情 報 化社 会 の手 段 と して主 役 を務 め る コ ン ピュ ータ を利 用 す るた めに は,
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ソフ トウエ ア,即 ち多 種 多様 な プ ログ ラム を作 らねば な らない。

そ の た め には コン ピ ュー タ を駆使 す る ため の技 術 と 豊富 な知 識 を持 った

プ ログ ラム を作 る人,プ ・グ ラマ ー が大 量 に必 要 とな る。

然 し,各 企 業 でORワ ァー カー,シ ス テ ム ・ア ナ リス ト,プ ログ ラマ ー

等 を一 人 前 に養 成 す るた めに は,最 低3年 を要 し,訓 練 に 要す る コン ピュ

ー タ の教 育 費だ け で も5百 万 円 を上 回 るで あろ う
。

第1-4表 は米国CDCの コン ピュー タ ・セ ン ター の コンサル タン ト料 で あ

るが,こ の分 類 の 様 に シニ ア ・ク ラス の 経 験 豊富 な リーダ ー格 の 能 力を持

った専 門家 の 養 成 は,更 に 数 年 を要 し,一 朝一 夕 に は 解 決 しな い極 めて 重

要 な 問 題 で あ る。

第1-4表 ア メ リカに おけ る コン サ ル タ ン ト料

1時 間 当 リ

コンサルタント料

シ ェ ア ・ コ ン サ ル タ ン ト

コ ン サ ル タ ン ト

シ エ'ア ・ プ ロ グ ラ マ ー/ア ナ リ ス ト

プ ロ グ ラ マ ー/ア ナ リ ス ト

プ ロ グ ラ マ ー 皿

プ ロ グ ラ マ ー1

5.0

5.0

0.0

7.5

5.0

2.5

この分 野 にお け る需 要 増 が供 給 増 を上'回 る ことは 必至 で,各 社 と も要 員

の確 保 が 難 し くな り,情 報 化 のス ケ ジュ ー ル が遅 れ る 懸念 が あ る。

プ ・グ ラ ミン グの 効 率化 には,各 社 バ ラバ ラの情 報 化 で は な く,共 通 性

の強 い部 分 を情 報 化系 列 に よる集 中 処理 に ゆだ ね る こ とで あ ろ う。 精 製 装

置 の 類 似 性 か らプ ロセ ス ・コン トロール 用 の ソ フ トウエ ア の共 同開 発 等 も,

石 油 連 盟 を中 心 と した要 員 の プー ル で進 め る こ とが 望 ま しい。

米国 の 頭 脳 コ ン サル タン ト会 社 の様 に,石 油産 業 の コン ピュ ー タ ・コ ン

サル タ ン トの 育 成 と,そ の仕 事 の場 を石 油 連 盟内 に もつ こ とが,石 油 業 界

の情 報 化 の生 産 性向 上 で あ ろ う。
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10終 り に

以上,情 報化 社 会 の花 や か な未 来 構想 を描 い た もの の,本 意 は,そ の 先

進 性 を具体 化 す るた め の 創造 的 な発 想 と,第3の 技 術革新 とい わ れ る コ ン

ピュ ー タの情 報処 理 能 力 を,石 油 産 業 に如 何 にプ ラス す る か に あ る。

産 業 におけ る情 報 化 は 流行 で は ない。 情報 化 の意 味 す る と ころ は企 業 の

頭 脳 が 「物 を 作 る」 こ とか ら 「情 報 に よ って物 を 創 る」 こ とに移 行 す る こ

とで あ り,実 質 的 な メ リ ッ トを伴 って こそ進展 す る。

業 界内 にそ の好 個 の 材料 もあ る。 しか し現 実に はやっ か い な とか く敬遠

され る問 題 で あろ う。 しか し,国 際 化 時代 に遅 れ を と らぬ様 に,又 他 産業

㌧kも 遅 れ を と らぬ様 に
,石 油 業 界 も 「情 報 活 用 委 員 会」 を早 急 に 設け て・

検討 を始 め よ うでは ない か。

曾

`
ひ
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第2章 自 動 車 工 業

1産 業の根底の変化

1.1需 要予測

戦 後、 わが国 の 自動 車生 産の 伸 び は著 しく、 既 に生 産 台数 に お い て世

界第2位 に あ り、 保 有 台数 に お い て も1～2年 内 に同様 二 位 の 座 を 占め

る こ とは 明 白で あ る。 しか し、 今 後 の需 要予 測 の数値 を み る と トラ ック

は 、 既 に頭打 ちの きざ しが あ り、 乗用 車 につ い て も46年 乃 至47年 以

降、 そ の 伸 びは 停滞 す る ことが予 測 され て い る。

第2-1表 自動車 の需 要予 測

年度 44年 45年 46年 47年 48年 49年

台数(万台) 380 420 450 470 480 490

`

自動 車 産 業 を考 え る場 合 上 記 の よ うな予 測 台数 と資本 の 自由化 に よる

外 資 の攻 勢 を前 提 に、 そ の変化 に 対 処 す る こ とが命題 とな っ て い る。

1.2市 場 の 変 化

量 的 に は需 要 の頭 打 ちが 近 い 将来 に訪 れ る とい うこ と、 質 的 には モ 一

夕 リゼ ー シ ・ンの進 展 に伴 い、 ユー ザー の要 望 が 多様化 す る とい う こ と

か ら、 メー カー間 の シ ェア ー争 い は益 々激 烈 に なっ て こ よ う。 そ の意 味

で メー カー と しては 市場 要 求 に対 す る即応 体 制 の強 化 が要 請 さ れ、 現 在

よ り以 上 「市 場 指 向型 」 の色 彩 は 強 くなる。 従 っ て メー カー は ユ ー ザ ー

の 多様 化 、 納 期 の 短 縮 と生 産 効 率 の 向上 とい う相反 す る命 題 を バ ランス

よく解 決 して い かな け れば な らず、 そ の た め の道 具 と しての コン ピュ ー

タの活 用 は より活発 に な っ て こ よ う。

1.5販 売 形 態 の 変 化

日本 の 自動 車の販売形態 は米国vateけ るプル(pull)販 売(店 頭 販売)と 異 な

'
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り、 セール ス マ ン1人1人 が 足 でか せ ぐプ ッシ ュ(push)販 売(訪 問

販 売)が 大 部分 で ある。 しか し、 販 売 量 の増 加 に応 じてセ ー ルス マ ン を

増 やす ことは 今後 の入 手 不 足 か ら自 らそ の 限 界 が あ り、 そ の解決 と して

プ ル(Pull)販 売体 制 の 確立 が急 務 と なっ て い る。 既 に一 部 自動 車 販 売

会 社 では 「車 の デ パ ー ト」 とい う構 想 の も とに主 力 販 売 を店頭 に移 行 し

よ うとす る動 きが 出 てい る。 そ の場 合 お客 が 自分 の趣 味 に合 った もの が

選 べ るだ け の バ ラエテ ィ を用 意 しな け れ ば な らない し、 その事 が 更 に多

様 化 に拍 車 を かけ る こ とに な ろ う。 しか も 自動 車 知 識 の普 及 とと もに、

従 来 の如 き外観 を主 体 とす る多様 化 の み な らず 、 機 能、 価 格 面 の多 様化

が進 展 し、 市場 指 向性 も漸 く強 くな っ て い く。

以 上 の観 点 か ら、 自動 車 産 業 と して は、 従 来 の 高度 成 長 に も とつ く積 極

的 な設 備 投 資 も ここ数 年 で 消極 化 の方 向 に変 り、一 方 では 自動車 産業 の体

力 を他 分野 に生 か す こ と も積 極 的 に考 え る よ うに なろ う。一 方 で は 資本 の

自由化 に対 処 す る 自動 車 産 業 の 再編成 が 好 む と好 ま ざる に拘 らず 明確 化 さ

れ て こ よ う。

、
◆

2NIS形 成 へ の 展 望

自動 車 産 業 は親 企 業 と称 され る 自動 車 メー カー の もの と、 数 拾 あ るいは

数 百 の 部 品 メ ー カ ー と 販 売 店 か ら構 成 さ れ 、 企 業活 動 は これ らの企 業

群 を シ ス テ マ チ ッ ク に運営 して初 めて有 効 な活 動 が期 待 で きる産 業 で あ

る。 しが も市場 は ダ イ ナ ミ ック にそ の 活動 が変 化 してい くもの で あ り、そ

れ に対 処 す るた め には、 上 記企 業 群 間 の情報 を い か にス ムー ズ に流 され る

か が重 要 とな っ て くるが 、 現状 は必 ず しも円 滑 とは言 い難 い。

自動 車産業 に おけ る親 企 業 とそ れ を取 り巻 く関連企 業 間で は か な りの企

業格 差 が存 在 して いる の が現 実 で あ り、 それ らを総 合 的 に結 集す る体 制 を

確 立 す るた め には相 互 に情 報 の ネ ッ トワー ク を形 成 し、 下 記 の如 き情報 の

交 流 が タ イム リー に行 なえ る よ うに しなけ れ ば な らない。

'b
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(a)親 企 業 と外 注 部品 メー カー群

発 注、 受注 に関す る進捗 管理

親 企業 生 産 計 画 と部 品 メ ー カー生 産 計 画 の結 合

仕 様 に関 す る相 互維 持管 理

在 庫 管理 と緊 急 受 注 ・出荷 のた め の情 報

等 々

(b)親 企業 と販 売 店

販 売 状 況

在 庫 管理(車 両 お よびサ ー ビス 部 品)

市 場 動 向情 報

経 営 情報

品 質 情 報

等 々

(c)国 外組 立工 場 お よび 販 売 店

仕 様 の 維 持

受 注 ・出荷 関係

品質 情 報

等 々

以 上 基 本 とな る情報 のみ を挙 げ た が、 必 要 とす る情報 量 は漸 増 の傾 向 で

あるば か りで な く、 需 要 予 測 お よび 市場 動 向 の 把握 の た め に官 庁 の各 種 統

計 資料 の効 果 的 活 用 を考 え ね ば な らぬ 。 一方 情 報 提 供 サ ー ビス業 の進 展 に

伴 い 、 各 種 デ ー タバ ンクが 形成 され た暁 に は、 そ れ等 の活 用 も活 発 に な ろ

う。

5企 業内のMIS化 の進展

3.1MIS化 へ の基 盤 の形 成

現 段階 で は、 必 ず し も全社 的 な トー タル化 とは言え ない が、 そ の 方 向
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に進 展 しつ つ あ るの は事 実 で ある。

具 体 的 には

(a)サ ブ シス テ ムの統 合 に よ る シス テ ムの 大型 化

主 と して オペ レー シ ョナル な シス テ ム につ い て

1つ の 流 れ と して 関連 サ ブ シス テ ムを統 合化 しつ つ あ る。

㈹ 社 内 外 サ ブ シス テ ムの イン ター フ ェ イス の再検 討

親 企 業 シス テ ム と部 品 メー カー ・シス テ ムお よび販 売 店 シス テ ム間

の連 携 の 必要 性の 増 大

(c)同 種 シス テ ムの共通 化

企業 内各 工場 間 、 部 品 メー カー 間、 販 売 店 間等 各 々につ い て シス テ

ム の標 準化 が進 展 しつ つ あ り、 中 央 シス テ ムへ の集 約 が 可能 に な りつ

つ あ る。

(d)コ ー ドの標 準 化

5.2プ ロセ ス ・コ ン トロー ル ・シ ステ ム の拡 大

製 品 の 多様 化 に よる製 造 工 程 管理 の 複雑化 、 今 後 の 労働 力の 不足 対 策

と して の省 力化 の要請 お よび品質 水 準 の 向上 の必要 性 か ら、 コン ピュー

タ を生 産 設備 の一 部 と して使 用 す る こ とが急 速 に進ん でい く。 そ のた め

に は コンピュータ活用について、従来の ような情 報処理技 術だけでな く生産技術

と結びつ いたシステムを開発で きるシステムズ・エンジニアの育成が 急務 とな る。

5.ろ 企 業 内情 報 セ ン ター の 設立

情報 化 の進 展 と共 に企 業 活 動 に必要 とす る情報 は多様 化 、 か つ膨 大化

してい くが、 そ れ 等情 報 の有 効 活 用 の如 何が 、企 業 の生死 を左 右 す る こ

とに な ろ う。 そ のた め に 情報 セン ター を設 立 し、 各種 情報 を セ ンタ ー に

集 約 し、 そ れ らを有 効 適 切 に管 理 す る体 制 の確 立 が 必要 に な る。 従 っ て

セ ン ター ・コン ピュー タは 上 記 要望 に対 応 す べ く、 よ り大型 化 の傾 向 は

強化 され よう。工場 に於 いても工場 内工 程管理用 プロセス用コンピュータの普及 に伴

いそれ等 との イン ター フェ イス 上、 工 場 管 理用 汎 用 コン ピュー タ もよ り大

,
》
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型 化せ ざるを得 な くな っ て くる ことは確実 で あ る。 そ れ ら汎 用 コン ピュ

ー タは セ ンター コ ン ピュー タ と通 信 回線 で結 ば れ、 相 互 に情 報 の授 受 は

よ り活発 に な り情報 セ ン ター と して の機能 の 充 実 が 図 られ る。

しか し、 情 報 を収 集す る こ と 自体 は技術 的 には 可能 で あっ て も、 これ

らの情報 を企 業 活動 に有 効 に活 用す るた めに は、 少 くと も次 の点 を解決

してお く必 要 が ある。

・総 合 的 に情 報 を管 理 す る責任 者 と して専任 の トップ マ ネ ジ メ ン トをお

お く こと。

・有 能 な シス テムズ ・エ ンジニアtoよ びORワ ー カー の充 実

特 に、 企業 内 に各 々 の担 当 常務 が い る如 く、 情報 担 当常 務 とい うものの

出現 な くして 集 中化 さ れ た情報 の管 理 お よび有 効活 用 は期 待 で きない と

判 断 され る。

現 在 は 、 自動 車1台 当 りの情 報 コス ト(コ ン ピュー タ費 用)は2,000

円 ～4,00Q円 位 と思 われ るが、 情報化 の進展 とと もに この コス トは増

大 し、 材 料費 、 加 工 費 にお い て考慮 され る と同 じよ うに、 適 正 な情 報 コ

ス トの コ ン トロー ル が重 大 な要 素 とな って こ よ う。

情 報 コス トは どの位 が 適切 か とい うことは、 単 な る量 的 な 問題 よ り、 経

営 戦 略又 は戦 術 的観 点か らの 判断 を加 え る こ とが 必要 で、 経 営 科 学的 な

問題 と して研 究 す る体制 を確 立 しなけ れ ば な らな い。

4企 業 のグループ化

自動 車 産業 は組 立 、 部 品、 販 売 等 の企 業群 が1つ の グル ー プ と して活 動

して い る こ とは 前 述 の通 りで あ るが、 グ ルー プ と して の 力 を発 揮す るた め

には、 親企 業 が 関連 企 業 との 格 差 を従来 の如 き資金 援助 を 中心 と した協 力

体制 の み では 達成 され ない。

オペ レー シ ・ナ ル な分 野 に つい て は、NISの 形成 の項 で述 べ た相互 の

情 報 の連 け い で進 展 す るが、 基 本 となる経営 体 質 の改 善 に は マ ネ ジ メン ト
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テ ク ニ ック の面 の 指 導 ・援 助が よ り重 要 とな る。 そ のた め に親 企 業 か らマ

ネ ジメ ン トの人 材 を投 入 す る方 法 もあ るが、 それ 以 上 に 関連 企業 の経 営 者

か ら末 端 に至 る ヒ ュー マ ン ・ウェ ア の 育 成 ・充 実 が 重 要 で あ る。 そ の一

つの 方 法 と して、 部 品 メー カー あるい は販 売 店 を各 々可 能 な限 りグル ー プ

化 し、 道 具 と して よ り大 型 コ ン ピュー タ を共 同 で設 置 し、 親 企業 ス タ ッ フ

の援助 の もと、 相 互 に体 質 改 善 の た めの活 動 をす る こ とが考 え られ てい る。

中小企 業 も個 々の企 業 の抱 え てい る人 材 のみ でや る よ リグ ル ープ と して人

材 を結集 す る方 が、 体 質改 善 に より有 効 で あ る とい うこ とが コン ピュー タ

の活 用 を媒 体 と して実 証 さ れつ つ ある こ とは、 企 業 の有 効 な グル ー プ化 の

方 向 と して注 目 して よい で あ ろ う。

メ

5情 報化の進展と教育の問題

5.1全 般 知 識 と専 門知 識 の 分化 と融 合

シス テ ム的 な ア プ ロー チはそ の基 本 的 な性 質 上 大 別 して、 次 の 分野 に

有 能 な人 材 を必要 とす る。

① 関連 各 分野 の 専 門 家

自然 科 学、 経 営 科 学 の各 分 野 の分 化 と専 門化 は著 し く進 み、 か つ変

化 しつ づ け てい る。 情報 化 の特 徴 の1つ が 多 分野 の専 門 知識 の融 合 で

あ る とす れ ば、 各 分 野 に深 い専 門 知 識 を もった スペ シ ャ リス トが 必要

で あ る。情 報 化 社 会 に おい て は この よ うな スペ シ ャ リス トは企 業 の大

きな 資源 と考 え られ る。

これ らの スペ シ ャ リス トは、 専 門 分野 の 進 歩 が著 しいか ら、 絶 えず

研 讃 の機会 が 与 え られ る必 要 が あるだ ろ う。 国 内外 に対 す る留 学 もそ

の1つ で あ ろ う。

又、 必 要 な スペ シ ャ リス トが求 め られ ない 場 合 コ ンサ ル タ ン トに 依

頼 す る機 会 が増 す こ と も考 え られ る。

② 各 分野 の専 門 化 が 進 む 一方 、 当 然そ れ を統 合 す るた め の仕 事 が発 生

レ



一49一

す る 。

組 織 体 の 目標 或 は 問題 に個 々の専 門化 した分 野 を結 びつ け る こ と。

・ 各分 野 や サ ブ シ ステ ム の イ ン ター ラ ェ イス を と り、 計画 全 体 の 円

滑 な進 行 を コン トロー ルす る こ と。

・ 計 画 の 進 行 や 実施 の ため の要件 等 につ い て、 トッ プマネ ー ジメ ン

トに売 り込 み 、 そ の理 解 と関心 を得 る こ と。

この ような仕事 は1人 でおこな うのではなく、システムアプローチをめ ざす組 .

織の役 員に も部課長に も或 は上級 システム・エンジニアに も必要である。

す な わ ち、 シス テ ム的思考 と専 門 的分 野 へ の理 解 と共 に一 般 的 知識

人 間的 魅 力 、 説得 力 等 も併 せ もつ人 材 で あ る。 スペ シ ャ リス トの 中か

ら、 特 に計 画 分 野 の スペ シャ リス トの 中 か ら選 び育 成 す る方 法 が 妥 当

な方法 で あろ う。

この よ うな人 間は 単 に知 識 の融合 だけ で な く、 個 性 の 強い スペ シ ャ

リス トの生 きが い を、 与 え てい くよ うな リー ダー シ ップ も要 求 され る

ことに な ろ う。

5.2巾 広 い企 業 内 各 層 へ の教育 と啓 蒙

情報 化 の 進行 に伴 い 、 企業 内各 層 の仕 事 の 性 質 の変 化 が 生 じて い くだ

ろ う。

指導 層 とそ れ 以外 の2つ の層 へ の分化 が考 え られ る し、 ま た、 ミ ドル

マ ネー ジ メ ン トと事 務 部 門 の仕 事 の質 は特 に著 し く変 化 す るで あろ う。

事務 部 門 は 事 実 上 な くな り、 間接 部門 は情 報 を価 値へ 転 換 で き るスペ シ

ャ リス トの集 団 とな る こ とが考 え られ る。

従 来 の 人 間 を再教 育 し、 そ の よ うな人 材 に育 て てい く こ とが 重要 で あ

る と共 に、 人 間 阻 外 の傾 向 を排 除 し、 全員 に企 業 へ の参 加 意 識 を もたせ

る人 事政 策 が 、 よ り難 か し くか つ 重要 な問題 とな ろ う。
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第3章 銀 行

1産 業根底の変化

情報化 の進展の 中で の国際間企業競争 の激化、 国内産業 の構 造改善 の進

展、 大衆所得 の増大 に ともな う高度消費 社会化 の傾 向など銀行を と りま く、

経済、社会の環境の変化 が大 きく、従来の経済社会 構造 を基盤 としてつ く

られていた金融機関の業務が多様化 してくると共に、普通銀行、信託銀行、相互銀行、

信用金庫、信 用組合、郵便局 など異種金融機関 の間の業務 内容が同質化す

ることに よって競争関係 が激 化 して、政府 当局か らは銀 行業界の適正 な競

争原理 の導入 に よる金融効率化の促進 などが要 請せ られて、 金融機 関の合

併転換法 の成立をみるにいたるなど銀行業界の再編成の うごきが あ る。 こ

の よ うな ことか ら今 後金融 の制度的な面 あるいは、 新種業務 の開発 などの

面においては絶え 間のない変化のみ られることが考え られ るが、 経済の中

枢機能 として の銀 行業 の基調 に大 きな変化 が生 じる ことは考え られない。

本来、 銀行の与信、受信、投融 資、 調査業務 といっ た業務活動 のすべて

が、産業経済機 構を相 手 と して の事務 を通 じての情 報 の処理に終始 して い

る。 いわば情報企業 としての本 質を もった業種の一つで あるので、産業界、

経済界 の業種別、企業 別、 内外地域別 な どの金融的側 面か らの情報 の提 供

サー ビスへ の進出を業務 の一つ に加え る ことは容易に考 走 られ る業種 であ

る。

2NIS形 成 へ の 展 望

銀行は、 サ ービスの強化、 作業事務の合 理化、 経営管理 システ ムの 質的

向上、 経営情報資料の活用 な どその業務の性 質か らも機械化の もっ ともす

sん だ業 界であ り、 通信回線 の営業上の利用 につ いて も、すでに、 昭和
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34,35年 ご ろか ら為 替 業 務、 メ ッセ ー ジ通信 の た め に多数 支 店 間 のテ

レタ イ プ ・ネ ッ トワ ーク を利 用 して きてい る。 また、 昭和40年4月 三 井

銀 行 の 普通預 金 オ ン ラ イン ・リア ル タ イ ム ・シス テ ムを皮 切 り と して、 現

在 では す で に35行 以上 が、 い ろ い ろの型 式 の コ ン ピュ ー タで、 さ ま ざ ま

の業 務 のオ ン ラ イ ン ・シス テ ム を導入 あ るい は計 画 をす す めて い る。

この よ うな通信 回線利用 に よるNIS的 な方 向へ の 発展 の指 向は 、 金融 業

界 の団体 に あつて も、 す で に、 全 国信 用 金 庫連 合 会 の電 算 機 共 用 セ ンター

や全 国地 方銀 行協 会 の為 替用 オ ン ライ ン ・メ ッセ ー ジ ・ス イ ッチ ング ・シ

ス テ ムが稼 動 して お り、 全 国銀 行協 会 の為 替 メ ッセ ー ジ ・ス イ ッチ ング ・

シス テ ム、 東 京 都 信 用 金庫 協 会 、大 阪府信用金庫協会 の預 金 共用 オ ン ライン

・ リア ル タイム ・シス テ ム な どが計 画 進 行 中で あ る。

第3-1表 銀 行 の コンピュータ利 用 状 況

項 コン ピュータ 導 入 状 況 オンライン実施言掴 行数

都 市 銀 行(14行) 14行(118セ ッ ト) 12行

地 方 銀 行(62行) 52行(100セ ッ ト) 14行(地 銀協含む)

信 託 銀 行(7行) 7行(26セ ッ ト) 2行

相 互 銀 行(71行) 39行(53セ ッ ト) 2行

長期信用銀行(3行) 3行

信 用 金 庫(514) 85行(92セ ッ ト)
5金 庫(東 信協、

府信協含む)

また、異種 の金融 機関で ある三井銀行 と平 和相互銀 行の間では相互のオ

ン ラ イ ン ・シス テ ム の機 械 的結 合 に よっ て預 金 業 務 の提 携計 画 を具体化 す

べ く準 備 をは じめて いる。 また、 三 井企 業 グ ル ープ、 三菱 企 業 グ ル ー プ・ 富

士 芙 蓉 グ ル ープ、 第 一 古 川川 崎 グ ル ー プ、 住 友 企 業 グル ー プな どの な かで

各 々 の銀 行、 信 託銀 行、 損 ・生 保険 会 まで を 含 め た情 報 シ ン ジケ ー トづ く

りの構 想 が 云 々 され て お り、 こ こに も急速 なNIS的 展 開 の素地 が見 られ

るo

レ
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今 後、 デ ー タ伝送 回線 の使 用 が完全 に 自由化 され 、 経 済 的 に 妥 当 な料 金

制度 が実現すれば、銀行 を中心 と して、一 般経済社 会消費社 会に おけ る各 種 の貸 借

信 用 決済 、 税 金、 公 共 料 金 自動 決 済、 給料 自動 振 込、 ク レジ ッ ト・カ ー トこ

)チ
ャ ー ジ.ア カ ウン ト、 各 種 ロ ー ン貸 出 と決 済 な ど、 各 種 の 信用 決 済 機 能

を高 め るた め に、 各 種 金融 機 関 相互 間 は もちろ ん、 金 融 機 関 とそ の取 引 先

主 要 企業 、 公 共 機 関、 信 用調査 機 関、 割 賦 販 売 会社、 取 引 商店街 な ど との

間 にい ろ い ろ の端末 入 出 力機 器 を使 用 した ネ ッ ト・ワ ークの整備 の 必要 性

が高 ま る こ とは ア メ リカの各 種試 行 例 か らも容 易 に想 像 で き る。

この よ うに、 銀 行 と地元 商 店街 と・ あ るいは 銀 行 とそ の 取 引企 業 グル ー

プ内 の マ ネ ー フ ロー を 一括把 握 で き る よ うな サ ークル ・デ ィポ ジ ッ ト ・シ

ス テ ムづ く りを 可能 とす る よ うな ネ ッ トワ ーク の構 成 がNIS的 な方 向へ

の 現 実 的 な ス テ ップ とな るので はな か ろ うか。(例 え ば、 銀 行 一 製 造 会

社 一 原 材料 資 材 業者 一 下請 企業 一 敗 売 先 一 各企 業 従 業 員 の 間 の資

金 フ ロー を包 含 しそ の循 環 機能 を高 め る よ うな ネ ッ トの構 成や、 ク レ ジ ッ

ト ・カ ー ド ・シ ステ ムに お け る商 店 一 百 貨 店 一 消費者 一 飯 行 一

商 品 の納 入 業 者)な ど銀 行 とい ろい ろ の 関連取 引 先との間の情報 流路 と資 金

経路 の結 合 をすXめ る こ とな どが考 え られ て い る。

ろ 業 界 内 の 体 制 の 変 化

銀 行の営業は 他の企業 と異 り"金 と信用"と い う同一品 質、 同一規 格の

売 買あるいは供 与で あ り、最近 の金融機 関の経営環境の変化 とくに機械 化・

情報化 の進展 の影響 か ら、 各種金融機 関の営業基盤、 営業内容 の同質化 が

進み、 とくに、 都市銀行 の大衆化路線へ の進 出に よって、 資金調達面に お

け る個人所得 追求 の分野 において中小金融機 関 との間での競合が激 しくな

っ ている。一 方個人金融、 消費者金融、 中小企業 金融 など資金運 用面にお

いて も相互銀 行、信用金庫、郵便局 などとの間に激 しい競合 を惹 起 して こ

の傾 向はます ます増長 され ようとしてい る。
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この よ うな傾 向 に対 して各 種 金 融機 関 の団 体 では、 た とえ ば全 国 信用 金

庫連 合 会、 東 京 都信 用 金 庫協 会 、 各 地信 用金 庫 協 会、 相 互 銀 行協 会 、全 国

地 方銀 行協 会、 全 国銀 行協 会 な ど団 体 の 力に よる共 同 セン タ ーや 共 同 オ ン

ラ イン ・シス テ ムの導 入 な どに よっ て、 それ ぞ れ の グ ル ー プの ため の これ

ま で の営 業基 盤 の確 保 と拡 大、 企 業 規模 の格 差 の縮 少 な どに つ とめて い る。

さ らに一 方 で は異 種 金 融機 関 の 個 別企 業 の相 互 間 での コンピュータの共 同

利 用 や、 三井 銀 行、 平 和 相互 銀 行 間 の よ うな オ ン ラ イ ン ・ネ ッ トワ ー ク

の結 合利 用 に よる業 務 提 携 な どに よっ て合 併 や 転 換 に よ らな い で、 共 存 体

制 を確立 し、 あ るい は規模 の 格差 を克服 して、 効率 的 な経 営 を図 る こ とな

どが試 み られ て い る。

この 共存 関係 は 同種 金 融機 関相 互 とか、 資 金系 列 とか大 小 の従 属 とい う

関 係 で は な く、 機械 化 の関連 な り、 地域 の 関係 な り、 業 務提 携 な り、 各 種

の決 済 関 係、 取 引先 層 の構 成 な どで相 互 に利 益 を もち うる と い う協 業 関係

と考 え られ る。

この よ うに、 業 界 内 の個 別企 業 相 互 間、 異 種 金 融機 関 グル ー プ相互 間 あ

る いは 系列 金融 機 関 相互 間 な どに お け る機 械 化 進 展、 浸 透 に と もな うい ろ

い ろの関 係 の変化 は考 え られ る。

4企 業MIS化 の展望

わ が 国 の 金融 機 関、 と くに 銀 行 は コンピュータ導 入利 用 の歴 史 とそ の 浸透

率 に お け る先 進業 界 で あ り、 個 々の銀 行 にお け るコンピュー タ導 入 の 目的、

方針 も極 め て総合 的、 高 度 な ものが 多 く機 能 的 部門 別 の簿 記 作業 的 な単 純

反 復 的事 務 の殆 ん どが なん らか の形・ な ん らか の方 法 で機 械 化 が な されて

お り、 その初段階 の成果 として省 力的効果 は期待 し うる相 当の程度 に達 し

てい る銀 行 も数社 を超 えて いる。た とえば、上位都市銀行に あっては最近

の業績 の発展、 支店数の増 加、預貸金量の増 加、事 務量 の増 加に も拘 らず、

す でに数年前 よ り従業 員数 が漸減 あるいは横這 い を示 してい るの も機械化
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の効果 の一 つ の あ らわ れ と考 え られ る。

つ い で銀 行 の機 械化 と くにコンピュー タなか ん つ くオ ン ライン ・シス テ ム

の 利用 は対 外 的 な顧 客 サ ー ビス の具 と して 、預 金、 貸付 、 為替 な どの既 往

の業 務 の サ ー ビス の改 善 向 上 に使 用 され、 さ らに は、 公 共 料 金 の 自動 振替

や他 企業 の各 種 計 算 の受 託 業 務、 ク レジ ッ ト・カー ド、チ ャ ー ジ ・ア カ ウ

ン トな ど機 械 利 用 に よっ ては じめ て採算 の可 能 となる新 種 業務 の開発 に ま

で お よんで い るo

この よ うな歴 史 と実 績 の上 に 銀 行 の コンピュータ利用 は 情 報 実 用化 の段階

へ 進み、 各 種 報告 の作 成 、 管 理 資料 の整備 と情 報 の蓄 積 が 行 われ て、 営 業

状 況 の適 時 、 総合 的 な把 握 と分 析、 営 業 店業 績評 価 な ど が科 学 的 とな り、

支 店 長会 議 資料 、 貸 出審 査 資 料 、営 業 店 検査 資 料 な ど経営 管 理 活 動 に寄 与

す る情報 活 用 の 段階 に到 達 しっ つ あ る。

なお、 た とえ ば貸 出審 査 資料 の一 部 と して の蓄 積 した 内 部資料 で あ る上

場 会社 等有 力 企業 の経 営 指 数 や有 価証 券報 告 資料 な どの磁 気 テ ープ記録 を

外 部へ 有料 で提 供 す る ことが 日本興業 銀 行、 日本 長 期信 用銀 行 か ら発 表 さ

れ て 話題 を よん で い る こ とは企 業 内MISの 進 展 に と もな う金 融機 関の 情

報 化企業 へ の 一つ の進 路 を 示唆 す る もの と考 え られ る。

4

5業 界団体の変質

業 界内の 体 制 の とこ ろ で も述 べ た とお り、 金 融機 関 の団 体 は、 すで に そ

れ ぞれ の業 界 加 盟企 業 の共 同 サ ー ビス 造 出 の役 を 果 しは じめ てい る。 た と

え ば 全 国 地 方銀 行 協 会 の地 銀 協 サ ー ビス セ ン ターは、 個 々 の地 方銀 行の 支

店網 が 地 域的 に偏 在 して い る こ とに よ る。 対 都 市 銀 行 との為 替 業 務 上 の不

利 を補 うた めの 共 同 の 施 設 と して で きた もので あ り、 東 京 都 、 大 阪府、 両

信 用 金 庫協 会 の 共 同オ ン ラ イン セ ン ター計画 は普 通 銀 行 の東 京 都 内、 大 阪

府 下の 強 大 な支 店 網 に よ る大 衆 化推 進 と郵便 局 の個人 純 預 金 層 へ の進 出の

狭 撃 に対 抗 す るた め の信 用 金 庫 の共斗 共存 態 勢の 確 立 を意 図 す る もの で あ
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り、 全 国 銀 行 協 会 のデ ー タ ・セン ター計画 は 為替 サ ー ビス の面 で の都 市 銀

行 の共 同戦線 の 布 設 の意 図 も察 せ られ る と ころで あ る。

コンピュータの業 界 共 同利 用 は 個 別企 業 の 場 合 と同様 に 作業 面、 サ ー ビス

面 で の共同 利用 か ら業 界で 必要 とす る共通 情報 の 共 同蓄 積 とその提 供 とい

った 面 に展 開す るで あ ろ うと思 われ る。

本来、 金 融機 関 は、 財 政 、 経 済、 業界、 企 業、 市場 貿 易 等 の情報 を基調

と して活 動 を して い る もの で あるの で情 報化 社 会 に おいて も、 特 定 の地 域、

産業、 系列、 企 業集 団 の 中に おい て情 報提 供 サ ー ビス の イ ニ シアテ ィ ブ を

持 ち うる性格 を備 え て い る とい え る。

6産 業 の 変 貌

金 融業 な かん つ く銀 行 は、 本 来 事務 企 業 で あ って 、 情 報企業 と して の強

い性 格 を もって お り、 諸 々 の業 種 の な かで 最 もコ ン ピュー タ リゼ ー シ ョン

の進ん だ業 界 で あ る。 コ ン ピュ ータ リゼー シ ョン の進 展 に と もな っ て 銀行

の性 格 が、 従 来 の産 業 活 動へ の投 資 機 関か ら、 取 引先 の資金 管 理機構 へ の

間 口 をひ ろげ て、 企業 会 計 の 出納 決 済 処理 の全 部 あ るい は 一 部 の業務 を コ

ンピュータに よ る受 託 計 算 の 形 で 引受 け て代 行す る よ うに もな りつ つ あっ た

り、 さ らに大 衆 化 路 線へ の推 進 の 強 力 な手段 と して、 コンピュータを 中心 と

した総 合 オ ン ライ ン ・バ ン キ ング ・シス テ ム を形 成 して、 これ に よっ て、

電話、 電気 、 瓦 斯、 水道、NHK受 信札 税金等の公共料金や、 ク レジッ ト'カ

ー ドに よる販 売代 金 の 自動 振 替 引落 し、 ある い は給 料 自動 振 込 な どのサ ー

ビス を行 うこ とに よって 、 個人 勘定 の コ ンサ ル テ ィ ン グか ら、 家 計管 理 ま

で のサ ー ビス を拡 大 浸透 させ て 大衆 との結 びつ きを 緊密 化 し、 顧 客 取 引 の

定 着 性 を高 め るな ど を意 図 して、 近 く予 想 せ られ る キャ ッシュ レス、 チ ェ

ック レス等のソサ イエテ ィ 時代 へ の基盤 づ く りへ の 模 索 が見 られ る。

この よ うな広 範 な社 会 経 済 活動 に と もな って 流 動 す る資 金 と信 用 の職

業 的 管理 機 構 と して の銀 行 機能 の拡 大 は、 そ の ま ま 情報 社会 の 中枢 的 な役

■
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割 りを担 う情 報企 業 と して の性 格 を もつ もの と して の発 展 と して考 え る こ

とがで きるo

t
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第4章 化 学 工 業

1産 業の根底変化

1.1設 備 の大 型 化

化 学 工業 は42年7月 に 第1次 対 内 直接 投 資 の 自由化 を 行な い・43

年6月 に技 術 導 入 の 自由化 を、44年3月 か ら第2次 対 内 直接投 資 の 自

由化 を行 な っ て、 海 外 先 進国 か らの強 い要 請 に 応え る措 置 を とる と共 に、

国 際競 争激 化 に対 す る措 置 として、 先づ 基礎 的 資 材 の 生産 設 備 大 型 化を

政官財 の協 力 で企 図 した。

生 産 設 備 大 型化 の第1は42年6月 の石 油化 学協 調 懇 談 会 で エ チ レン

生産30万 屯 基準 が 設 定 され、44年5月 まで に30万 屯工 場7件 が 具

体化 した。

そ の2は 塩 化 ビ ニ ール ・モ ー マ ー設備 の大 型化 で、44年3月 に地 域

毎 の 共 同投 資 方式 に よる大 型 設備 化 が業 界 で合 意 に達 した の で・1プ ラ

ン ト10万 屯 以 上 に す る 旨 の通 産 省 処理 方針 が 発表 され た。

そ の3は43年1月 の通産 省 省議 に よって、 ア ンモ ニ ア 日産1、000

屯 の 第2次 大型 化 基準 と旧設備 のス ク ラ ップの 方針 を打 ち出 し・ 今 日ま

でに7件 の大 型 化 計画 が認 可 さ れ た。

その4は メ タ ノ ール に つ い て も 日産800屯 以上 の大 型 設 備 を業 界共

同投 資 に よっ て 建設 す る こと と し、 東 日本、 西 日本 の共 同 メ タノ ー ル ・

セ ン ターの 建設 の 決 定 をみ た。

そ の5は ソー ダ工 業 に おけ る大 型電 解設 備 に資金 助 成措 置 を講 じて、

そ の建 設促 進 が企 図 され て い る こ とで あ る。

この よ うに 設 備 の 大 型 化は 進 展 しつつ あ るが、 狭義 の 石 油化 学 も広

義 の石 油 化学(原 料 転 換 を終 っ た アンモ ニ ア 及び メタ ノ ール の大 型 設
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備 な ど)も 一 般 に 利益 な き繁 栄 と言 われ、 設 備 を拡 大 し、 売上 高 は伸 び

て も、製 品価 格 の 値 下 が りで 、 一 般 に 化学工 業 は 低収 益 会 社の典 型的存

在 とな って い る。 そ の理 由は しば しば 過 当競 争 の結 果 と言 わ れて い るが

もつ と根 本 的 な 変革 、 情 報 価 値 の創造 が 少 ない とい う基礎 資 材供 給 部門

の宿 命 的 な原 因 に よる もの では ない か と考 え られ る。

1.2研 究 ・技 術 開 発 の あ リ方

情 報化 社 会 の 進 展 と共 に 商品 におけ る物 自体 の 価 値 よ り 商 品 の情 報

価 値へ 重 要 性 が移 行す る もので あ るか ら、 当 然最 終製 品へ の進 出 を意 図

す べ きで あ るが、 そ れ には 思 い切 った企 業 体 質の 切 開 手 術 を必要 と し、

それ には とて も通 常 の手 段で は困 難 で あ る。 そ こで 情 報化 社会 に対 処 す

るた め、 研究 ・開 発 に努 力す る ことが企 業 情 報 化 の1つ の道 で あ る。化

学 工 業 の革 新 は メ タモ ル フオ シス(metamorphosis)の 不 連 続 的変 化

を す る と言 われ て お り、 新 製 造 プ ロセス や新 材料 の 開発 に 努 力す る方法

が残 され て い る。 幸 い 化学 工業 に おけ る化 学 プ ロ セス の メ カニズ ムは世

界 中 ブ ラ ック ・ボ ックス(blackbOx)扱 いで、 まだ解 明 され て いな

いか ら、 それ を人 間 とコ ン ピュ ー タ との 協 力 に よる試 行錯 誤法(trial

anderror)で 解 明 可能 な機 会 が訪 れ っ っ あ り、 メ カ ニズ ム の学 習 か

ら進 ん で、 そ の 限 界 を究 明 す れ ば、 それ を突破 す るア イデ アに 到達 す る

と言 われ て い る。 した が って その 方 面 に努 力 を集 中 す る ことが 生産指 向

型企 業 の生 き方 で は な い か と思 う。

通 産 省 に お い て も、 研 究、 開 発 体 制 の 強 化 を 痛 感 さ れ、大 型 プ ロ

ジ ェ ク ト制 度 と し て41年 度 か らの排 煙 脱 硫 の研究 に加 え、42年

度 か らオ レ フ ィ ン 等 の 新 製 造 法 を取 り上 げ 、 さ らに44年 度 か ら海

水 の 淡 水 化 と 副 産 物 利 用 が 新 し く取 り上 げ られ た。 そ の他、44年

度 に は 工 業 技 術院 に よ る特 別 研 究 費 で 合 成 樹 脂 加 工 技 術の 研 究 が開

始 され、 国 産 技 術 振 興 資 金、 重 要 技 術 研 究 開 発 費 補 助 金 に よる新 技

術 の 企 業 化 な ど、 当 局 の 研 究 開 発 に 対 す る 助 成 案 も強化 されつ つ あ
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る。

併 し、 化 学 工業 にお け る研 究 開発 そ の もの の あ り方 につ い て は実設 備

に よ る試 行錯 誤 方 法 に依 存 す る伝統 的 な域 を出ず、 まだ ま だ情 報処 理 面

での 補 完、 研 究 開 発 面 で の科 学 性 に乏 しく、 も う少 し近代 的 に な らない

もの か。 さ らに異専 門領 域 間(interdisciplinary)の 研 究 態 度の欠

如 な ど、 まだ まだ の感が 深 い。 研究 開発 その ものは企 業 の情 報 化 の 一端

で あ るが、 研 究 開 発 そ の もの の情 報化 、 つ ま り限 られ た選 択 実 験 でな る

べ く多 くの 情報 を とるな どの近代 化 は未 だ しの感 が深 い。

1.5産 業 公 害

水質汚濁の水銀 電解 ソーダ工場及び アセチレン法塩化 ビニール工 場 の排 水

規 制、 塩 素 ガス、 フ ッ素 化 合 物 な どの有毒 ガスの飛 散 などに よる公 害が 化

学 工 業 に おけ る主 な もので あ るが、 これ らの公 害 を積極 的 に資 源 化す る

方 法 が みつ かれ ば、 国土 の狭 い わが 国 に お いて技 術 先端 産 業 と もな り う

る可能 性 が あ る。 この点 、 公害 を技術 開発 の機 会 と して利 用 す る こ との

政官 財 の協力推 進 が望 ま しい。 そ して、 この 場合 に も 情報 処 理 技 術 及び

コン ピ ュー タ の制御 技 術 は 利 用可 能 で あ る ことを忘 れ て は な らな い。

1.4投 資 の意 思 決 定で企 業 の 盛 衰は 左右 され よ う

企業 の利 益 とい うもの は、 一 見、 調 達、 生産、 販売 とい う 日常 活動 、

特 に プ ラン ト運転 か ら生 ず るが 如 く考 え られ やす いが、 それ は 投資 の意

思 決 定 に よっ て 予定 され た利 益 額 を実 現 す るた め の行 為で あるに過 ぎな

い。 化学 工業 や装 置 工 業 に あっ て は投資 の意思 決 定 こそ 利益 の源泉 で あ

る。 投 資 の意 思 決 定 が 拙 劣 な らば、 オ ペ レーシ ・ン の改善 で は とて も救

え な い とい うの が化 学 工業 の宿 命 で ある。 に もか か わ らず、 今 まで の わ

が国 化 学 工業 は他 人 の猿 真 似 や割 込 主義 が盛 ん で、 真 の競 争 は 存 在 して

い なか った よ うで あ る。 併 し、 技術 導 入 の自 由化 や資本 の 自由化 が 進 展
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す るにっ れ て、 今 の割込 主 義 や悪 不 等主 義 、 馴 れ あい主 義 は何 時 まで も

通 用 しな い だ ろ う。

産 業化 社 会 の現 在 で も、 これ か らの真 の 企業 競 争 に入 り、 今 まで の よ

うな企 業 の末 端 で の競 争 時 代 は終 焉 す るで あ ろ う。

そ うなれ ば、 企 業 環 境、 技術 進歩、 市 場 ニ ーズ、 マ ーケ ッ トの大 き さ

などにつ いて 絶 えず 情報 の収集 と評 価 、 高 度 の 情 報 処理技 術、 未来 に 対

.す る洞察 力 な どに よる投 資 の意 思決 定 能 力 が利 益 を左右 す る こ とにな ろ

う。必 要 なの は企 業 外 部 の 情報収 集 能 力 と投 資 の意思 決 定能 力 で あ る。

そ の点 今 まで の 経営 の 仕 方 と大 きな断 絶 が 予 想 され る のが今 後 の化 学 工

業 にお け る企 業 経営 で あ ろう。

●

2NIS形 成への展望

化学 工業 の 大 手は全 国 的 に製 品 のス トック ・ポ イ ン トを有 す るの が 通常

で あ り、 情報 化 社 会へ の進 展 と共 に、 注文 の選 好 に よ る多 品種 化(例 え ば

化 成 肥料)の 傾 向 の あ る製 品 もあ り、 また、 物 的 流通 の合 理化 、 在 庫 の適

正化 の ため に は、 ス トック ・ポ イ ン ト(自 家 倉 庫 及 び営 業 倉 庫)、営 業 所 間、

商 社 聞 及び 輸 送 業 者 間 に専 用 線 に よ らない 異業 種 間 のNIS形 成 がで きる

こ とが望 ま しい。 輸 送問 題 の解 法 やLPを サ ブ プ ロ グ ラム ど して組 込 ん だ

出荷 計画 の 自動 化 プ ログ ラム などの実 益 もこの ようにな って始 めて実 現される・

ろ 企業のMIS化 の展望

MISの 意味 す る と ころ は十 人十 色 で あ って、 そ の 内容 も様 々で あ る。

企業 の 中 で、 満 足 しうるMISが で きる まで には少 く とも10年 仕 事 である

と思 わ れ る の で、 中 だ るみ を恐 れ て い る。 外 部情 報 な しでMISは 考 え ら

れ ない し、 イ ン フォ ー マル 情 報 を 考 慮 に入 れ な いMISも 考 え られ な
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い。 この両 者 と も、 こ こ当分 入 手困 難 な情 報 で あ る。 前 者 は企 業単 独 で 網

羅 的 に 可 能性 に そ なえ て 情報 を収 集 し、 コン ピ ュー タで 利用 可能 にす るに

は コス トが か か り過 ぎ、 記録 済 み の磁 気 テ ー プや 磁 気 カ ー ドの 市販 やデ ー

タ ・バ ン ク の 出現 ま で待 た な くて は な らな い。

後者 の 方は 情報 処 理 担 当者 の能 力、 地 位、 信 用 及び プ ロ意識 な ど が企 業

内 に浸 透 し、 一般 化 す る迄 は とて も無 理 で ある と思 う。 また、 現 在 の コ ン

ピュ ータ価 格 及 び わ が国 の 情報 処 理技 術 の現 状 並 び に わが 国 マ ネ ジメ ン ト

の あ り方 な ど か らみ て、例 外 は あ るに して も、 そ う簡 単 にで きそ うもない 。

併 し、 化 学 工業 は 後述 の プ ロセス ・コ ン トロール な どは 割 り合 いに実 施 し

やす い業 種 な の で、 オ ペ レー シ ・ナ ル な情 報 シス テ ムは 部 分 的 に早 く完 成

す る見 込 み であ る。

4生 産 の オ ー トメ ー シ ョ ン の 展 望

化 学 工業 での オ ー トメー シ ョン化vak・ け る コ ン ピ ュー タ利用 は2つ に大 別 で きる。

1つ は プ ロ セ ス ・ コ ン トロ ール(processcontrol)で あ り、 他 は ダ イ

レ ク ト ・デ ィ ジ タル ・コ ン ト ロ ー ル(DirectDigitaiControl)で

あ るo

プ ロ セ ス ・ コ ン トロ ー ル は プ ラ ン ト運 転 の 効 率 化 を 目的 と し、 気 温 、 水

温 、 原 材 料 組 成 な ど の 変 化 とい う外 乱 に 対 し て、 人 間 能 力 を 超 え る 適 応 ま

た は 最 適 化(数 学 的 方 法 に よ る)を 意 図 す る もの で あ る。 多 分 、 これ ら の

新 鋭 大 型 設 備 に 対 して は プ ロ セス ・ コ ン トロ ー ル は 必 須 の も の とな ろ う。

そ れ は 単 に オ ペ レ ー シ ョン ・コ ス トの 節 約 に な る の み な らず 、 プ ロ セ ス の

メ カ ニ ズ ム を 理 解 し、 学 習 す る の に 大 切 な デ ー タ の収 集 と 削 減 と を 自動 化

し、 計 測 器 と プ ラ ン と の 動 作 状 態 を 人 間 に代 っ て 常 時 監 視(monitor)し

て くれ る。 而 も 制 御 モ デ ル は 決 定 モ デ ル の 性 質 を 有 し、1970年 代 に お

け る ビ ジ ネ ス ・ シス テ ム の モ デ ル は 多 分 従 来 そ の 手 続 志 向 型 性 格 を 改 め て

決 定 モ デ ル 的 性 格 を 強 め る こ と で あ ろ うか ら、 プ ・ セス 制 御 に お け る リア
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ル ・タ イム処 理的 性 格 と共 に決 定 モ デル 的 ス キ ルの 先取 りに も役 立つ こ と

で あろ う。

ただ プロ セス ・コン トロール の陸 路 は そ の よ うな技術 者 が世 界 的 に 不足

して い る こ と と、 プ ・セス制 御 技 術 に対 す る アナ ・グ技 術 者 の反 覆 や 運 転

志 向型 の技術 者(解 析 を重 視 しな い)並 び に マ ネ ジ メン トの理 解 不足 な ど

が挙 げ られ て い たが、 最近 、 ソ連 ・東 欧圏 、 中近東 産 油 国 などへ の プ ラン

ト輸 出 の応 札条件 にプ ロセス 制 御 技 術 が そ の 条件 とな る よ うに な っ て、 漸

くプ ロセス 制御 に対 す る認識 が わ が国 に も深 ま りつ つ あ る よ うで あ る○ 化

学 工業 の革 新は 前述 の 如 く非 連 続 の変 化、 変 身的 な変 化 をす る とい われ・

そ れ は現 在 の技 術 の 脱路 をつ きとめるこ とが、 それ を突破 す るア イデ ア に到

達 す ると も言 わ れ て い る。 そ うで あ れば、 コ ン ピ ュー タに よ.るリサ ー チ ・

デ ータの収 集 とメ カニ ズ ム の解折 は実 は 次 の投 資 の意思 決定 に重 要 な寄 与

を す る ことが理 解 で き よ う。 併 し、技 術 導入 型 、 運転 志 向型 の 経営 者 や 技

術 者 には案 外 そ の価値 が理解 で き な い よ うで ある。 オ ペ レ ー シ ・ン ・ギ ャ

ップ(研 究 開発 ギャ ップ や マネ ジメ ン ト ・ギ ャ ップは依然 と して 存 在 す るが)

が 日米 間 にな くなって い るに も拘 らず 、 口で は 自主技術 を云 々 しな が ら手

段、 方法 の選 択 につ いて の頭 の革 新 は そ う簡 単 には 行か ない と ころ に化 学

工 業 の悩み は 根深 い もの が あ る。

ダ イ レ ク ト,⑳ デ ィジ タル ・コ ン トロ.一ル は ア ナ ログ ・コン ト ロー ラ ー

(プ ロ セス 制御 は ア ナ ログ ・コ ン トロ ー ラーの 目標値 を コン ピュ ー タ 出力

で 自動変 更 す る 方式 で あ る)自 体 を コ ン ピ ュー タで代置 し よう とす る試 み

で あ る。 コ ン ピュ ータで 代 置 す る以上 は 制御 技術 の向上 が見 込 め な くては

な らぬ が、 そ の 辺 のつ めが プ ロセス ・エ ン ジ ニア と計 測 制御技 術 者 との境

界領 域 に あ るだけ に立 証 が ま だ 困難 で あ る よ うで あ る。 目下・2つ の フ ロ

セ ス につ い て この 問題 をテ ス ト中で 両技術 者 の断 絶 を コ ン ピ ュー タ屋 が 中

に入 っ て実 験 中で あ るとい うの が実 状 で あ る。なお、ダイレク ト'デ ィジタル

・コ ン トロール を 実施 して い る場 合 に、 プ ロセス ・コン トロール をスーパー

`
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パ イ ザ リ ー ・コ ン ト ロ ー ル(supevisorycontrol)と 呼 ぶ こ と が あ る。

こ の ス ー パ ー バ イザ リ ー ・ コ ン ピ ュ ー タ の 上 位 に オ ペ レ ー シ ョ ン ・コ ン

ビ=.一 夕 を 設 置 す る と、 三 段 階 の 階 層 シ ス テ ム(Hierarchysystem)

と な り、 相 互 に 結 線 し て 情 報 交 換 を 行 なえ ば 前 述 の プ ラ ン ト ・ マ ネ ジ メ ン ト

.イ ン フ ォメ ー シ ョン ・ シ ス テ ム と い う こ と に な ろ うo

5労 働 ・教 育 問 題

化 学工 業 の 運 転者は 前述 の オ ー トメー シ ・ン化 の進展 と 共に頭 脳 労働化 ・

ホ ワイ ト・カ ラー化 す るで あ ろ う。 運 転 に肉体 労働 力 は 必 要 で な くな り、

研究 的 態度 がな くて は、 自 動運転 に際 して 費 いや され る労働 時 間 が無 駄 と

な ろ うo

労働 力管 理 で は な く して、 人 事 管 理 が大切 とな り、 頭 脳 の生 産性 を尊 ぶ

専門家管理 とそ の戦力化 が決 め手 となろ う。 それは勝れた 指導 力 と高 い ビ

ジ.ン と広 い 視 野 の裏 付 け が必 要 で あ り、 賃 金 は従業 員 に対す る誘 引 とし

て の魅 力 を次 第 に失 っ て ゆ く こ とで あろ う。

技術 革 新 と経 営 革新 の ニ ーズ は知識 の ラ イフ ・サ イク ル を著 しく短 縮 さ

せ、 生涯 教 育 の社 会施 設 や社 内 体制 を必 要 と し よ う。 そ して、 真 の専 門 家

は た こ 壼 の た こ で な く て専 門 家 な る が 故 に、 他 人 の能力 を尊重 し、 イ

ン ター デ ィ シ プ リナ リー ・チ ー ム ・ア プロ ーチ を進ん で 引 き受 け る よ う真

の専 門 家 の育 成 が 必 要 で あ ろ う。

情 報 化 時 代 に は知 識 の 収 得 は一 つ の 義務 を負 う。 それ は 知 識 を絶 えず 更

新 す るか、 あ るい は事 に臨 ん で、 自己 の知 識 は陳 腐化 して い な い か との 自

問 を忘 れ な い こ とが大 切 と なる。



●

▼

■

}.

ノ

・

層

・

.

,



冨

一67一

第5章 広
止
口 業

1産 業 の 根 底 変 化

広告 活 動 は 、商 品 ま たは サ ー ビス の供給 者 で ある広告主 が、自己 の供 給 す

る商 品 また は サ ービス の顕 在的 あ る いは潜 在 的 消 費者 に対 して 、情報(商

品 情 報)を 伝 達 す る プ ロセス で あ る。

と ころで 、 これ まで の広告 活 動 は 、広 告産 業 の産業規 模 を示 す 日本 の広

告 費 が 、広 告 媒 体 の 取引 金額 だけ で構 成 され てお り、情報 の加 工 ・組立 に

よる付 価 価 値 生産額 が全 く含 まれ てい ない ことに も明 らか な よ うに 、主 と

して、情 報 の流通 面 、つ ま りマス ・メデ ィア に のみ関 心 が示 され てい た。

そ れ は 、広 告 活 動 が 、 マス ・コ ミ ュニケ ーシ ョ ン とい う制約 のた め 、そ の

第1の 目的 を 、一 定 コス トで どれ だ け多数 の消 費者 に情報 を伝達 し うる か

とい う側 面 に重 点 をお か ざる を得 なか っ たか らで ある。

しか し、工 業 化 の進 展 に よる高度 大 衆 消 費社 会 の成 立 は 所得 水準 の 向上

に よる消 費欲 求 の多 様 イヒに対 応 して 、商 品 生産 の形態 を、 プ ロダク ト ・オ

リエ ンテ ツ ドか らマ ーケ ッ ト ・オ リエ ンテ ツ ドへ と転換 させ るに至 ってい

るが 、そ の結果 、情 報 の伝 達 の プ ロセス に お い て も、 これ ま での ように、

一 定 コス トで、 どれ だけ 多数 の消 費者 に情 報 を伝達 し うるか 、 とい う カバ

レ ー ジ重 視 の広 告 活 動 か ら、前述 した、送 り手 の伝 え た い と欲 す る情 報 と

受 け手 の知 りたい と と考 え る情 報 との間 の ギ ヤ ツプを埋 め るた め 、素 材 と

しての 商 品情 報 を完 成 品 と しての広告 情 報 に変換 す る、情報 の 加工 ・組 立

の プ ロセス に広 告活 動 の重 点 が移 ってい る。 そ して、 いわ ゆ るポス ト ・イ

ンダス ト リアル ・ソサ エ ティ と して の情 報 化 社 会 の成立 は 、 この傾 向 を よ

り一 層急 速 に進 展 させ るで あろ う。

何 故 な らば、 工 業 化社 会 にお け る消費 財 市場 の特 色 は マス ・プ ロダ ク シ
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ヨンの対 象 とな るマス ・マ ー ケ ソ トとマ ス ・プ ロダ ク シ ョン以 外 の 生産 物

いわ ゆ る高級 品 市場 とに2分 され、 前 者 が主 体 とな って い た とこ ろに あ る。

つ ま リ工業 化社 会 に おけ る消費 集団 は、 不特 定 多数 の大 衆 と、 特 定 少数 の

エ リー トとの2つ しか存 在 して い な か った とい え よ う。

しか し、高 度工 業化 社 会 、さ らに ポス ト ・イン ダス トリア ル ・ソ サ エテ

ィに おい ては、 第一 に所得 の絶 対 額 の上 昇 、第2に 所得 の相 対 的 格 差 の縮

少 、 第3に 「分相 応 意識 」か ら 「人並 み意 識 」へ とい う価値 感 の変 化 、第

4に 情 報 化 に よる欲 求 の多様 化 、等 々 の要因 に よ つて 「特 定 多数 の消 費者

集 団 」が多数 存 在 す る市 場 へ と市 場 の構造 を根底 的 に変化 させ るに到 って

い る。 この ことは・ 生産 の側 か らみ れ ば ・ あ る特 定 の集 団 を対 象 と した マ .

ス ・プ ロ、つ ま り 「工芸 品 の マス ・プ ロ化 」ま たは 「受 注 生産 の 計画 化 」

が可 能 とな った とい うこ とで あ るが 、 これ を広告 の問題 と して と らえ れ ば

これ ま では不 特 定 多数 の カバ レー ジだけ を重 視 す れば よか ったの が、特 定

多 数 集 団 の セ グメ ン トと セ グ メ ン トさ れ た特 定多数 集 団 に伝 達 す る情報 の

加工 ・組 立 が重 要視 され る とい う こ とに な る。

この よ うな、 カバ レー ジ重 視 の広告 活動 か ら、情 報 の加 工 ・組 立 の プ ロ

セス を重 視 す る広告 活 動 へ の変 化 は 、 さ らに 、 テ レ ・コ ミュニ ケ ーシ ョ ン

の技術 革 新 に よ る媒 体 自体 の変化 に よ って、 よ り一 層促進 され る で あろ う。

同軸 ケ ーブ ル、 ミ リ波 、 レーザ ー、 あ るい は電子 交換 機 な ど、通 信 手段 の

技術 革 新 は 、 コ ン ピ ュータの 発達 と結合 して、 これ ま で の ブイ ー ドバ ック

不能 の ワ ン ・ウエイ ・コミュニケーシ ョン で あ るマス ・コ ミ ュニ ケ ーシ ョ ン

を、 フィ ー ドバ ック のル ープ を持 つ ボス ・ウエ イある いは マルチ'ウ エイ の

パ ーソ ナル.コ ミュ ニケ ーシ ョ ン ど同 じパ タ ー ンに変 え るで あろ う。 同時

に、 これ ま で の マス ・コ ミ ュニ ケ ー シ ョンで は不 可 能 で あ った 必 要 な情報

を、 必要 な時点 に、 必要 な相 手 に伝 達 す る とい う送 り手 の受 け 手 選択 、 あ

るいは 受け 手 の送 り手 ま た は情 報 の選 択 が可 能 とな るで あろ う。 さ らに テ

レ ビ電話 や ホ ーム ・プア ク シ ミリの実 用 化は 、 印刷 メデ ィ ア の特 色 で ある

●

,

σ
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情 報 の記録 性 と電波 メデ ィア の特 色 で ある速 報 性 、臨場 感 、迫 真 性 、 ドラ

マ性 な どを同 一 メデ ィア に よ つて実現 す る こ とを も可能 と してい る。 した

が って、 情報 化 社 会 にお け る マス ・コ ミ ュニケ ー シ ョンの メデ ィ アは 、大

衆 に対す る情報 伝 達 とい う基 本 的 な特 質 を保持 しな が らも、 これ まで の一

方 向型 情 報 伝達 は双 方 向型 へ 、不 特 定多 数 の カバ レー ジ重 視 か ら、特 定 多

数 の セ グメ ンテ ーシ ョ ン重視 へ 、 新聞 、雑 誌 、 テ レビ、 ラ ジオ とい つた分

化 したチ ャ ン ネルが テ レ ビ電 話 、 ホ ーム ・プア ク シ ミ リとい った統 合 され

た チ ャ ン ネル に な り、 さ らに教育 、娯 楽 、報 道 、広 告 とい った機 能 の併 存

が 情報 の選択 性 と機 能 の専 門 化 が 強 ま る ことに よ って 、そ れぞ れ の機 能毎

に特化 す る とい った方 向 へ と変 化 す る こ とに よ って、特 定多数 との間 に ブ

イ ー ドバ ッグ ・ル ー プを もつ た マス ・パ ーソナ ル ・メデ ィア に変 質 す るで

あろ う。

そ して、 この メデ ィア の変 質 は 、情報 の加 工 ・組立 機 能 の重 要 性 を ます

ます強 め る結果 とな り、 広告 産 業 の根 底 は 、 メデ ィア ・オ リエ ンテ ツ ドか

ら情報 オ リエ ン テ ツ ドへ と変 質 す るで あろ う。

2産 業 の 変 貌

2.1機 能 の根 本 的 変 質 と新 機 能 の付 与

広 告 代 理 業 の そ もそ もの機 能 は 、ま ず・ 新聞 社 ・ ま たは雑 誌 社 の広告

ス ペ ース の販 売 機能 の 代理 に あつ た。 次 い で、広 告主 の依 頼 に よる広 告 ス

ペ ース の購 買機 能 の 代理 を行 な うよ うにな り、 広告 ス ペ ース に関 す るブ ロ

ー カ ー機 能 を備 えるに到 った。 この段 階 までが 、19世 紀 末 か ら20世 紀

前 半 の間 の広告 代理 業 の 機能 の全 てで あ った とい つて よい で あろ う。

戦 後 も、 昭和20年 度 か ら30年 代 の前半 にか け ては 、民放 ラ ジオ 、 テ

レ ビとい う新媒 体 の 出現 に よる産 業規 模 の急 テ ン ポの拡 大 に対 処 す る のに

追 われ 、いぜん としてメディア ・エイジェンシー 的機 能 が強 か った が・ 昭和30

年 後半 か ら、 日本 経済 が 復興 期 を終 り、 高度 成 長期 に入 る と と もに 、 いわ
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ゆ る マ ーケティング'ブ ームが生 じ、広 告 代理 業 の機 能 は 、従 来 の媒 体取 引

に加 え て、広 告 主 の セールス'プ ロモーシ ョン活動 に 関す る 、計 画能 力 、広

告 表現 の制 作 能 力 を サ ー ビス す る とい う。 広 告 主 の広 告 活動 の代 理機 能へ

と変 質 す るに至 った。 い わ ゆ るア ド・エ イジ ェ ン シ ーか ら、 マ ーケテ ィ ン

グ ・エ イジ ェ シ ーへ の変 質 で あ り、 メディア ・サ イ ドのエイジエンジ ーか、

スポンサー ・サイドの エ イ ジェ ンシ ーか とい う論 議 が盛 行 した時 期 で ある。

現在 、 ア メ リカにお け る広 告 代理 業 は 、 メデ ィアの販 売 機 能 は メデ ィア

・レ ップ と して独 立 して い るた めに 、広告 主 の広 告 活動 代理 機能 が主 体 と

な つてい る。 日本 に お い て もア メ リカ と同様 に、 広 告主 の広告 活 動 代理 機

能 が広告 代理 業 の メイン機能 とな つてい るが 、業 界状況 が ア メ リカと著 し

く異 な るた め に、依 然 と して 、 メディア'ブ ローカー機能 も、広告 代理 業 の

重 要 な機 能 と して残 され てい る。

しか し、前 述 した メデ ィア ・オ リエンテ ツ ドか ら情 報 オ リエンテ ッ トへの産

業の根底 の変 化 は、 広告 代理 業 の機 能 を根 本 的 に変 質 させ よう と して い る。

情報 化社 会 に お け る広 告 活 動 の主 要課 題 は 、 マス'コ ミニュケーションの

プ ロセス に おけ る、情報 の送 り手 と受 け手 の間 の ギャ ッ プを埋 め る こ とに

あ り、 それ は 広告 主 の 生産 す る素 材 と しての商 品 情 報 を加 工 ・組立 して、

消 費者 の 必要 とす る完 成 品 と しての広 告情 報 に変換 す る こと で あ る。 しか

し、す でに広 告 代理 業 に要求 され てい る機 能 は 、商 品情 報 の広 告 情報 へ の

ち

変 換 だ け で な く、 同 時 に、 消 費者 が 素材 と して、 生産 す る消 費者 情 報 を加

工 ・組立 し、完 成 品 と して の マ ー ケテ ィ ング情 報 に変換 して広告 主 に伝 達

す る機能 もまた 、 きわめ て重 要 な広告 代理 業 の機 能 とな りつ つ ある。従 っ

て、情 報化 社 会 に おけ る広 告 代理 業 の機 能 は、 素 材 と して の 情報 を完 成 品

と して の情報 に 、加 工 ・組立 し、流通 させ る とい うマス ・パ ーソナル コ ミ

ュニ ケ ー シ ョンの プ ロセス に おい て、 広告 主 が素 材 と して生産 した商 品情

報 を広告 情報 に 変換 し、 消 費者 が素材 と して生産 した情報 を マ ー ケテ ィ ン

グ情報 に変換 す る とい う 「コ ンバ ータ機 能 」が主 体 とな るで あろ う。 そ し

e
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て これは 、従 来 の広 告 代理 業 の 機能 が 、 メデ ィ アの取 引 、 あ るい は 、広 告

活 動 の一部 代行 とい った機能 で あ った のに 対 して、 それ と全 く異 る、情 報

化 社 会 にお け る新 しい、 そ して最 も重 要 な広告 代理 店 の 機能 で あ る とい え

よ う。

ところ で、広 告 代理 業 が情 報 の コ ンバ ータ と しての機 能 を十分 に果 たす

た めに は、 多 くのサ ブ機 能 を シス テ ム と して企 業 体組 織 の中 に、 ビル ト ・

イン させ る ととが必要 で ある。

そ れ らのサ ブ機 能 は 、従 来 の媒 体 管理 機 能 に加 えて 、研 究 ・ 開 発'調

査 ・分 析 ・プ ラン ニ ン グ ・ク リエ イ テ イ ヴ ・ネ ッ トワ ークな どの諸 機能

で あるが、 問題 は、 そ れ らの諸 機 能 が コ ンバ ータ機能 の サブ機 能 と して シ

ス テ ム化 され る ことで あ る。

つ ま り、 これ らの サブ機 能 は 、そ れ ぞ れ が単独 に存 在 し、機 能 す る だ け

では 、 これ ま での広 告 代理 業 や 、 プ ロ ダク シ ョン、研 究 所、 コ ンサルタント

とい った類 の活動 と何 等異 る ところ は な く、む しろ、 性能 とい う面 か らみ

れ ば 、幾 つ もの サ ブ機能 を併存 さ せ る よ りも、 そ れぞ れ の機能 ご とに 、独

立 の企 業体 と して特 化 した方 が、 は るか に 、性 能 もよ く、効果 的 で あ る。

しか し、広 告 代理 業 の コ ンバ ータ機能 とは、 これ らの サブ機 能 を寄 せ集 め

る と とに よ つて成 り立 つ の で は な く、 そ れ らの サブ機能 を素 材 と しての情

報 を商 品 と して完 成 させ るた めの情 報 の加工 ・組立 の プ ロセス に 、 シス テ

ム化 す る こ とに よ つて成 り立つ 機能 で あ る。 そ の意味 か らは 、 これ らの サ

ブ機 能 の うち最 も重 要 な役割 を果 す の は 、 ネ ッ トワーク機能 で あ る とい え

よ う。

情 報化 社 会 とは 、 ある意 味 では 、 ネ ッ トワ ーク社会 で あ る とい え る。 そ

こで は、情 報 を、 よ り早 く、 よ り的 確 に収集 し、処 理 し、伝 達 す る ネ ッ ト

ワ ーク機 能 が不 可欠 で あ り、 それ は 自 らの ネ ッ トワ ークの質 と量 、 そ して

他 の ネ ッ トワ ーク との 有 機的 な結 合 性 とに よ つて成 り立 つ もの で あろ う。

そ して、 同質 の ネ ッ トワ ーク機 能 の分 野 では 、優勝 劣敗 の淘 汰法 則 に よ っ
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て 、激 しい競 争 が行 なわ れ るで あろ う し、異 質 の ネ ッ トワ ーク相 互 間 に お

い て は、相 互 に機 能 を補完 し合 う ネ ッ トワ ークが形 成 され る のが 、情 報 化

社 会 で あろ う。

従 って 、広 告 代理 業 におい て も、特 定 の情 報 分 野 に特 化 した ネ ッ トワ ー

ク機能 や 、特 定 の機 能 に特 化 した専 門 家集 団 を シス テ ム化 す るネ ッ トワ ー

ク機 能 な どが 、 コンバ ータ機 能 の性能 を保 証 す る最 も重 要 な サ ブ機能 の一

つ とな る で あろ う。 t

5NIS形 成 へ の 展 望

広 告 代 理 業 が あ る情報 分 野 に特 化 した ネ ッ トワ ーク をサ ブ機 能 と して も

つ 、情 報 の コ ンバ ータ と して機 能 す る場 合 、当然 、NISの 形 成 がそ の前

提 とな る。

現 在 で もす で に、 一商 品の広 告 活 動 の プ ラ ンニ ン グを行 う場合 にお い て、

必要 とされ る情 報 は、経 済 情報 とい う側 面 に限 って み て も、国 民経 済 レベ

ル 、個 別産 業 レベ ル、 個 別企 業 レベル、 個 別商 品 レベ ル のそれ ぞ れ の レベ

ル にお け る情報 が 必要 で あ る。 も ちろん 、 各 レベ ル の全 て におい て、同 質 、

同量 の情報 が必 要 とい う訳 で は な く、広 告 す べ き商 品 とそ の広 告環 境 とに

よ つて異 る こ とはい うま で もない が 、 しか し、特 定 レベ ル の情 報 は全 く必

要 が な い とい う こ とは あ り得 ない。

一 方 、 各情 報 レベル に おい て、 その レベ ル にお け る情 報 を発生 させ る、

あるい は利用 してい る主体 は 、国 民経 済 レベ ルに お い ては政府 で あ ろ う し、

産 業 レベ ルで は 行政 各省 や 、金融 機 関 や各 種 業 界団体 、 労働 組合 な どの 資

本 、労 働 で あ ろ う し、企 業 レベ ル では 、 もちろん 各企 業 で あ り、商 品 レベ

ルで は 、消 費者 で あろ う。

した が って、 これ らの全 て の レベ ル にお い て 、 必要 とす る情報 を広 告 代

理 業 が全 て独 力 で集 め る ことは不 可 能 で あ り、 それぞ れ の情 報 レベ ル に特

化 した情 報 ネ ッ トワ ーク を利 用 す る こ とが最 も効 率 的 で あ る こ とは い うま

▼
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で もない。

従 って 、広 告 代 理業 と して は商 品 レベル の情報 ネ ッ トワ ークに特化 す る

こ とに よ って 、各 レベル の情 報 の ネ ッ トワ ーク と してのNISの 有 機 的 な

一 環 をな す ことが最 も効 率 的 で ある。

しか し、 この 場合 、 最 も重要 な ポ イ ン トは、 情報 の標 準 化 、規 格 化 の問

題 で あ る。 情報 の特 質 は 、 そ れを利 用 す る者 に と つては 、 常 に素 材 で あ り、

部 品 で あ る と ころに ある とす れば 、部 品 と して の情報 の互換 性 を 高 め る こ

とが 、全体 と しての効 率 を高 め る キ ー ・ポ イ ン トで1あ り、NISの 最 大 の

課題 で あ ろ う。

と りわけ 、広 告 の ように、そ の ま ま では数 量 化 し得 な い、 人間 の社 会 活

動 、文 化 創 造 、 生活 行動 の全般 に関 しての情 報 を多量 に 必要 とす る産i業 に

お い ては、 例 え ば、 シ ソ ー ラス の よ うな形 での情 報 の標 準 化 、規 格 化 が早

急 に必要 で あ る。

鵬

4業 界 の 体 制 変 化

産 業 の根底 が メデ ィア ・オ リエ ンテ ッ ドか ら情報 オ リエ ンテ ッ ドへ と変

化 し、 コ ンバ ー タ機 能 が広 告 代理 業 の最 も重 要 な機 能 とな る 亡 とに よ って、

情 報 化社 会 にお け る広告 産業 の業 界体制 は、 根本 的 に変 化 す る で あろ う。

そ の変化 は 、 主 と して次 の3つ の面 にX・V－て顕著 に現 われ る もの と考 え

られ る。

第1は 、機 能 の特 化 とい う面 で あ る。 工 業生 産 の高度 化 の プ ロセス が示

す よ うに、工 業 の高 度 イヒは、最 終 生産 物 に組 み 込 まれ る部 品 点数 の増 加 と

各 部 品 の加 工 精 度 の函数 で あ る とい うこ とが で き よ う。 そ して、 高 度工 業

化 社会 が、 ア ポ ロに 象徴 され る組立 産 業 に 代表 さ れ、そ れ は 、各 部 品 ご と

に特 化 した膨 大 な部品 生 産企 業 の ネ ッ トワ ーク の上 にの った、 ア セ ン ブ リ

ー業 で ある。 同様 の こ とが情 報 化社 会 に適 応 す る とす れ ば、特 定 の情報 加

工 分 野 に機 能 を特化 した情報 加工 業者 の 巨大 な ネ ッ トワ ークの上 に ア セ ン
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フ リーと しての情 報 組立 産 業 が 形成 され る ことが考 え られ る。 そ の場 合 、

素 材 と して の情 報 を加工 す る作 業 は、 本来 、 人間 の ク リエ テ イブな能 力 を

ベ ース とす る もの で あ り、小 グル ープの専 門家集 団 の集 りが 一般 的 な形 態

とな るで あ ろ う。

しか し、 そ れ らを1つ の ネ ッ トワ ーク と して機能 させ る情 報 の組 立分 野

は 、 ス ケ ール メ リッ トが最 大 限 に発 揮 さ れ る分 野 で あ り、 ネ ッ トワ ークの

質 と共 に、 そ の規 模 が競 争 の最 も有 力な 手段 とな るで あろ う。 従 って、 業

界体 制 の変化 の 第2の 面 は 、情 報 の ネ ッ トワ ーク と して のス ケ ール メ リッ

トの追 求 で あろ う。

第3の 面 は、情 報 の生産 ・加工 ・組 立 ・流通 の全 てに関 しての パ ッケ ー

ジ化 で あ る。 情報 化社 会 にお け る広告 情 報 に対す る需要 は、 生活 の 全 体系

一 価 値観 、 行動 様 式 な ど一 に か か わ る、 「生活 イ メ ージ情 報 」、 「生

活 環 境 イ メ ージ情 報 」な どの分 野 と、 ル ーチ ン化 され た 日常 生活 にお け る

購 買 行動 に関係 す る、 「買物 情 報 」とが 、か な り明確 に二 極 分 化 す る もの

と考 え られ る。 そ して、 高度 の情 報 加工 、組立 の技 術 を 必要 とす る分 野 は 、

前者 で あ り、後 者 に関 して は 、情 報 の加 工 ・組立 よ りも、 必 要 な受 け手 に

必要 な情報 を的確 に伝達 す る と い う、伝 達 技術 が主体 とな る。従 って、

「買物 情報 」の分 野 に おい て は 、例 え ば 、ス ーパ ース トアが 、一 定 の エ リ

ア内 の消 費者 に対 して、 電話 回線 に よ リホ ーム ・プアク シ ミ リで 、 常時 、

情 報 を提 供 す る とい う よ うな 形態 の、 自 らの生産 した情 報 を簡 単 に加 工 し

た だけ で 、 自 ら流 通 経路 を通 して直接 消 費者 に伝 達 す る とい う、情 報 の生

産 ・加 工 ・組 立 ・流 通 が パ ッケ ージ化 され た、 ロー カル'コ ミ ュニ ケ ーシ

ョ ン ・ネ ッ トワーク が多数 形成 さ れ るで あろ う。

以上 の ような業 界体制 の変 化 は 、当然 、現 在 す で に進 展 しつ つ あ る、系

列 化 、 グル ープ化 の傾 向 を国 際的 な規 模 で 、 よ り一 層進 展 させ る であ ろ う。

また、 業界団体 の役割 も、 これ までの親睦 団体 的な役割か ら、現在、 多 くの業

界団体がそ うで あるような調整団体的 な役割へ と大 き く変化するものと考えられる。

乙

■

8
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第6章 繊 維 産 業

θ

、

1は じ め に

合 繊 産 業 は こ こ10数 年 急 速 な る伸 長 を見 た が繊 維 産 業 を全体 と してみ

る と、そ の成 長度 は 他産 業 に くらべ て 必ず し も高 くは な く、加 え て後 進 国

の進 出 も急 激 で あ る。 この ことは 、5年 ～10年 後 に期 待 され る産 業構 造

の高 度 化 の中 に あ つて 、業 界全 体 が 大 きな脱 皮 を必要 と して い る こと を意

味 す る。そ の方 向 は一 般 に

(1)国 際 的企 業規 模 へ の拡 大 と原料 面 へ の発展

(2)プ ア ッシ ヨ ン化 と画一 化 が同時 並 行的 に起 る で あろ う消 費傾 向 の 変化

への即 応

(3)加 工 お よび流通 機 構 の近 代化 、大型 化

(4)自 動 化 、 コ ン ピ ュータ化 に よる労 働 力 の節 減

⑤ 市場 の国際 化 お よび 資本 提 携 等 を含 む国 際企 業 化等 に集 約 され て い る。

等 に 集約 され て い る。

情 報化 の た め の有 力 な武 器 と しての コ ン ピュー タ化 は、 経 理 処理 等 の事

務処 理 か ら活 きた管 理 情 報 へ の発 展、 技 術計 算 へ の広 汎 な適 用 等 が起 りつ

つ あ り、 また、 加 工 ・縫 製 ・流 通 等 の分野 で も逐 次 コ ン ピュー タが 浸透 し

てい る段階 に ある とい え る。 さ て、 情 報 化 への 進 展 が業 界 の 変 化 に与 え る

影響 は、 原料 ・素 材 の 工程 ・紡 織 ・加 工 ・流通 の 段階 に よ り一 様 で ないが、

広 範 囲 かつ 甚 大 で あ る こ とは 確 実 で、 産 業 と しては、 情 報 イヒを武 器 と して

活 用 す る姿勢 が 必要 で あ ろ う・

2産 業 の根底 の変化

2.1生 産指向型か ら市場 指向型へ

生産指向型 か ら市場 指向型 への変化は各産業を通 じ強 く認識 されつつ
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あるが、繊 維 産 業 に おい て も、

① 天 然繊 維 ・レ ー ヨンを 中心 とす る生 産 指 向 の時 期

一市場 指 向 は小 売 ・縫 製 ・染 色等 消 費 に近 い段 階 で部分 的 に行 な

われ 、 メ ー カ ーは 中間 原料 と して の繊 維 の"売 り放 し"を 主 体 とした

生産 指 向 の時 期 。

② 合 繊 の開発 と商 品 多様 化 傾 向 の時 期

…… ナイ ロン、 テ トロン、 アク リル等 合繊 の開発 に よ り、 メ ーカ ー

自体 、 需 要 創造 、商 品企 画 、技術 指導 、系 列 化 に力 を注 いだ が 、本質

的 に は"需 要 が供 給 に先 行す る"部 分 的 消 費指 向 の時 期 を経 て、業 界

を一 貫 した本格 的 市場 指 向 の必要 を痛感 してい る。

一 般 的 に繊維 市場 は社 会 変 化 お よび 消 費者 価 値観 の変 化 を背 景 に次

の ような 方向 に ある といわれ るが、 プア ッシ ヨ ンは 消 費者 個 人の 力 の

み で作 られ る もの で は な い とい う意 味 で 、か か る社 会的 背景 の変 化 は

極 め て重 要 な意 味 を持 ってい る。

第6-1図 繊 維 市 場 の 変 化

(経 済社会 的要因) (消 費 者 価 値 観) (消 費 の 傾 向)

所 得 の 上 昇 〉平均的生活への指向 ノ 個性的衣 生活

＼個 性 発 揮

＼
衣料 の高級化

主婦 の職場進 出

＼物質生活への充足
楽 しみへの積極的指

バラエティに富 んだ衣 生活

画 一 的衣 生 活
/

余 暇 の 増 大

㌶欝/
(日 本 リサ ーチ セ ン タ ーlo年 後 の 国 民 生 活 よ り)

市場変 化 は 、 この よ うな需 要 の多様 化 、 ファ ッシ ョ ン化 、高級 オ リジ

ナル化 と、 一見 これに 相反 す る方 向 で あ りな が ら必然 性 を持 って並 行 的

に 進 行 してい る画一 化 、 ファ ッシ ョ ン化(既 製 服 化 等 の例)の 方 向 、 お

↓

ρ

㎏
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よび異 な った観 点 か らの表 現 と して、強 さ等 の狭義 の固有 機能 に対 す る

要 求 か ら、 よ り情 報価 値 的衣 料 品(例 え ば時 ・場 所 に応 じた イ ンテ リジ

ェ ンス等)へ の要 求 へ の変 化 が進 み つつ あ る といえ る。又 、服 と靴 の関

連 、 あるい は イ ンテ リア商 品 の例 に見 られ る よ うに、商 品 が パ ッケ ージ

と して コ ーデ ィネ ー トの感 覚 が 要求 され つつ あ る こと も需 要 動 向 の一 つ

の変 化 で あろ う。

2.2繊 維 に お け る市場 指 向の 問題 点

市場 指 向 とは 、具体 的 に は、 市場 動 向 を適確 かつ タイ ム リーに把 握 し、

これ を必要 な部署 に情報 伝 達 す る こ とに よ り、 市場 要求 を商 品 企画 に反

映 させ 、即 応 した 生産 を実 施 の 上 、 むだ な くタイ ム リーに流 通 させ る こ

とと いえ よ う。

この面 で 、 メ ーカ ーが完 成 品 まで を守備範 囲 の全 勢 力範 囲 内 に持 って

い るか又 は そ の度 合 い の強 い場 合(例 え ば家庭 電 機 、 自動 車 、化粧 品 等)

と、 メ ー カ ー以 降 完 成 品 に い た る まで の間 に何 回 か にわ た り製 品 態容 が

変 化 す る繊 維 とは か な り事情 が 異 な って い る。

繊 維 の商 品 化 の プ ロセス を機 能 、 シス テ ム として見 る と、

(消 費者)一 マ ーケテ イン グ リサ ーチ マ ーチヤ ンダ イ ジ ン グー

デ ザ イ ニ ン グ ・エ ン ジニ ア リン グー デ イス トリビユ ーシ ヨ ン

プ ロモ ー シ ヨンー 小売 サ ー ビス ー(消 費者)

とい う機能 が 存 在 す る といわ れ る・ 又、 製 品化 の流 れ は 商品 に よ り一

様 では な いが、 一般 的 モ デル と して、

原 糸 、 原綿 一 紡 績 糸 ・加工 糸 一 織 編物 一 染色、加工品 縫製品

の各 段 階 に 分 れ、 上 記 システ ム機 能 の大 部分 の機 能 が その 各 段階 そ れ

ぞ れ に必 要 、 又 は関連 し、状 況 に より組 合 わ され るのが実 状 で あ る。
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第6-2図 繊 維 商 品化 の プ ロ セス
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市場 指 向 の ため の問 題 点 を要 約 す れば 、 以 下 の如 くに な ろ う。

(a)繊 維 産 業 と しての 体 制 の 問 題

　

ア メ リ カの イ ン チ プ レ ー テ ッ ド ・コ ン バ ー タ と比 較 して 明 ら か な よ

うに、 わ が 国 で は、 原 糸 一 完 成 品 衣 料 に至 る段 階 の 企 業 規 模 が 弱 小

で あ り、 こ れ に 伴 な い 生 産 ・流 通 等 の 担 当 分 野 が 狭 く、 従 っ て 物 ・情

報 等 の 流 れ が 分 断 さ れ る 形 と な っ て い る 。

※繊維 でい うコンバー ターに は
、 インデペ ンデ ン ト・コンバーターと インテグレ

イテ ッド・コンバー ターの2種 類が ある。 インデペンデ ン ト・コンバーターが自

生地を買 って染色 ・プ リン ト等の力旺 を行な い(委 託する場合 もある)縫 製また

は生 地問屋に販 売する機能 であるのに対 し、

インチグ レイデ ット・コンバーターは紡績 ・加工 糸 ・織物 ・染色方 どを一貫 し

て(又 は大部分 を)コ ントロール し、主 と して大量商品ユーザーに対する商品企

画機能を有する ものをい う。 と くに基準 色の商品叉は工業 製品等におい て機能 を

発揮する どあいが強い とされ てい る。

'

■
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(b)生 産 工 程 、期 間 の長 い こ と。

完 成 品 衣 料 に至 る生産期 間 は物 理 的 に も半 年 以 上 を要 す る が、 総

括 的 な意 味 での企 画 で は、市場 情 報 を基 に した適切 な商 品開 発 に要 す

る時間 、 あ るい は 消費 シ ーズ ンに対応 す るた め の備 蓄 生産 に要 す る期

間 を考 慮 す る と、1年 ～1年 半 以 前 の情 報 を必要 とす る こ と とな る。

しか も消費 者 の動 向 は必 ず し も明示 的 では ない と ころに 消費 指 向の難

しさが存 在 す る。

(c)商 品 化企 画 の 必要 範囲 が よ り広汎 とな つて い る こ と。

市 場 要 求 が高 度 に な るにつ れ 、要求 への対 応 は色 ・柄 ・デザ イ ン等 、

二 次製 品 に近 い製 造 工程 に止 ま らず 、糸 ・綿 素 材 、 織物 組織 等 逐 次 前

工 程 で の即応 を必要 と し、総合 的 商 品イヒ企 画 の必要 範 囲 を よ り広 汎 な

もの と して い る。

これ らの問題 は 、狭義 の情報 化 の進 展 が主 体 とな つて改善 さ れ る と

はい え ない ま で も、社 会全般 の情報 化 へ の認 識 、 これ を駆使 す る技術

(例 え ば シス テ ム分 析 、 イ ンプ ッ トメデ ィア 、 オン ラ イ ン技 術 等)の

開発 が太 き,な改 善 の要 因 とな る こ とが期待 さ れ る。

ろNIS形 成への展望

NISの 姿 は、 生産 ・流 通 を通 じて のオ'ペ レー シ ・ナル な面 と商品化 企

画 を充 実 させ るた めの 情報 収 集 の面 とで考 え る こ とが で きよ う。 オ ペ レー

シ ョナル な情 報 も企 画 化情 報 に役 立 ち得 るの で相 互 の 関連 は あ るが、 や や

内 容 ・意 味 あい が異 な る もの と思 わ れ る。

5.1オ ペ レー シ ョナ ル 面 で のNIS

原糸 ・原綿 よ り縫 製 に至 る 生産 ・流 通 をオ ペ レー シ ョナル な観点 か ら

シス テム化 す る意 味 で のNIS化 は3～5年 の間 に順 次進 む こ とが 期待

され る。

在 庫 ・保 管 あ る いは 輸送 合理 化 の た めのNIS化 は、 当 然 この中 に 含
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まれ て考 え られ よ う。

生産 流通 のた め 必要 情報(例 え ば、原 料 ・製 品 双方 の 必要 数 量 、時期 、

品質 等)は 、現在 で も相応 の情 報 体 系 で運営 化 さ れて い るが 、最 近 各企

業 の コ ン ピュ ータ化 が進 む につ れ

・ 相 互 の情報 伝 達 の合理 化

・ 相 互情 報 を豊 富 かつ タイ ム リーにす る ことに よる生産 販 売 の計 画

化 とこれ に ともな う不 要 な資産 の 圧縮 等 の要 求 期 待 が起 りつつ あ る。

これ らの期 待 を進 展 させ るた めに は、 業務 の標 準 化(情 報伝 達 メデ ィ

ア、 コ ー ド等)通 信 回線 の整備 等 の改善 が相 当程 度 不 可欠 で あ ろ うが、

NIS形 成 の基 礎 は逐 次整 いつ つ あ る と見 られ る。

5.2商 品企 画 のた め の情報 収 集 の面 でのNIS

市 場 指向 とい う観 点 か ら最 も望 まれ るのは商 品企 画 の た めの情 報 蒐集

で あるが 、完全 の形 で の シス テ ム化 は 困難 が多 く、完 成 には 時間 を要 す

るで あろ う。 末端 消 費 を主体 に 、そ れ よ り遡 る各 段階 の市 場 動 向 を全 体

と して把 え、 指向 の方 向 を予 測 す る に当 り、単 純 なモ デル は第6-3図

の よ うに示 さ れ るで あろ う。

`

'

第6-3図 商品企画の ためのNIS
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従 来 、 この種 の 情 報 は 非 定 型 的 で 部 分 的 な もの 、あ る いは時 期 的 に

意 味 の少 い ものが 大 部分 で あ る とい え る。そ れは 嗜好 性 の強 い商 品 性格 、

流通 体制 の複雑 等 に起 因 し、極 めて抜 本 的 な問題 を含 ん でい るた め 、 こ

れ らを情 報化 す る こ とにつ い ての 期 待 も未 熟 で あるが 、 今後 繊 維 産 業 が

全体 と して 市場 指 向 を徹 底 し、 これ を基 礎 に成長 を逐 げ て行 くた め には、

NISの 形成 を推進 せ ねば な らない で あ ろ う。

近 い将 来 の問 題 と しては 、繊 維 全商 品 に期 待 す る のでは な く商 品 の性

格 を見 きわ め可 能 な分 野 を見 出す で あろ う し、叉 、原 糸 よ り完成 品 ま で

の一貫 した シス テ ム では な く特 定段 階 の間 で の シス テ ム化 が考 え られ る

で あ ろ う。

例 え ば 、高 級嗜 好 的商 品(専 門 店 が取 扱 う分 野)は 別 に して 、規 格 大

量 商 品(肌 着 ・事務服 ・作 業 服 ・カジュ アル商品 ・靴 下 ・イ ンテ リア商 品

が そ の例 で あろ う)に 一は可 能性 が大 きい で あろ う。

規 格 品 は 流通 形態 そ の もの の簡 素化 ・大型 化 が進 行 しつ つ あ り、専 門

店 とは扱 い商 品 ・顧 客 を異 に す る大 販店 化 と これに と もな うチ ェ イ ン化

が 行 われ 、系列 と して も よ り明確 な姿 とな ろ う。 従 って情 報 化 が可 能 で

＼ 、

あ る と同 時 に情報 化 が 一層大 型 化 を促進 す る作 用 を持 つ こ とに な る。 又

生産 効 率 上 、高級 嗜 好 品 で あ って も販売 の チ ェイ ン化 等 に よる工 夫 に よ

り、大 量 商 品化 され る傾 向 が あ り、先 づ規 格 大量 商 品 の情 報化 よ り手 が

け てゆ くことは将 来 に大 きな意義 を も つて くる可 能性 が あろ う。

又 、特 定段 階 の シス テム化 とは 、例 え ば 、大販 店 と縫 製 業 者 間 に お い

てNISに よる情報 定型 化 が行 われ 、そ れ以 前 の製織 等 の段 階 は この情

報 を意 思 決 定 等 に活用 す る ことは あ つて も、情報 体 系 と しては従 来 の ま

Nの 姿 で運 用 され る よ うな場 合 が考 え られ る。 原 糸 メ ーカ ー と縫 製 との

間vak・ い て だけNIS化 され る場合 も あろ うが 、色 々の形 、 組 合 せ が考

え られ る こ とに な る。

以 上 の よ うな市 場 動 向 の把 握 は完 全 な形 で の総 括 的実 現 は多 くの 困難
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が あ るだ け に、 マク ロ情 報 ・補助 情 報 の重 要 性 は極 め て大 きい。 政府 、

公共 機 関 統 計 の充実 、 あ るい は情 報 サ ー ビス 機 構 の発展 が望 まれ る。

5.5系 列 化 の 変 貌

情 報 化 が進 む につ れ、 情報 が持 つ 意 味 、役立 つ度合 は 、従 来 とは次 元

を異 に した もの とな り、 これ に対 す る価 値評 価 も大 き く変 化 しよう。 従

来 の系 列 要 因 で ある資本 ・資金 ・人材 ・個 有 技術 等 に加 え情 報 系列 が新

た な 要因 と して ク ローズ ア ップ され る可 能 性 が大 きい。 特 に流 動 しつS

あ る繊 維 系列 は他 産 業 に比 し、情 報化 を通 じ系 列 の改善 ・統合 が進 め ら

れ る余 地 が大 きい といえ よ う。

これ ま で の メ ーカ ー(主 と して素 材)、 商社 等 の系 列 に加 え、今 後 の

情 報 化 の進展 に よる系列 の変貌 の形 は 商 品 別 、段 階別 に極 め て多元 的 で

あ ろ う。情 報 化 が 比較 的 可 能 な規格 大 量 商品 分野 では そ れぞ れ情 報 化 の

拠 点 と して意欲 を持 っ てい る こ とが 考 え られ る。

小 売 段 階(大 型化 に よ り大 販 店 の 形 を とる)消 費者 の 姿 を正 確 に把 握

す る拠点 と して重 要 な意 味 が あ る。

縫 製 段 階(工 程 が 自動 化 され る と と もに集 約 化 ・大型 化 さ れ る)

生産 段階 と して最 終 消 費 に 直 結 す る位 置 に ある。 消 費者 指 向

と して重 要 な意 味 が ある。

総 合 商 社 一 総合 的 全体 情 報 把 握 の 位 置 に あ る・ 国 外情 報 につ い て も

拠 点 の位 置 に あ る。 情 報 コ ンバ ー ジ ョ ン機能 も重 要 と思

わ れ る。

素 材 メー カー 一 商 品 化 の 出発 点 と しての 位 置 にあ る。 商 品企 画 力 と

して重 要 な拠 点 で あ る。

実 際 には 、商 品 性格 の パ タ ーンを 認識 した上 で 、そ れぞ れ の特 性 に従

い、 これ ら各 段 階 の協 力 に よ り部分 的情 報 化 よ り逐 次進 行 す ると考 え る

べ きで あろ う。

膚

魯
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4企 業 のMIS化

そ れ ぞ れ の企 業 は 自 らの状況 、 弱点 、 効果 を分 析 の上 計画 実施 管理 の情

報 を充 実 し、意 思 決 定 に役立 たせ る方 向 に努 力 を傾 け てい るが、 現在 お

よび 近 い将 来 に期待 され る方 向 は次 の如 くで あろ う。

(1)オ ペ レ ーシ ヨナ ル な段 階 に お け る企 業 間情 報 の総合 化 と迅速 化 。

(2)中 間管 理 者 に対 す る管 理 情報 の体系 化

(3)計 画立 案 面(特 に需要 予 測 、商品化計颪 輸送、 生産、 販 売 等 の 計画te

よび特 定の プロジ ェク トに対 す る プ ロセス 解 析等)vak・ け るOR、 シ ミュ

レ ーシ ョ ン等 の活 用

(4)商 品企 画 、特 許 、 人事 情 報面 にお け るIRの 活 用

これ らが一 定 の 水準 に達 した場 合 、相 互 に結 ば れ て い る企 業 間情 報 の

迅 速 化 、 正確 性 の 向上 が よ り認識 され るで あろ う。

なお 、急速 に進 む企 業 の多 角 化 に と もない、子 会社 、海 外 合弁 企 業等

の状況 把 握 のた め の情 報化 はMISの 観 点 か ら緊 要 な もの とkろ う。

5生 産 の オ ー トメ ー シ ョ ン 化

情 報 の即 時 的 活用 、労 働 力不 足 、機械 コス トの低 下等 の要 因 か ら生産 面

の オ ー トメー シ ョン化 は 次 の 分野 を始 め と して急 送 に進 む で あ ろ う。

ω 主 と して原 料 段 階 に お け る プ ロセス監 督 と運 転 管理

t2)原 糸 原綿 一 縫 製 に至 る各 段 階 にお け る生産 管 理 と倉 庫荷 役 労 務

(3)主 と して製 織 、加 工 、縫製 段 階vak・ け る 自動 設 計

(4)カ ラ ー マ ッチ ン グ、柄 出、 自動 縫製 等 が考 え られ る。

6業 界 団 体 の 変 質

関連業界団体 が多 くに細分 され ているだけに、産業全体 の情報化 とい う
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点 か ら密 接 な連 繋 に よる情 報 の集 約イヒが望 まれ る。 特定 の情 報 に つ い ては 、

情 報 セ ンタ ーの設 置 も期 待 さ れ よ う。

各 個 別企 業 の立 場 か らは非 効 率 と思 われ る各 種 共通 情 報 、 例 え ば全 般 的

統 計資 料 に つ い ての コン ピ ュ ー タ に よ る総合 情 報 蓄積 と伝 達 が期待 され

よ う。 また 、情報 化 の前 提 と して極 め て重 要 な各 種 の標 準 化 につ い て積極

的 な機 能 を発 揮 す る こ と も期 待 さ れ る。

7人 材 の 教 育 ・育 成

人材育成 ・教育等 の問題は情 報化推進 の根源で ある。 又、情報担当者 は

専門家 で あると同時 に各業界、各社 に共通 の能力で あり、かつ当分 の間不

足 であることは明 らか で ある。その意味 での専門家の処遇 、管理等は大 き

な意 を用い なければ な らない点で ある。 これ ら人材 に関す る問題 は業界個

有 の問題 ではな く全体 を通 じての共通問題で あろ う。

●

、
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第7章 鉄 鋼 業

■

⑨

乃

4

1は じめ に

鉄 鋼 業 は、 巨大 な装 置産 業 で あ る。 一 つ の工 場 の最低 適 正規 模 は、 粗 鋼

生産 量1,000～1,200万 トン/年 といわ れ 、 最 近更 に大 型化 の傾 向 にあ

る。 従 って 、企 業 の規 模 と組 織 は 巨 大 か っ複 雑 で あ り、 設備 に 巨額 の 投 資

を必 要 とす るか らに企 業 を 運営 す るため に は、膨 大 な 内外 情報 を総 合 的 に

活 用 しな けれ ば な らない。 ・

又 、鉄 鋼 業 は 、 中核 と な る親 企 業 と、 これ を 取 り巻 く多 数 の系 列 や 下 請

企 業 か ら成 る、 い わゆ る企 業集 団 と し て営 まれ てお り、 全体 的 な最 大 効 果

を挙 げ るた め に は 、集 団 内 にお け る情 報 の相 互 交 換が 必 要 で あ る。

他 方 、ユーザ ーの要 求 は、 製 品の 材 質 、形 状 、 流 通面 等 、 あ らゆ る点 で多

様化 しつ つあ り、激 しい 競 争 に打 ち勝 つた め には 、鉄 鋼 を 多 量 に使 用 す る

産 業 や新 しい鉄 鋼 需要 産 業 の動 向等 、 市 場情 報 や 技術 情 報 が益 々重 要 とな

っ てい る。

この よ うに、 鉄 鋼 業 の 発展 に伴 っ て、必 要 とす る情 報 は 飛 躍的 に増 大 す

る反 面、 社 会 の情 報 化 の 進展 に伴 い 、鉄 鋼 業 自体 が 変 貌 を 余 儀 な くされ る

面 も少 な くない。 以 下 与 え られ た チ ェ ックポイ ン トに従 っ て、 鉄 鋼 業 にお

け る情報 化 の進 展 とそ の影 響 に つい て検討 してみ たい。

な お、 一 口 に鉄 鋼 業 とい っ て も、 一貫 メー カ ーか ら平電 炉 メ ー カー 、 更

には単 圧 メ ー カー や伸 鉄 メ ー カー と、 その 業態 や規 模 は様 々 で あ り、 一様

に論 じ難 い の で、 こ こで は一 貫 メ ー カ ーを 中心 とし て述 べ る こ と とす る。
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2鉄 鋼業の根底の変化

戦 後、 我 が 国 の 鉄鋼 生 産 量 の 伸び は 、 誠 にめ ざ ま しい 。 特 に過 去10

年 間 に、 フ ラ ンス 、 イ ギ リス、 西独 を抜 い て、 昭和39年 度 には米 国及

び ソ連 に次 ぐ世界 第3位 の 鉄 鋼 生 産 国 とな った。 本 年 度(昭 和44年 度)

の 粗 鋼生 産 量 を8,600万 トン と見 込 め ば、 昭和40年 度 以 降 の 生産 伸

率 は、 実 に年 率23%に 達す る。 更 に昭和45年 度 も高 い 成 長 を続 け る

こ とが 確 実視 され てい る。

これ は、 我 が 国経 済 界、 特 に産 業 界 の逞 ま しい成 長 力 に負 うこ とは い

うまで も ない が、 鉄 鋼 業 界 に おけ る積 極 果 敢 な設 備投 資 が 今 日の盛 運 を

招 来 した と もい え よ う。

従 来 、鉄 鋼業 界 にお け る設 備 競 争、 シェ ア競 争 を非 難 す る声 は、 決 し

て低 くは な か っ た。 事 実 、 鉄 鋼 各 社 は 、鉄 鋼 需 要 予測 に必 らず し も拘泥

す る こ とな く、 体 力 の許 す限 り、 鋭 意 、新 鋭 製 鉄所 の建 設 を急 ぎ、 旧設

備 の 強化 に 全力 を挙 げ て きた の で あ るが、 幸 い に し て、 建 築 、 土木 、 自

動 車、 造 船 機械 等 を主 軸 とす る、 予 測 をは る か に上廻 る 国 内需 要 と海外

需 要 に支 え られ て、 需 給 バ ラ ンス は二 堅 調裡 に終始 して 今 日に至 った。

今 後 も当分 は 一 少 な くと も昭和40年 代 は 一 鉄 鋼 各 社 に とっ て、

設 備投 資 に よ る生 産 の 拡大 、 即 ち シェ アの維 持 ・拡 大 が 経 営 の最 大 目標

とさ れ よ う。 換 言 す れ ば 、 今 後10年 前 後を 限 っ てい えば 、 鉄鋼 業の 根

底 は、 生産 指 向型 で あ る とい え よ う。

勿 論、 生産 指 向型 とい って も、 市 場動 向 に頓 著 す る こ とな く、大 量 に

生 産 す るだ け で よい もの で ない こ とは、 い うまで もない。しか し、 計 画経

済 や統 制 経済 下 に おい ては 兎 も角 、少 な く とも 自由経 済 下 に お け る限 り

は 、ユーザーや需 要 の動 向 を 顧慮 しない企 業が 永続 す る道 理 が な く、 この

意 味 におい ては 、 あ らゆ る産 業 や企 業 は、 そ もそ も、 市場 指 向 型 であ る

とい うべ きだ か らで あ る。

■

●

●
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現 に、鉄 鋼 の 多量 消費 産 業は 、 微妙 に変 遷 しつ つあ る し、近 い将 来 に

お け る変化 の徴 候 が現 わ れ は じめ た もの もあ る。 そ の他 、鉄 鋼 消 費産 業

の業 態 の 変化 や、 新 しい 産 業 の 出現 、 鋼材 との競 合 品 の 動 向 、 需要 家 の

要求 の変化 等 々、 内外 情 報 を絶 えず 収 集、 解 析 し て将 来 に傭 うべ き問題

は無 数 に存在 してい る し、従 来 も真 剣 に取 り組 ん で きた の であ る。

一 例 を 挙 げ れ ば 、 アル ミの 進 出 に対 抗 す るため に極 薄 ブ リキの 製造 法

が開 発 され 、 錫 の 高騰 に対 処 す る ため 各種 テインフ リー 鋼 板 が 開 発 され 、

モ 一 夕 リゼー シ ・ン時代 に応 え てガ ー ドレール を 案 出 し、 種 々 の大 型型

鋼 を 市場 に送 り出 し て土 木 建 築工 法 の進 歩 に寄与 し、住 宅 の プ レハ ブ化

を鋼 材 の面 か ら推進 す る等 、 絶 えず、市 場やユーザー の 要 請 に応 え るば か

りで な く、積 極 的 に需 要 を創 り出 した例 は 枚挙 にい とまいが ないが、これは、

自由経 済 下 に お け る企 業競 争 上 当 然 の努 力 で あ って、 情 報 化 社 会 の 進 展

とは必 ず しも直 接 に関連 の あ る ことで は ない。

た だ一 つ、 こ こで注 目すべ きは 、需 要 家 の要 求 の 多様 化 と厳 格 化 で あ

る。 元 来 、 鋼 材 は 、 一 部 品種 を除 い ては 、見 込生 産 の要 素 が 強 か っ たの

で あ るが、 最 近 、需 要家 の鋼 材 に対 す る成分 、 材質 、特 性 、 寸 法 、 形状

は も と よ り、 製 造 後 の 経 時や 納 期等 につい て要 求 が 多 様化 し厳 格 に な り

っっ あ り、 大 量 生産 商 で あ りなが ら、受 注生 産 の傾 向が 強 くな りっ つあ

る こ とで あ る。 現在 受 注生 産 の 割合 は、 全生 産 量 の ほ ぼ80%に 達 し て

い る。

一 方 、 生産 設 備 の方 は、 例 えば、 ホ ッ トス トリップ ミル は400万 ト

ン/年 、厚板 ミル は140万 トン/毎 とい った よ うに、 大 型 化 、 高 能率

化 して い る か ら、需 要 の 多様化 に応 え なが ら生産 性 を高 め る た め には、

受 注 か ら工 程管 理、 操 業 管 理 、入 出庫 管 理等 にっ い て コ ン ピ ュー タ に よ

る総 合 情 報 シス テ ムを確 立 して、 内外 情 報 を総 合的 に処 理 活用 し、受 注

生 産 であ りな が ら大 量 生 産 の 実 を 挙げ ざ るを得 な い の で あ る。

後 述 す る よ うに、 鉄 鋼 各 社 は 、現 在 、受 注 か ら製 造 販 売 に至 る過程 の 、一
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総 合 情 報 シス テ ム の樹 立 に努 力 中 であ り、 今 後 一層 シス テ ムは整 備 強化

され よ う。 将 来 は 更 に多 くの サ ブ シス テムが有 機 的 に付 加 され て、 い わ

ゆ るMISへ と化体 してゆ くで あ ろ う。 この よ うに、 鉄 鋼 業 におい て も、

市 場 やユーザーに っい ての情 報 を絶 えず収 集 、 解 析 して製 品を変 更 乃 至創

出 し、 又 、経 営管 理 に も情報 シス テ ムを取 り入 れ つ つ あ るの であ る か ら、

一 面 か らすれ ぽ 、 鉄 鋼 業 も又、 市 場 指 向的 傾 向 にあ る こ とは、確 か に疑

の ない所 で あ る。

しか しな が ら反 面 、 鉄 鋼生 産 設 備 は、 益 々大 型 化 の傾 向 にあ り、 高 炉

1本 で300～400万 トン/年(粗 鋼)の 能 力 を有 し、 一 つ の工 場 の

最低 最 適 規模 は 、 今 や、1,200～1,500万 トン/毎 と考 え るのが 常

識 とな っ てい る。 のみ な らず 、一 旦、 巨費(1,000～1,200万 トン

/年 の新 鋭製 鉄 所 の建 設 費 は約5,000億 円)を 投 じて建 設 され た 設備

は、 事 後 にお い て大 き な変 更 を加 え る ことは、 不 可 能 に近 い。 且 つ、 ひ

と度 、操 業 を開 始 すれ ば 、 鋳鋼 段 階 は も と よ り、圧 延 段階 に おい ても、

生 産 量 の 大巾 な調 節 は 、極 め て困難 で あ る。 即 ち、生 産 設 備 が 出来 た か

らには 、 否応 な く、 ほぼ 能 力 通 りに生産 し販 売 しな けれ ば な らない の で

あ る。 鋼 材 の市 況 が好 、 不 況 に よ り大 き く変 動 す る こ とは、 この 間 の事

情 を よ く物語 ってい る。

しか も、各 企 業 は、 生 産 設備 、 生 産 技術 、 生 産 品種 な らび に品質 、 生

産 コス ト等 、 あ らゆ る点 で等 質化 しっ つあ り、 経 営成 績 は、 端 的 に、 生

産 販 売 量 に よ って表 現 され るの で あ る。」'

又 、 鋼 材 は あ らゆ る産 業 の 基礎 的生 産財 で あ るか ら、 マ ス メ デ ィア に

よ る広 告 は 、販 売上 さ した る効果 が ない。

以上 要 す る に、鉄 鋼 業 に おい て も、 市 場 指 向 的傾 向 が 強 ま りっっ あ る

こ とは確 かで あ るが、 大 局 的 に見 れ ば、 基調 的 に は、 鉄 鋼業 は生 産 指 向

的産 業 で あ る と云 わ ざる を得 ない で あ ろ う。 鉄 鋼 需 要 の 高 度成 長 期 とい

うべ き現 在 な らび に今 後10年 前 後 は 、特 に 然 りであ る。

●
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5.NIS形 成 へ の 展 望

鉄鋼業 における長期経 営計画の基盤 は、い うまで もな く、鉄 鋼の長

期需要予測である。鉄鋼の長期需要を予測す るためには、内外 経済見

通 し、鉄鋼需要産業の動向、流 通過程 における鋼材 の在庫量、 技術 開

発の動 向 その他各方 面にわたる膨大な情報 を必要とする。 これ等 の情報

を適確 に入手す るためには、鉄鋼 業、鉄鋼需要産業、鉄鋼団体、 関係

官庁 の間に情報網 が形成 されな ければ ならない。一方、鉄鋼行政担 当

官庁 としても、業務執行上鉄鋼の需給統 計、利用統計等 を、 で きるだ

け正確且 つ迅速に作成す ることが必要であ る。従 って、将来は各産業

毎 に、所管官庁 を中核 とし、業界団体 を 中継地 として、広 く産業界を

覆 う情報網 を形成 し、情報の蓄積 と流通 をはかるよ うになるで あろ う。

即 ち、鉄 鋼業界 においては、鉄 鋼各社 と鉄鋼業界団体間の情報 網が形

成 され、鉄鋼団体 がデータバ ンクとして情報の蓄積、保存、処理、供
c

給 を行 な う機 能 を整 備 強化 し、 次 い で鉄 鋼 団体 と他 の業 界 団 体 お よび

所 轄 官 庁 との 間 に情 報網 が形 成 され るで あ ろ う。 この ネ ッ ト・ワー ク

を オ ン ライ ン ・シス テ ム とす る必 要 が あ るか否 か は、 議 論 の 分 れ る所

で あ るが、 情 報 の用 途 や ニー ズ か ら考 え る と、 オ ン ライ ン ・シス テ ム

に は さ した る実 益 は ない と思 わ れ る。

販 売 競 争 の 激化 に伴 い 、 需 要家 の引 合 に対 して、迅 速 に対 処 す る必

要 が著 し く高 ま って きた。 各 社 何 れ も、 受 注 決定 か ら工 程 計 画 、工 程

進捗 管理 、在 庫管 理、 出 荷管 理等 、 受 注 か ら生 産、 出荷、 代 金 回 収 に

至 る企 業 内 に お け る一連 の工程 にっ い て、 鋭 意 総合 的 シス テ ム を形作

りつ つ あ るの で あ るが、 これ等 の企 業 活動 のス タ ー トは、 商社(あ る

い は大 口需 要 家)と メーカー間 の引 合 い と見積 りであ る。 この受 注 決定

に至 る まで の 引合 い見積 り段 階 に相 当の 日数 を要 す るの が現 状 で あ る

か ら、 商社(あ るい は 大 口需 要家)と メーカー間をオン ・ライ ン化 す る
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要 請 は大 き く、 比較 的 早 い将 来 に実現 す るで あ ろ う。 商 契 約上 の 法律 問

題 、 営 業 上の 機 密、 通 信 回線 の 問題 、 帳票 コー ドの 標 準化 等 、 解 決 す べ

き問題 は多 い が 、 やが ては 、 リアル ・オ ン ・タイム とな る可 能性大 で あ る。

鉄 鋼業 に お け る系 列 企 業 は、 そ の 業 種、 規 模何 れ につい て も極 め て多

種 多 様 で あ る。 主 な業 種 を挙 げ る と、 系 列 会 社 につい ては 銑鉄 ・ホ ッ ト

コイ ル ・半 製 品等 の素 材 の 消化 の た め の系 列 、原 材 料 の た め の系 列 、 商

的 、 物 的流 通 の た め の系 列等 が あ り、 下 請関 係 につい ては、 工 場 内の 雑

作 業 、梱 包 作 業,輸 送 作 業 、 保 全作 業等 が あ り、 全般 的 にい えば 、 親 企

業 の 合 理化 の 進 展 に伴 っ て、 これ等 系 列や 下 請 の行 な う業 務 は、 質 量 両

面 に おい て ウエ イ トが 高 ま る傾 向 に あ る。

従 っ て、企 業 グル ープと して効果 マキシマムを得 るためには、 親 企 業 を 中

核 と して、 系 列 企 業 と下 請企 業 を覆 う情報 の ネ ッ トワー クの必 要 性 は増

大 す る一 方 で あ る。

しか し なが ら、 これ 等 系 列 企 業 や下 請企 業 は 、 一企 業 グ ル ー プ内 で同

一 作 業 に つい て も多 数存 在 す るの み な らず 、 そ の企 業 規 模 は 、輸 送 関係

を除 けば 、概 ね 弱小 で あ る。

従 っ て、企 業 グル ー プを覆 う情 報 ネ ッ トワー クは 、 当初 、親 企 業 の ニ

ー ズ を満 た す ため の一 方 交 通 的 な形 で 進 展 す るで あ ろ う。 次 い で、 系 列

企 業や 下 請企 業 の体 制 整 備 が 進 む に つれ て、 企 業 グ ル ー プ内 で相 互 に ニ

ー ズ を満 た し うるネ ッ トワー クへ と発 展 す る ことが 期待 され る。

次 に情 報 サ ー ビス業 とのNISで あ るが 、将 来 は業 界団 体 の 情 報 機能

の 強化 が 期待 で きるだ けで な く、 一 貫メーカーは、それ 自身 か な りの 情報

機 能 を備 え てお り、 資 力 も充 分 であ るか ら、補 助 的 に情 報 サ ー ビス業 の

協 力 を得 る に止 まるで あろ う。 た とえば、 一般 企 業 で収 集 ・処 理 す る こ

とは 得策 でな い情 報 の 供 給 とか、 臨 時 的 な計 算 業 務 や情 報処 理 とか、 特

殊 の ソ フ トウエ アの供 与 とかの 類 で あ る。

i

●
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4.効 果maxの 確 保

NISは 、要 す る に、膨 大 な情 報 の 中か ら、必 要 に して充 分 な情 報 を、

時宜 に即 し て取 得 し、 それ ぞ れ の 活動 におけ る効果 マキシマムを確保 しようと

す る要 請 に基 づい て形 成 され て ゆ くもの で あ ろ う。 鉄 鋼 業 にお け る効 果 マ

キ シマ ムは如何 なる形で確保 されるか、 企 業 の内外 に分 け て概 観 してみ た い。

先 づ、企 業 内 に お け る効 果 マキシマムで あるが、前述 した よ うに、 オ ペ レ

ーシ ・ナル'シ ステ ム と して は、受 注 情 報 シス テ ムに始 まって、 工 場選択

シス テ ム、 工程 計 画 シス テ ム、 工程 管 理 シス テ ム、 自動 制 御 シス テ ム、

在 庫 管 理 シス テ ム、 物 的流 通 シス テ ム、 販売 会 計 シス テ ム等 が 急 速 に且

つ総 合 的 に整備 強化 され っ っあ る。 当然 これ 等 の シス テ ムは 、 や が てオ

ン ライ ン ・ リアル タ イ ム化 され 、最 適 操 業 条件 が常 に 満 た され 、 効 果マ

キ シマ ム を挙 げ うるに至 るであろ う。 更 に これ等 に短 期販 売計 画 シス テ ム

や引 合 見積 シス テ ムが 結 び つい て、経 営 戦術 的MISが 形 成 され るで あ

ろ う。

次 に、 商 社(問 屋)や 大 口需 要 家 との 関連 にお け る効果 マキシマムであ

あるが、何 れ も、充 分 に強 大 で あ る か ら、NIS形 成の 進 展 に伴 っ て、効 果

マ キ シ マ ムは 一 層大 と なる こ とが期待 され る。

これ に対 し、 一貫 メーカーを 中核 とす る系 列企 業 や 下 請企 業 よ り成 る企

業 グ ル ー プ内の 効 果 マキシマムには 問題 な しと しない。 一般 的 に云 っ て、

親 企 業 の 合 理化 の 総 決算 は、 系 列 や下 請 に しわ寄 せ され る こ とが な きに

し も非 ず だ か らで あ る。

親 企 業 に とっ て系 列 企 業 や下 請企 業 を 活用 す るメ'リ ッ トは、

⑤ 特 殊 専 門 能 力 の 活用

⑤ 作 業 の 繁 閑 と労働 力 確 保 の調 和

◎ 賃金 格 差 の 利用

⑧ 小 廻 りで きる利 点 の 活 用
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◎ 危 険分 散

⑥ 企 業 活動 の 需 要地 域 へ の分 散

等 々数 多 いが 、 その 内、親 企 業 との賃 金 格 差 は急 激 に減 少 しっ っ あ る。

勿 論、 そ れ だ けを も っ て系 列 や下 請 の存 在 理 由が 薄 れ る とい う訳 で は な

い。 今後 も系 列 や 下 請 は 必 要 で あ るし、親企 業 と共 存 共 栄 すべ き こ と言

を また ぬ処 で あ る。 しか しなが ら、親 企 業 自体 が、 次 第 に大 型 化 し、 又、

需 要家 の親企 業 に 対 す る要 求 は 多 様化 し厳 格化 す る一 方 であ るか ら、 系

列企 業 や下 請企 業 も、 これ に対 応 し うる体制 と体 力 を 整 備 強化 す る こと

が必 要 で あ る。

その為 には 、 あ る程度 系 列企 業 や 下 請企 業 の 集 中整 備 が 必 要 で あ るし、

あ る場合 には 、 その機 能 の一 部 を 親企 業 が 吸 収 し、 又 は反 対 に、親 企 業

の機能 の 一部 を系 列 や下 請 に分 譲 す る こ とが 必要 で あ る。 か くして、 系

列企業や下請企業 の機能や能力 を 親企業 のそれ とマッチさせ るこ とに より、 企

業 グノレープ全体 としての効果 マキシマム の達成が可能 となる と思われ る。

●

5系 列化 ・グループ化 の変貌

従 来鉄 鋼 業 は 、 概 ね 鋼材 の 生 産 に専 念 して きた の で あ るが、生 産 量 の

増 加 と販 売競 争 の 激 化 に伴 い 、 安 定 需要 の維 持 ・拡 大 の た め、 鋼 材の 加

工(ロ ンジ材 製 造 、 厚 中板 加 工 、 大 型 型鋼加 工 等)や 鋼 材を 使用 す る産

業 へ の進 出(プ レハ ブ住 宅 、 陸上 工事 等)が 目立 ち は じめ た。

鉄鋼 製品 は 基礎 資 材 で あ り、 生 産 財 で あ る か ら、 その 需 要 は、 好 ・不

況 の影 響 を大 き く受 けや す い。 本年 度(昭 和44年 度)の 日本鉄 鋼生 産

量 は粗 鋼8,600万 トンを 超 え る見 込 み で あ るが、10年 後 には 、 恐 ら

く2億 トンに達 す る で あろ う。 従 っ て鉄鋼 企 業 の 経 営 が 国 内外 の 景 気 の

影 響 を受 け る度 合 は現 在 以 上 に 著 し く強 まる も の と思 わ れ る。 これ が対

策 と して、 前 述 した安 定 需 要 の維 持 、拡 大 と創 造 は従 前 に も増 して必 要

となろ う。

⑱
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又 、 最 近 、 海 洋 開発 、 住宅 、 都 市 再 開 発等 の シス テ ム産 業が 注 目を浴

び て い る。 鉄 鋼業 も、 当然 、鉄 鋼 需 要 確 保 の た め、 シス テ ムの 一 員 とな

って、 プ ロジェ ク トに参 加 す る こ と とな ろ う。

しか しなが ら、鉄 鋼業 の これ 等 新 しい 活動 は、飽 くまで も、 鋼材 に対

す る安 定 需 要 の維 持 ・確 保乃 至 は創 造 が主 目的 であ るか ら、 情報 化 社 会

が進 展 し ても、 鉄 鋼 業 自体 が 、産 業 界 の 新 しい系 列乃 至 は グル ー プ に組

み替 え られ 、 若 し くは、 自 らリーダーとな つて これ を編 成 す る に至 る とは

思 わ れ ない。 又 、 い わ ゆ る シス テ ム産 業 に参 与 す る ことは必至 として も

そ の イ ニ シ アテ ィ ブを握 る に至 る とは 考 え難 い。

6業 界内の体制変化

大 手 メ ー カは、 生 産 量 が増 大 し、販 売競 争が 激 し くな る に伴 っ て、 あ

らゆ る鋼 材品 種 を製 造販 売 す る よ うに な り、 製 品 品種上 の企 業 の個 性 が

薄 れ て きた。 ご く一 部 の製 品 に つい ては、 まだ 品種 や品質 に つい て差 異

が 認 め られ るが 、 今 後益 々企 業 間 の相 違 は薄 まって ゆ き、 需 要家 は 、 ど

の企 業 か らで も入 手 で き、 又 、 どの企 業 の 製 品 で も 同 じ品質 とい うこと

に な ろ う。 又 、 各企 業 の製 造 設備 や 技 術 も格 差 が縮 ま る一方 であ る か ら、

コス ト面 の差 も少 な くなっ てゆ く。

従 って、 生 産 能 力 が大 で市 場 占拠 率 が大 きい程 、 営業利 益 が大 と な り、

企 業 間の 成 績 の 優劣 は端 的 に市 場 占拠 率 で評 価 され る よ うに な るで あ ろ

う。 い うなれ ば、 鉄 鋼 業 は、 企 業 の個 性 が薄 ま り、企 業 の等 質化 が進 む

産 業 とい え る し、 当然 、 ス ケー ル メ リッ トの原 理 が 強 く働 ら くか ら、 今

後 も企 業 の 大型 化 は進 むで あ ろ う。

鉄 鋼 業 にお け るスケ ール メ リッ トの 問 題 は、 生 産 単位 で あ る製鉄 所 の

規 模 と、 企 業 全体 の 規 模 と に分 け て考 察 す るの が 便宜 で あ る。

1製 鉄 所 の ス ケ ール メ リッ トは、 最適 操 業 規 模 の 問題 と して把 握 され

よ う。 将 来 、 革 新 的 製 造技 術 が 開発 されれ ば 別 で あ るが 、 現在 の 技 術 か
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らす る と、高 炉2基 転炉3基 を1単 位 とし て2単 位 、粗 鋼 生産 能 力 に し

て1,000～1,200万 トン/年 が1製 鉄 所 の最 低 最適 規 模 とい え よ う

か。 現 在、 日本 の新 鋭製 鉄 所 は 、 す べ て、 この 規 模 を 目指 して建 設 され

計 画 され てい る。 設備 、 特 に高 炉 と転炉 は益 々大 型化 の傾 向 にあ るか ら、

将 来 は1,500万 トン/年 あ た りが 、 最 適規 模 とな るで あ ろ う。

社 会 的 、 政治 的影 響 力 は 暫 くお き、 企 業 全体 の規模 が大 き くな る程 、

設備 投 資の合 理 化 、 設備 の有 効 利用 、 交錯 輸 送 の合 理化 、 技術 開発 力 の

強化 、 原 料購 入 の 合 理 化等 々、 企 業 経 営上 幾 多 の メ リッ トが考 え られ る。

しか しなが ら、ス ケー ル メ リ ッ トの 原 理 は無 制 限 に、働 くもの で あ ろ う

か。 た また ま、 八 幡 製 鉄 、 富 士 製 鉄 両 社 が 合 併 し、 鉄 鋼 業 と し て

は世 界1・2を 争 う巨 大企 業が 誕 生 した。 この親 会社 の今 後 の 実績 如 何

が 、何 よ りの 回答 とな り、 将来 にお け る業 界 の体 制 に大 きな影 響 を与 え

る であ ろ う。

最 近 、 自動車 や家 庭 電 機 の 需 要屈 折 点 論 議 と前 後 して、 鉄 鋼 に つい て

も、 需 要屈 折 点 の到 来 時 期 が真 剣 に考 え られ る よ うに な った。 欧米 鉄 鋼

先 進 国が 鉄 鋼 需要 屈 折 点 に到 達 した 時 の国 民 一 人 当 りの 見 掛 消費 量 や 国

内蓄積 量 を参 考 と し て、 この 問題 へ の ア プ ローチ が試 み られ てい るが 、

欧米 先進 国 と 日本 とで は 、社 会 構 造 、経 済 構 造 等 を 異 にす る か ら、 欧 米

先 進 国 の パ タ ー ンが そ の ま ま 日本 に も適 応 す る とはい い難 い。 しか し、

遅 かれ 早 かれ 、 日本 にお い ても、鉄 鋼 需 要屈 折 点 が 到来 す る ことは確 実

で あ り、 そ の 時期 は 、 恐 ら く今 後10年 を待 た ない で あ ろ う。

鉄 鋼 需要 の屈 折 点 が 到来 す る までは 、 各企 業 と もス ケー ル メ リ ッ トを

狙 って、生 産 設備 の新 設 、 強化 の激 しい 競 争 を続 け るもの と思わ れ る。

需 要屈 折 点 が到 来 して需 要 の 伸 び が鈍 化 乃 至 安 定 した時 は、 コス トダ ウ

ンに よ る競 争 力 の強 化 や サ ー ビス の 強化 に よ る拡 販 が企 業競 争の 中心 と

な るで あ ろ う。

大 手メーカーを核 と して、 平 電 炉メーカーや特 殊 鋼メーカー等 は、企 業集 団

、

衡
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と して、 大 半 は 既 にグ ル ー プ化 され てい るが、 今後 は、 グル ー プ化 が一

層 強 化 され る と共 に、 グル ー プ内の集 中再編 が進展 す る と思わ れ る。

7業 界団体の変質

NIS形 成 へ の 展 望 の項 におい て、 あ る程 度触 れ た の で、 こ こで は重 ね

て述 べ る こ とは 避 け るが メー カ ーの 必要 とす る情 報 は、益 々膨 大 且 つ多 岐

に亘 りつ つ あ り、各 企業 が単 独 で収 集 す る こ とは経 費 的 に も時間 的 に も不

経 済 なば か りか、次 第 に困難 とな りっつ あ る。 よっ て、 鉄 鋼 団体 が 情 報 セ

ンタ ー と して業 界 の ネ ッ トワー クを 形成 し、 各 種 情報 の 収 集、 蓄積 、 加 工 、

交 換 を 行 な うこ とが 望 ま しい。

当 面 、 鉄 鋼 関係 の 各種統 計 か らス ター トし、 将 来 は、 一般 経 済 情報 、 鉄

鋼 需 要 産 業 情 報、 原 料 情報 、 技 術 情報 、 特 許 情 報 を は じめ と して鉄 鋼 関連

の予 測等 、 各 メ ー カ ーの共 通 した ニーズ に基 づ く情報 サ ー ビス を行 な うこ

とが期 待 され る。

他 産 業 に お い ても、 同 様 の要 請 に基 づ い て、 業界 団体 を 中核 とす る情 報

の ネ ッ トワー クが形 成 され 、 これ等 が相 互 に結 び つい て、 前 述 したNIS

が形 成 され れ ば 、 鉄 鋼 団体 の 情報 セ ンタ ー乃 至 は デ ータ バ ンク と し ての機

能 は一 層 重 要 とな る であ ろ う。

8鉄 鋼 業 の 変 貌

鉄 鋼 業 は、少 な く と も今 後 数年 間 は 基 調 的 には、生 産 指 向 型産 業 と し

て把 握 す べ き ことは 、先 に述 べ た処 で あ るが、 同 時 に又 鉄鋼 業 は、 基 礎

産 業 で あ り、 且 つ生 産 設備 に極 め て巨額 の 資金 を 要 す る装 置産 業 で あ る。

又 、 一 時、 アル ミと プ ラス ティ ックの め ざ ま しい進 出 に怯 え て、 鉄 鋼業

の 衰退 が 憂 慮 され た こ とが あ つた。 確 か に、 アル ミや プ ラス ティ ックの

鋼 材分 野 へ の進 出は 著 しい が、 それ以 上 に鋼材 の 需要 の伸 び は大 きい。

鉄 と アル ミや プ ラス ティ ックは競 合 関 係 にあ る とい うよ りは 、 寧 ろ共 存
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関 係 にあ る とい うべ きで あ ろ う。

現 在 の処 、 大 巾 に鋼 材 に取 っ て代 わ る代 替 物 質 が 出現 す る徴候 は ない

か ら、鉄 鋼 業は 、今 後 とも膨 大 な生産 を続 け る であ ろ うし、 その た め に

巨額 の設備 資金 と運 転 資金 を 必要 とす るで あ ろ う。

しか しな が ら、販 売競 争 の 激 化 と需 要 の多 様 化 に伴 って、 機 能 の 根本

的変 質 と までは い か ず と も、 従 来 に ない新 た な機 能 を持 つ傾 向 は強 ま る

で あ ろ う。

その第1は 、 従 来 は他 産 業 が行 な っ てい た鋼 材 の加 工 で あ る。 た と え

ば 、造 船 業界 は、鋼 材 を購 入 して、 造 船用 ロン ジ材 を 作 ってい たが 、労

働 力 不足 が深 刻 化 す る につれ て、 鉄 鋼 メ ー カーが これ を代 行 す る よ うに

な った。建 設 業 界 で使用 す る大 型H型 鋼 の 精 度勇 断 や 穴 あ け加 工 も これ

に属 す る。 将 来 は、 鉄 鋼 メー カー の行 う鋼 材 加 工 の分 野 が更 に拡が るも

の と思 われ る。

第2は 、 鋼材 を使 用 す る産 業 へ の進 出 で あ る。 各 種 表 面 処 理鋼 板 の製

造、 プ レハ ブ材加 工乃 至 プ レハ ブ建築 へ の進 出、 陸上 工 事 へ の 進 出等 で

あ る。

第3は 海 洋 開発 、 住 宅 等 い わ ゆ る シス テ ム産 業 へ の 参加 で あ る。

以 上 、何 れ の場合 も、 鉄鋼 需 要の 確 保 と拡大 な らび に付 加 価 値 の増 大

が 主 目的 で あ って、 どち らか とい えば 、鉄 鋼 業 の外 延 に含 まれ るもの と

い うべ く、 これ を も っ て、鉄 鋼業 の機 能 の 変質 で あ る とす るの は無 理 な

ば か りか、 本 来 の意 味 に お け る経 営 の 多角化 ともいい難 い。

ところ で、既 に停 滞 乃 至鈍 化 期 に 入 っ た 鉄 鋼先 進 国 た る欧米 諸 国 に

お い ては、 様 々 な動 きが 見 られ る。 即 ち、(a)欧 州 におい ては 、合 併 あ る

い は提携 に よ っ て、 経 営 の強 化 を は か る傾 向が 大 で あ る。 た とえば 、各

国 に お け る相 次 ぐ企 業 の合 併 、 国境 を超 え た共 同 出資 に よる新 鋭 製 鉄所

の建 設 、 西独 に お け る共 販 会社 の設 立 、英 国 に お け る国 営化 、 仏 国 にお

け る政 府 の強 力 な指 導 に よ る再 編 成 等 で あ る。(b)こ れ に対 して、 米 国 で

'

b

お
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は 、他 の事 業 分 野 に進 出を め ざ し、 経 営 の 多 角化 によ っ て、鉄 鋼 業 の 減

収 を カバ ー しよ うと してい る。 即 ち、鉄 鋼 原 料 関連 事 業 た る鉱 山 部 門 や

鋼 材 の加 工 は も と よ り、 基礎 的 資 材 た るアル ミ、プ ラステ ィック、セ メ ン

ト、 更 に住宅 建 設 、 土 木、 コ ン ピュ ー タ に よ る情報 サ ー ビス 、航 空 業 、

リース業 、 不動 産 業 とい つた鉄 鋼 業 とは何等 関 連 の ない 事 業分 野 に ま で

大 手各 メ ー カ ーは、 大 な り小 な り進 出 しあ る いは進 出 を 計画 してい る。

わ が鉄 鋼 業 が 、社 会 の 情報化 の 進 展 や 内外 産 業構 造 の変化 に伴 っ て、

将 来 、新 た な 機 能 を 持 つ に至 るか否 かは、俄 か に断 定 し難 い が、 少 な く

と も、 昭和40年 代 は、 米 国鉄 鋼 業 の よ うな動 きの必 要性 も可 能性 も な

い とい え よ うo

しか し、 前 述 した 鉄 鋼 需 要屈 折点 の到 来 時期 とその対 策 に つい ては 、

内外 情報 を 豊 富 に収 集 解 析 し、 事態 を洞 察 す る こ とが肝 要 で あ ろ う。

9企 業のMISの 展望

MISを 企 業 内 に お け るサ ブ シス テ ムの 有 機 的総 合 の 意 に解 す る な ら、

鉄 鋼 業 にお け るMISは 、 着着 形 成 され っ つあ る とい え る。 即 ち、 引 合 、

見積 シス テ ム、受 注 シス テ ム、 工 場 選択 シス テ ム、 工程 計 画 シス テ ム、

数 値 制御 シス テ ム、 工 程 管 理 シス テ ム、在 庫 管 理 シス テ ム、 物 的流 通 シ

ス テ ム、 販 売合 計 シス テム等 の各 シス テ ムが 総 合 的 に計 画 され、 その 一

部は 既 に実施 され て い る。 これ等 一 連 の オ ペ レー シ ョナ ル情 報 の シス テ

ムが 完成 す れ ば、 経 営戦 術 的意 味 に お け るMISの 素 地 は 一応 整備 され

た とい うべ く、 その 日は、 近 い将 来 と思 われ る。

問題 は、 経 営 戦略 的意 味 にお け るMISで あ る。 卒 直 にい っ て、 現 在

の よ うな鉄 鋼 業 の成 長 期 に あ って は、 経 営の 最 大 目標 は業 界 に お け る シ

ェ アで あ る といわ ざ るを得 ない。 従 っ て、 長 期 経 営計 画 も長 期 設備 計 画

を 中心 と して策 定 され るの が 実情 で あ る。 換 言 す れぽ 、 長 期 経 営計 画 策

定 に当 って は 、将 来 の利 益 目標 よ りは 、寧 ろ、 シェ ア 目標 や 資 金力 如 何
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が 重 要 な ポ イ ン トで あ っ て、 必ず しも、 高 度 の 情報 や シス テ ムを必 要 と

しない の であ る。 これ には 、 現在 まで の処 、 経 済 予 測 や鉄 鋼 需 要予 測 の

精 度 が低 く、 常 に予 測 と実 際 が大 き く狂 っ てい た こ と も、 影響 して いた

と思 わ れ る。

しか しなが ら、鉄 鋼 需 要 の屈 折 点 到来 後 は、経 営 計画 設 定 シス テ ム、

経 営最 適 計算 シス テ ム等 、 各 種経 営 科学 手法 に よ る経 営 の意 思決 定 の た

め の シス テムの 重 要 性 が よ り一 層高 まるで あ ろ う。 現 に米 国 の大 手 メ ー

カ ー は、 既 に シス テ ムを 開 発 して利 用 してい る と聞 く。 我 が鉄 鋼 業 にお

い ても、 そ の 日 に備 え て、 積 極 的 に開発 に着 手 すべ き であ る。

10生 産 の オ ー トメー シ ョン化 の 展 望

鉄 鋼生 産 の オ ー トメー シ ・ン化 を、 い くつ か の 段階 に分 けて概 観 す れ

ば 、 第1期 は 、生 産 の 機械 化 で あ る。 多 くの 製 造業 と同 様 、 鉄 鋼業 に お

い て も、 生産 の オ ー トメー シ ・ ン化 は、 先 ず、 機 械化 に始 まっ た。

鉄 鋼 業 は、従 来 、 高 熱 重筋 作 業 で あ り、 且 つ、 危 険 の 多い 作 業 で あ る

とい わ れ て きた。 確 か に千 数 百度 の 高 温 を発 生 す る現 場 の作 業 や重 い 原

料 、 半製 品 、 製 品 の 運 搬等 に多 くの労 力 を要 し、 又 災 害発 生 の 危 険 が少

な くなか った こ とは事 実 であ る。

しか る に、 戦 後 、 生 産 の機 械化 に努 め て きた結 果 労 力 は大 い に節 減 さ

れ、 災 害 は激 減 し、 品 質 も能 率 も著 し く向 上 した。 現 在 で は、 高熱、 重

筋 、危 険作 業 は大 体 機 械 が行 い 、 劣悪 な環 境下 にお け る人 の作 業 は、 ほ

ぼ 姿 を消 した。 もは や 、鉄 鋼 業 を 高熱 重筋 作 業 と呼 ぶ こ とはふ さわ し く

ない ので あ る。

しか しなが ら、第1期 の機 械 化 は、 単 に、 人 の労 力 を 機械 に置 き換 え

た に過 ぎない。 作業は機械が行 うが、機械 その ものの操作や調節に人 の

判断 と労力を要す る点 で、次項以下 に述べ る所 と大い に趣 きを異 にす る

のであ る。
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オ ー トメー シ ・ン化 の第2期 は、 生産 の連 続 化 であ る。 鉄 鋼 生 産 は 、

不連 続 な形 で行 わ れ てい る。 即 ち、 製鉄 、 製 鋼 、造塊 、分 塊 、 圧 延等 の

各 工程 が そ れ ぞれ独 立 して お り、 工 程 が連続 し てい ないば か りで な く、

1工 程 内 に おい て も、 バ ッチ式 生 産 が 多い。 従 っ て、 工 程 間 の熱 損 失 そ

の 他 の損失 を合 理 化 し、 又、 オ ー トメ ー シ ・ン化 を更 に推進 す るた め に

は 、工 程 内 や 工程 間の連 続 化 を は か らな けれ ば な らない。

最 近 、 連続 鋳 造 法 の 如 く工程 の連 続 が工 業 化 され た部 分 もあ り、 又 、

工程 内 の連 続 化 も順 次 開 発 され っ っあ るが、 全般 的 にい えば 、 鉄 鋼 業 の

生 産 工程 は、 まだ 不連 続 とい え よ う。 鉄 鋼 生 産 の オ ー トメ ー シ ョン化 の

進 展 は、 生 産 工程 の連 続化 の進 展 如 何 にか か っ てい る。 現在 、 鉄 鋼 業 は

生 産連 続 化 の 入 口 に立 っ たば か りで あ る。

オ ー トメ ー シ ョ ン化 の 第3期 は、 自動 制御 化 であ る。 自動 制御 は工 程

の 連続 化 に伴 って進 展 す るが、 その 第1歩 は、温 度 、 流 量 、混 合 率 、 寸

法 等 の 目標 数 値 を 自動 的 に一 定 に保 つ ことで あ る。 これ は、鉄 鋼 生 産 の

各 工程 におい て か な り実 用化 され てい る。コンピュータ と計 測機 器 の性 能

向 上 に伴 ない 、今 後 は プ ログ ラ ム ・コ ン トロール(programcontro1)

か ら シー ケ ンス ・コン トP－ ル(sequencecontro1)へ と進 む こ と

が 期待 され る。 更 に、 将来 、最 適 自動 制 御(hierarchysystem)が

開 発 され よ うが、 現 在 は 、 まだ、 ミル単 位 の 部分 的 な シス テ ムの 開発 研

究 段階 であ る。

こ こ まで 自動 制御 シス テ ムが 開発 されれ ば、 製鉄 所 の 無 人 化 が実 現す

るが 、各 生産 工程 の 中 に科 学 的 に未 知 の 部分 が少 な くない こ とを 思 うと

今 後10年 間 に無人 化 製鉄 所 が 出現 す る か ど うか疑 問 であ る。

鉄 鋼業 に お け るオ ー トメー シ ョ ン化 の進 展状 況 を ご く包 括 的 に述 べ る

と、 熱延 、 冷 延 関係 が 最 も進 ん で お り、 製 鉄、 製 鋼 関係 が これ に次 ぎ、

分 塊 、 鋼 板表 面処 理 関 係 は やや 遅 れ てい る。 鉱 石 の前処 理 関係 と製 品 の

梱 包や 在 庫 関係 は、殆 ん ど自動化 され てい ない。 従 っ て、 オ ー トメ ー シ
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・ン化 の 当 面の 目標 は 、 これ等 の遅 れ た部 分 に あ る と思 われ る。

さて、鉄 鋼生 産 の オ ー トメ ー シ ・ ン化 は 、上 述 の よ うに、 コ ンピュ ー

タ を主 体 と して、 今 後進 展 す る一方 で あ るが、 い くつ か の問題 が ない わ

けでは な いo

第1は 、 現 時点 では 、 コ ンピュー タの 信 頼 性 が 必 らず し も高 い とはい

え ない こ とで あ る。 生 産 の オ ー トメー シ ョンも含 め て、トータル ・システ

ムが確 立 され、'管理 シス テ ムが コ ン ピュー タ を主 体 に して運 営 され る よ

うに な っ た と き、 コ ン ピュー タの ミス は、 恐 るべ き実 害 を もた らす で あ

ろ う。 コ ン ピュー タの信 頼性 の 向上 が大 い に望 まれ る。

第2は 、 計 測機 器 の 精 度の 向上 で あ る。 計 測機器 の 精度 が 満足 で きる

もの で な けれ ば、 オー トメー シ ョン化 は進 展 しない。

第3は 、 人 間疎 外 の 問題 で あ る。

最 近 、 脱 工 業 社会 と か情 報 社 会 と かの言 葉 が、 は な や か に宣 伝 され 、

コ ン ピ ュー タは 、
、人 を 筋 肉労 働 か ら解 放 す る救生 主 の 如 くい われ てい る。

確 か に、 これ は これ とし て事 実 であ るが 、反 面、 コ ン ピュータ に酷 使 さ

れ、 人 間疎外 感 か ら労 働 意欲 の 減 退 へ とつ な が るお それ も多 分 に あ るの

で あ って、 オ ー トメ ー シ ョン化 の進 展 に伴 な い 、労働 対策 上 大 きな問題

とな る可 能 性 が あ るが 、 これ に つい ては 、 次 姉 「労 働 ・教 育問題 の展 望」

に お い て、 述 べ る こ とにす る。

11労 働 ・教育問題の展望

最 近 、 産 業界 で は、 労働 力 不足 に悩 ん で い るが、 鉄 鋼 業界 も例 外 で は

な い。 要 員確 保 に懸 命 の努 力 を 払 ってい るが 、 採用 計 画 を 充足 す る こ と

が 困難 な ば か りで な く、 折 角、 採用 して も、1～2年 の うちに、 そ の

20～30%が 離 職 す る有 様 で あ る。

幸 い に して、 鉄 鋼 業界 では 、 生産 設 備 の 機 械 化、 オ ー トメ ー シ ・ ン化

が 進 み つっ あ り、 設 備 の 大 型化 と相模 っ て、 労 働 生産 性 の向上 が 著 しい

'
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か ら生産 量 の 急 増 に比 し、 所 要 人 員は 、相 対 的 に減 少 しつ つ あ る。 従 っ

て、 昭和40年 代 は 、労 働 力 不 足 に よる生産阻 害 の現 象 は 回避 で きよ う。

問題 は、 昭 和50年 代 であ る。 生 産 設備 の機 械化 、 オ ー トメ ー シ ョン

化 、 大型 化 に ょる省 力効 果 に も 自 ら限 度 が あ る し、生 産 工 程 の 中 には、

手 入 れ、 精 薬 、検 査 、 梱包 の如 く、機 械 化 や オ ー トメ ー シ ョン化 が比較

的 困 難 な工 程 も少 な くない か ら、 昭和50年 代 には、 鉄 鋼業 に おい ても、

要 員 確 保 は、 極 め て重 大 な問題 とな る ことが予 想 され る。 そ の対 策 は、

既 に、 今 日的 問題 とい え よ う。

要 員確保 対 策 と して、 採 用対 策 、 定着 対策 、 教 育等 が挙 げ られ る。 以

下、 重 点 的 に考 察 して み たい。

(a)若 年 労働 者 の 採 用 は困難 とな る一 方 であ るか ら、 昭 和50年 代 は、

中 ・高年 令 者 や 女 子 を積 極 的 に採用 せ ざるを 得 ない であ ろ う。 前述 し

た よ うに、 鉄 鋼業 は、 高 熱重 筋 作 業 の域 を脱 しっつ あ るの で あ るか ら

機 械 化 、 オ ー トメ ー シ ョン化 や 作業環 境 改善 の進 展 に伴 っ て、 中 ・高

年 令 者 や 女子 を使 用 し うる現 場 が 一層増 加 す るで あ ろ う。

(b)定 着 対策

人 は、楽 で高 賃 金 を 与 え られ る仕 事 を望 む反 面、 仕 事 の単 純 、単 調

を嫌 い 、 自己 の判 断 や決 定 に よっ て進 行 させ る仕事 を 求 め る一 面 を 持

つ もの で あ る。

コ ン ピュー タ の 普及 や 情 報化 社 会 の進 展 に伴 な い 、人 は 、 単 純 肉体

労働 か ら解 放 さ れ、 人 間 ら しい 生 活が 開 け る と謳 わ れ てい る。 確 か に

そ れ は 充分 期 待 で き る こ とで あ る。

しか しなが ら、 一 面 に おい て、 コ ンピ ュータ の普 及 や 情 報 社 会 の進

展 は 、 多数 の人 々 を単 純 肉体 労 働 か ら解 放 す る と同 時 に、 単 純 知 識労

働 に隷 属 させ るの で は ない だろ うか。 肉体 的 労働 と知 識 的労働 の差 こ

そ あれ、 「単純 ・単 調」 とい う点 では、 大 同 小 異 では ない だ ろ うか。

少 な くと も、機 械 化 、 オー トメ ー シ ・ン化 が 多 くの仕 事 を単 純 ・単調

一ー 一_______________」
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にす る ことは 事 実 で あ ろ う。 そ の結 果 、労 働 者 が人 間疎 外 観 に襲 わ れ、

労働 意 欲 が低 下 す る慮れ が ない とは云 い 難 い。 一 部 先進 国 に おい ては、

既 に、 現実 の 問題 とな ってい るの で あ る。

今 や 、機 械 化 、 オー トメ ー シ ・ ン化 、 情報 化 は、 酒 々 た る時流 であ

つ て、 仕事 の 単 純 化 ・単調 化 は 避 け難 い と思 わ れ るが、 これ と、 仕 事

の 複 雑 ・変化 に対 す る人 の欲 求 を 如何 に調和 させ るか が、 定 着対 策 の

1っ の鍵 にな る と思 わ れ る。

合 理 化 を徹 底 的 に追 求 す るの は 当然 で あ るが 、 マ ニ ュ アル の 部 分 や

人 の判 断 の 介在 し うる余 地 を 意識 的 に残 し てお く こ とも、 将 来 は 考 え

な ければ な らない か も知 れ ない。 又 、 年 功 序 列制 や 終 身雇 用 制 は、好

ま しか らぬ制 度 と批 判 され勝 ち であ るが 、5年 先 、10年 先 には再 評

価 され る こ とが ない とは い え ない。

少 数 の シス テ ム開 発 担 当者 が、 巨 大 で複 雑 な企 業 の 組織 や、 個 々 の仕

事 の細 部 につい て まで、 知 悉 す る こ とは、 到 底 不可 能 で あ るか ら、情 報

化 ・シス テ ム化 を効 率 よ く推進 す るため には 、作 業 や 事 務 に携 っ てい る

人 々 の、 積 極 的 な協 力 が必 要 で あ る。

情報 化 や シス テ ム化 は 、い うま で もな く、 コ ン ピュー タ を主 体 と して

推 進 され る。 コ ン ピュ ー タそ の もの につい ての 教 育は 、 企 業 の 内外 に お

い て、 か な り普 及 したが 、 今後 は、 コ ンピュ ー タの適 用 を考 え させ るた

め の、少 な くとも 考 え よ うと思 い つ かせ るた め の、啓 蒙 な り教 育 な りが

必要 で あ る。

なお、 前 節 で 言 及 した が、 オ ー トメー シ ョ ン化 、情 報 化 の 進 展 に伴 う

人 間疎 外 感 対 策 も、 教 育 問題 の1つ と して採 り上 げ べ きであ ろ う。 即 ち、

実 務教 育 は も と よ り、 社 会 経 済事 情 や、 企 業 の 社 会 的役 割 、各 自の所 属

す る職 場 や仕 事 の企 業 内 に お け る役 割 りを認識 自覚 させ 、 もっ て、企 業

帰属 意 識 と労働 意 欲 の 向上 に努 め る等 、 情 報化 社 会 の進 展 に伴 っ て、 企

業 内 にお け る教 育 訓練 の 重 要性 は一 層高 ま る と思 わ れ る。

●



一103一

第8章 証 券 業

G

し

1産 業の根底の変化

か っ ての 証券 市 場 は 、 株 式流 通 市 場 を 中心 と した 「投 機 の 場 」 とい う性

格 が強 調 され た が、 戦 後 、財 閥 解体 とそれ にっ つ く証券 民 主化 の 進 展 に と

もない 、 国 民経 済 的 機 能 が 急 速 に重 要 性 を増 し・株 式 ・公社 債 の 発行 に よ

る企 業 の 長 期 安定 資金 調 達 と、 株式 ・公 社債 ・投 資信 託 な どの 有 価 証 券投

資 に よる国 民 貯 蓄の 推 進 に大 きな役 割 を果 す こと にな った。 それ に つれ 、

これ まで の、 有 価 証券 売 買 に よる 資産 の効 率運 用 を図 る投 資 家層 に加 え、

貯 蓄性 の投 資 を 目的 とす る顧 客 層 が 、大 きな グル ー プを形 成 しは じめ た。

証 券 会社 は 、 中心商 品 で あ る株 式 の、 市 況変 動 が は げ しい た め、 全商 品

に関 す る情報 を た えず 的確 に把 握 し、 顧客 の投 資 目的 に最 も適 した商 品 及

び 銘柄 を選択 す る こ とが、 常 に重 要 な課題 で あ るが 、顧 客 層 の大 巾 な拡 大

に と もな い、 多数 の顧 客 に対 し、 個 々の ニーズ に適 した 、 きめ こ まか な情

報 や 判断 を提 供 す るた め の 科学 的 な情 報管 理体 制 の 確 立 が必 要 と な って き

た。 この ため

① 投 資 に関 す る情 報 を っ くる部 門(調 査)

② 投 資情 報 をベ ー ス と し顧 客 の ニーズ に照 して最 適 の投 資配 分 を提

供 す る部 門(営 業)

を 中心 に、 証 券 界 は情 報 化 時代 に入 る こと とな った。

第1の 調 査 部 門 につ い て は、 まず 、 ベ ース とな る調 査 デ ー タ の コ ン ピ ュ

ー タ フ ァイル 化 に着 手 し、 企 業財 務 デ ータ、 株価 デ ー タ、 景 気 デ ー タ など

に つ き、 昭和30年 頃 に さか の ぼ る デー タ フ ァイ ルが 、 先発 会 社 に お い て

す で に完 成 してい る。 この種 の もの は、 証券 会社 の ほか 、 一 部 の銀 行 で も

手 が け られ てお り、 証券 会 社 、 銀行 機 関投 資家 な どの 調 査 分 析用 に、 基 礎
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資料 と して市販 も行 な わ れ てい る。

こ うして、 調 査 部 門 に お け る コ ン ピュー タ利 用 は、 テー プ フ ァイル作 成

の 段階 を 終 え、 証 券分 析、 投 資分 析 へ の適用 が本 格化 しは じめ てい る。 今

後 は、 株 価 予 測、 最 適投 資配分 を メ イ ンテー マ と して、 活 発 な研究 とそ の

実用 化 が 期 待 され る。

第2の 営業 部 門 に おけ る情報 化 は、 証 券会 社 の 経 営 に、 と くに大 きな影

響 を及 ぼ す もの と思 わ れ る。 さ きに ふれ た 如 く、 貯 蓄性 の投 資 を 目的 とす

る巨大 な顧 客 層 に対 す る ア プ ロー チ は、 国 民経 済 的機 能の 一端 を担 う証券

会社 に とっ て、重 要 性 の度 合 を急 速 に高 め つ っ あ るが、.この 場合 、 次 の問

題 の解 決が 必 要 とな る。

① 顧 客 層 の 、性 格 や ニー ズ に よ るセ グ メ ン テー シ ・ンを 、機 動 的 に行 な

え る こ と。

② セ グ メ ン トされ た 各 ク ラス に適 す る 「シス テ ム商品 」 を 選定 も し くは

創造 す る こと。

っ ま り、 これ まで証 券 営業 の主流 を 占め て きたマ ン ・ッ ウ ・マ ン(man

tOman)の セ ー ル ス に加 え、 シス テ ム ・ツ ウ ・セ グ メ ン ト(syStem

tosegment)と もい うべ き新 しい 営業戦 略 の導 入 が 必 要 にな った とい

え よ う。'

こ こで 言 う 「シス テ ム商品 」 とは 、株 式 ・投 信 ・公社 債 な どの"基 礎"

商品 の販 売 と フ ォ ロー(顧 客 管 理)を シス テ ム化 して、 比 較 的小 さな投 資

額 で も、 簡 便 、 有 利 な証券 貯 蓄 を行 ない うる よ、う工 夫 され た"加 工"商 品

で、 シス テムが 複 雑 な ところ か ら、 コ ンピュ ー タの 使 用 を 前提 と してい る。

昭和35年 頃 に は じ まつた 月掛 け投 資 に よ る投 資信 託貯 蓄 シス テ ム(自

動 けい そ く投 資 シス テ ム)は 、 その さ きが け で あ るが 、最 近 に な つて、 け

い そ く投 資方 式 に よ る国債 貯 蓄 シス テ ム、 全 国 の 郵便 局 を窓 口 とす るメ ー

ル ・サ ー ビス、 分 割 払 い に よ る 自社 株 式購 入 方 式 と もい うべ き従 業 員持 株

制 度 な どが、 次 々 に発 表 され た。 今 後 、 シス テ ム商 品 の開発 競 争 は 激化 の

ψ
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一 途 を た ど り、 その 売上 げが 収益 に 占め る比 重 も、 急 速 に高 ま る ことが 予

想 され る。

さて、 一 口 に、 顧 客 の セ グ メ ンテ ー シ ョンとい って も、 数10万 か ら

100万 以 上 に及 ぶ多数 顧 客 層 を対 象 とす る場 合 は、 決 して容 易 な ことで

は な い。 しか も、 価 格変 動 の はげ しい有 価 証 券 を 商品 とす るだ け に、 た え

ず 最 新 状 態 で顧 客層 を把 握 す るため には 、 日常 の オ ペ レー シ ・ナル ・シス

テ ム との 関連 ぬ きで考 え られ ない。 先 行 す る証 券 会社 が、 昭和41年 、 総

合 オ ン ライ ン シス テ ムの建 設 に踏 み きっ た の も、 こ うした 理 由 に よる もの

で あ る。

証券 業 にお ける コ ン ピュ ー タ利用 の歴 史 は 古 く、 昭和30年 以 来 の一 貫

した シス テ ム開 発 に よつ て、 事 務 合理 化 と営 業 のバ ック ア ップ体 制 作 りに

成 果 を お さめ た。 しか し、 商品 別 、取 引形 態別 サ ブ シス テ ムの積 上 げ 式 ア

プ ロー チ を と った た め、各 サ ブ シス テ ム間 の有 機 的 関連 に とぼ し く、 「顧

客 単 位 に 一元 化 さ れ た コ ンピ ュー タ管 理」 が 難 しい こ とか ら、積 極 的 な営

業 活動 に結 び つ くには い た らな か った。

顧 客 の 属 性 、 資産 内容 、 取 引 記録 を 、顧 客 単位 に記録 した、 詳細 な統 合

口座 フ ァ イルを ベ ース とす る総合 オ ン ライ ン シス テ ムは、マン ・ッゥ ・マン

外 交 拡 充 の た め の顧 客 に関 す る綿 密 な 資料 の 作 成 、 大 量 販 売 の た めの 自

由 な セグ メ ンテ ー シ ・ン、 支 店 窓 口事 務 の 徹 底 した合 理化 な どを 目標 と し、

証 券 会社 で の これ までの コ ン ピュー タ利 用 図 を 、根 底 か ら書 き改 め よ う'と

してい る。

新 しい 営業 、 事 務 体 系 に も とつ く経 営 管 理体 制 の確立 に よ り、 情報 化 時

代 に対 処 す る態 勢 を 固 め るこ とは 、 証券 会 社 の将 来 を左 右 す る大 きな問題

とな りつ つあ る。

2NISの 形成と業界内の体制変化

証券 界 の オ ン ライ ン シス テ ムは、 す で に先 発4社 が稼 動 を開始 し、 更 に

B



→LO6一

大 手、 中堅 の 数社 が その あ とを 追 うな ど、 次 第 に本格 化 しつ つ あ る。 これ

らの 各社 は第1ス テ ップと して株 式 注 文 の リアル タイ ム処 理 を と りあ げ、

全国 の 顧客 に均 等 な サ ー ビス を提 供 す る こ とを 目指 してい るが、 価 格 変 動

の 激 しい 商品 を扱 う証券 業 の 性 格 を端 的 に現 わ してい る とい え よ う。

現 在 まで の と ころ、 証券 界 の オ ン ライ ンは企 業 内 シス テ ム に とど まっ て

い るが 、 証券 取 引所 の 相 場報 道 シス テ ムの 登 場 と とも に、証 券 界 ぐるみ の

情 報 シス テ ム に発 展 し よ うと し てい る。 担 当 メ ー カー との共 同研 究 で進 め

てい る東 京 証 券 取 引所 は、 昭 和47年 完 成 を 目標 と し、大 阪 証券 取 引 所 も

これ と並 行 的 に開 発 を進 め るもの と思 わ れ、 とも に、 会 員 証券 業者 へ の 相

場報 道 と、成 立 した約 定 内容 の通 報 を行 な お うとす る もの で、企 業 内 オ ン

ライ ン と相 侯 っ て、投 資家 サ ー ビスの い ち じ る しい 向上 が 期待 され て い る。

証 券 界NISは 、 こ うして第 一 歩 を踏 み出 そ うと してい る が、 そ れ とと

も に、 企 業 内 オ ンライ ンの有 無 が 対顧 客 サ ー ビス の うえで大 きな意 味 を も

ち は じめ る。

顧 客 か ら受 けた 売 買注 文 が 執行 され 、顧 客 に報 告 され る まで に は、 証 券

会 社 と取 引 所 を 経 由 す るた め 、 一 方 だ けが オ ンライ ン化 され て も、 全体 的

な ス ピー ドア ップ効 果 に とぼ しい が、 双 方 の オ ン ライ ン化 が 完成 す る と大

巾 な向上 が可 能 とな るか らで あ る。 と くに、 売 買成 立 後の 報 告 段 階 で、 こ

れ が顕 著 にあ らわれ る か ら、 成 約状 況 を一 刻 も早 く顧客 に し らせ る ため の

手 段 と して、 きわ め て効 果 的 で あ る。 こ うした事 情 か ら、 店 舗 数 が 小 規 模

で 、 一地 域 に限 られ てい る場 合 は さ て お き、広 域 に またが る支 店網 を もつ

証 券 会社 で は、 競 争上 、 オ ン ライ ン シス テ ムの導 入 も し くは シス テ ムへ の

参 加 を迫 られ る こ とに なろ う。

アメ リカで は、 す で に、 中小 証 券 会社 を対 象 とす る 「株 式 注文 オ ン ライ

ンサ ー ビス」 が コマ ー シャル ベ ース で 実施 され てい るが 、 わ が 国の 場合 も

① 系 列 会社 ぐるみ オ ン ラ イ ン ② 共 同 オ ン ライ ン ③ オ ン ライ ンサ ー ビス

な どが導 入 され 、 証券 界 の 体 制 変 化 の一 因 に な る ことが予 想 され る。

■
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証 券 会社 の オ ン ライ ンは 、株 式 注 文 処理 、統 合 顧客 口座 管 理 、 投 資情 報

提 供 を 、3本 の柱 と してい る。 各 社 が 株式 注文 処理 を第1ス テ ップで と り

あ げ てい る ことは す で に述 べ たが、 次の 段階 では 、第2、 第3の いず れ か

を 目標 として お り、 経 営 の ニー ズ に も とつ い て、 その 開発 順 位 を 決 定 して

い る。

一般 的 に、顧 客 口座 管 理 は企 業 内 シス テ ム に と どま るが ・ 投 資情報 提供

は 、NISに 発 展 す る要 素 が強 く、

① 系 列 会 社 間 の 情 報 提 供

② コマ_シ ャル ベ ー ス の情 報 サ ー ビス

が考 え られ る。 ① は 、 さ きの株 式 注 文処 理 と同 様 証券 界 の体 制 を 変 化 させ

る き っか け とな る可 能 性 が あ り、② に つい ては 、 アメ リカ、 バ ンヵ ー レー

モ式 の 相場 報 道 サ ー ビス に加 え、 デ ー タか らニ ュース に及 ぶ広 範 囲 な投 資

情 報 サ ー ビス を あわ せ 行 な う大 規 模 ネ ッ トワー クの誕生 が 予想 され る。

5産 業 の 変 貌

前 述 の 如 く、 証 券 会 社 にお け る業 務 活動 の在 り方 は、情 報 化 時 代 を迎 え

て大 き く変 りつ つ あ るが 、 証 券会 社 の三 大機 能 であ る

① ブP－ カ ー機 能(有 価 証券 売買 の 取 次 ぎ)

② デ ィー ラ 機 能(自 己 資金 に よ る有価 証券 売買)

③ ア ンダー ライ タ ー機 能(有 価 証券 の 引受 け ・売 出 し ・募 集)

そ の もの には、 根 本 的 な変 貌 は考 え られ ない。 しか し、

① マ ス顧 客 層の 開 拓 とと もに、 証 券 貯 蓄銀 行 的色彩 を 強 め る こと。

② 本 業 の 推進 過 程 で 蓄積 され てた リサ ーチ技 術、 シス テ ム技 術、 な ら

び に豊富 な情 報 フ ァイル を 活用 して、 情報 産 業等 の新 分 野 に進 出 す る

こ と。

は 予想 され る。

す なわ ち、 企 業 内情報 シス テ ムの進 展 に よっ て顧 客 の セ グ メ ンテー シ ョ
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ンが 容易 とな り、 他 方、 シス テ ム技術 と コ ン ピュー テ ィ ングパ ワーの結 び

つ き に よ る シス テ ム商 品 の 開発 と相侯 っ て、各 顧 客 の ニーズ にマ ッチ した

商 品(証 券投 資の 方 法)が 、 相 次 い で登 場 しよ う。 しか も、 銀 行や 郵 便局

との 提 携 に よ り、 その窓 口で これ らの商 品 を購 入 し うる態 勢 が 進 む とな る

と、大 衆 顧 客 層 の た めの金 融機 関 的 色彩 を次 第 に強 め てい くもの と思 わ れ

る。

次 に新分 野 へ の 進 出に つい て であ るが 、 周 知 の 通 り、 証券 会社 は投 資 に

関 す る 「情報 」 とその情 報 を ベ ース と して の 「判 断 」 を 売 る企 業 で あ る。

した が って、 情 報 の 収 集、 加 工 、 販 売 、管 理 にっ い ては 、 永 年 の経 験 に も

とつ く組 織 力、 技 術 力 を も って お り、 情報 産 業 分 野 に進 出 す るため の条 件

を具 備 し てい る とい え よ う。 す で に、 一 部 の証 券 会 社 で は、 リサー チ技 術

コ ン ピュ ー テ ィ ング技 術 を核 とす る関 連企 業 を独 立 させ てい るが 、今 後 は

必要 に応 じて異業 種 とタ イ ア ップ し、 関連 企 業 グル ー プの 巾 と厚 み を増 し

てい くもの と考 え られ る。

4企 業のMIS化 の展望

証 券 業 のMISva-一 定 の パ ター ンが な く、 経 営 の ニーズ に した がい、 各

企 業独 自の 青写 真 を も ってい る点 一般 の 業 種 と共 通 す る と ころ で あ ろ う。

しか し、 証 券 業 の本 質 が 、 「情報 と判 断 」 の 「販 売 」 で あ る と ころか ら、

投 資情 報 シス テ ム と マー ケ テ ィ ング情 報 シス テ ムが、 各 社 のMISの 中核

を な す もの と思 わ れ る。 また、 情 報、 判 断 とい う無 形 の もの を 売 る と ころ

か ら、 「販 売 に携 わ る人 」 の 充 実 と適 正 な配 置 計 画 は、 大 きな意 味 を も っ

てお り、 したが っ て、 人 事 情 報 シス テ ムも、 重 要 なサ ブ シス テ ム と して早

期 の 開 発対 象 とな ろ う。

更 には、 企 業 経 営の しめ くく りと して、財 務 情 報 シス テ ムは、 当然欠 か

せ な い もの で あ り、 以 上4つ の サ ブ シス テ ムが、 証 券 業 のMISを 構 成 す

る主 役 を演 じ るも の と考 え られ る。

●
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MISの 開発 に先 行 し て、 オ ペ レー シ ・ナ ル シス テ ムの整 備 が 必 要 な こ

とは 論 を また な い が、 証 券 会社 の 場合 、 統 合 顧 客 口座 管理 シス テ ムの建 設

が それ で あ る。 す で に述 べ た 通 り、 大 手、 中堅 の各社 は、 オ ン ライ ンに よ

る統 合 口座 管 理 シス テ ムを 目指 して鏑 を 削 って お り、45年 末 頃か ら遂次

完 成 を 見 込 ん でい る。 した が っ て、 証 券 会社 の 情 報 シス テ ム作 りは、早 い

と ころ で は46年 か ら、 プラ ンニ ング領 域 に大 き くシフ トす る こ とが 予想

され る。

もち ろん 、MISへ の チ ャ レン ジは す で に始 まって お り、先 行 す る企 業

では 、MIS開 発 組 織 を編 成 し、意欲 的 な 開発 活動 に取 組 み つ つ あ る。



■

'
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第9章 消 費 財 産 業

1産 業 の根底の変化

1.1市 場 指 向型 とい うよ り人間 指 向型へ

分 業 化 社 会 にお け る企 業 の方針 計 画 の 社 会適 合 の困 難性 とその解 決へ

の対 策 と して、 その企 業 の 置 かれ た立 場 と、 遂 行 すべ き責 任 を 正 し く自

覚 す る こ と と、 実 状 を 正 し く把 握 して、 適合 の方 針 計 画 を 決定 し、適 合

の 手 段 に よ って その 実 現 を は か る こ とが 緊要 な課 題 とな る。

今 後 の 国際 的 自 由化 に よ って、 愈 々本 格 的 な 先進 国型 の 経営 活動 が 要

求 され るの で、 市 場 を正 し く認 識 し、実 状 を把 握 して、 経 営 の基 本 的方

針 及 び 政策 を正 し く決定 し て、 企 業 の 経 営 活動 の 方 向を 誤 らな い こ とが

何 よ りも重 要 な課 題 とな り、 その た め には、 市 場 の動 き、 消 費者 の要 望

な どの把 握 と将 来 の 推 測 な どは、 多 年 の経 験 や 過 去 の 学 問的知 識 情 報 以

上 に重 要 な事 柄 と な る。

も はや 、 個 人 の主 観 や経 験 に基 づ く勘 のみ で決 定 す るには 、 あ ま りに

も市 場 範 囲 が広 過 ぎ且 つ変 化 が 速 く激 し過 ぎ るの であ っ て、 科 学 的市 場

認 識 の 重 要 性 は 急 速 に高 ま り、 そ の た めの 手法 も急 速 に研究 開 発 され、

ます ま す 活用 し得 る もの にな り、 そ こに コンピュータの活用 され 、コンピュ

ー タに よ らな けれ ば不 可 能 な新 しい経 営 管 理 の シス テ ムが要 求 され 、続

々 と開発 創 設 され 活用 され るので あ る。

1.2企 業 の大 規 模 化、 分 業 化、 細 分化、 専 門化 、 に ょ る管 理の 困 難 性 とそ

の解 決 へ の対 策

一 般 に大 量 生 産 ・大 量 販 売 に よっ て能 率 が上 り、 生産 性 が 向上 す るが 、

反 面企 業 規模 が 大 き くな るに従 って、実 状 を正 し く把 握 して、 決定 し、

管 理 す るた め の事 務 は急 増 す る必 然 性 を も っ てい る。 ライ ンの個 々 の作



一112一

業 は標 準化 ・機 械化 に よ って、 ます ます合 理化 され るが、 管 理 の面 に お

い ては、 手作 業 に よる事務 が急 速 に増大 し、 それ で も なお 必 要 の 内容 と

タイ ミング が確 保 で きず 、 そ の た め に、生 産 ・販 売 の た め の 正 しい管 理

が で きず 、経 営 活動 の総 合 性 と各 機 能 の 均衡 性の 保 持 が 困 難 とな り、 こ

の 面 か ら欠 陥 を生 じ、 方 針 計画 の 決定 と管 理 の 面 か ら目的 が遂 行 で きず、

また この こ とが企 業 規 模 拡 大 の 限界 と もな る。

これ等 の 問題 解 決 の た め に、 合 目的 に明 確化 され た 目的情 報 資料 と こ

れ を 実 現す るた め の デ ー タ とを 経 営管 理 の シス テ ムに合 せ て、 シス テ ム

的 に結合 し得 る よ うに、 情 報処 理 の シス テ ムを設 計 し、 適 合 の 機械 化 手

段 に よっ て実施 す る必 要 性 が 必 然 の もの とな る。

1.5品 質(物 ・サ ー ビス ・政 策)の 適合 と コス トミニ マ ム

'

各 企業 の 高 度 工業 化 の上 に立 っ た、 情 報化 に よる、社 会 貢 献 度 の 向上

に よ り、 物 心共 に豊 か な社 会 が 実現 され る。

社 会 的分 業 に よ って、 人 間 の物 質 生 活 はす ば ら しい 発 展 向上 を な し得

たが 、 一貫 し て重 要 な こ とは物 々交 換 の 昔 と同 じに、 相 手 の認 め る価 値

が 第1で 、 それ を 出 来 るだ け安 い コス トで実 現 す る こ とに よ って 、付加

価 値 を 高 め、 利 潤 を得 、 そ の蓄 積 に よっ て進 歩 に適 応 した研 究、 設 備投

資を行 ない 、 社会 的適 合 を実 現 す る ことに よっ て、 長 期 に わ た づ て繁 栄

し得 るの であ っ て、 この た め に、 ます ます分 業化 し、 資本 集 約化 して、

その 効果 を高 め て きた もの で、 社 会 の要 求 に添 うもの が企 業 の 繁栄 発展

を 可 能 とす る もの で あ つて、 そ のた め に は技 術 と資本 と生産 と販 売が 一

連 の 総合 的 バ ラ ンス を もっ て運 営 され る ことが必 要 で あ る、大 量生 産 に

よ る コス ト低 下 とい う単 一 手 段 の 効果 の み に依 存 した価 格 競争 の み で 、

自分 の都 合 だ け か ら考 え た マ ー ケ ッ トが実 現 す るな ど到 底 考 え られ ない。

適 合 の品 質 の観 念 は 意外 に軽 く考 え られ てい る場合 が多 く、 品質 要 因

の 特 性値 をい か に明解 に決 定 す るか に よ つて、顧 客 の認 め る価 値 におい

て も、生 産 、 販 売 の コス トにおい て も、 決 定 的 な差異 が生 れ る もの であ
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り、 また その適 切 な る管 理 の た め に多 くの有 効 な手法 や 技 術 が あ るに も

か か わ らず 、活用 されない場合が多 く、 特 に流 通 面 におい て は この傾 向 が

強 い。

マ ー ケ ッ トリサ ー チ ・設 計 ・生 産 ・流 通の 各 段 階 にお い て、 特 に統 計

的 品質 管 理 の 手法 を 活用 す る場合 な ど、 ロンピユータは大 き くその威 力 を

発 揮 す る。 そ して顧 客 の要 求 へ の適 合 と過 剰品 質 の排 除 と、 生 産 ・販 売

人 事 ・財 務 の 管理 の完 全 化 とに よ って こそ:そ の企 業 の付 加 価値 は極 大

化 され、 そ こに こそ利 潤 が あ り、企 業 の社 会適 合 性 が 高度 に実現 され る。

以上 が業 種 に関 係 な く最重 要 の課題 とな る。

2NIS形 成への展望

益 々拡大 す る広 範 囲 な市 場 へ の適 合 の 為 に は、 関連 情 報 は 不 可欠 で あ り、

その 情報 の質 及 び コス トは、 経 営管 理 の 的 確 さと企業 の 社 会 貢 献 に重 大 な

影 響 が 出 て くるの で、 企 業 間、 国際 間 の 共用情 報 の重 要性 は 急 速 に発 生 す

る必 然性 を もっ 。

現 代 の企 業 に お い て、 その 目的 効果 を 左右 す る決 定 的条 件 は マ ネ ジメ ン

トの 質 で あ る。 そ して多 くの機 能 を総 合 し て、 バ ランス の とれ た合 目的的

な決 定 と管 理 を 行 い 得 る最 大 の条件 は、 総合 判 断 を可 能 に す る情 報 の タ イ

ム リーな取 得 で あ る。 そ して ます ます大規 模 化 す る企 業の 各 機 能 か らの情

報 お よび 関連 社 会 か らの情 報 を収集 し処 理 して、 タ イ ム リー に役 立 て得 る

手段 と して、 今 日 コ ン ピ ュー タ お よび これ に付 随 して発達 した デ ー タ伝 達

の手 段 が あ るの で あ る。

ろ 効 果 マ キ シ マ ム確 保 の 視 点 と仕 組 み

一品質(目 的要 因の特性値)の 市場適合 とコス トミニマム、 それ による付

加 価値、即社会貢献度 を向上 し得 る経営管理の可能性、即経営の効果マキ

シマムが確保 され る。 と共 に、利潤の獲得 とその蓄積 に よる研究投資及び



一114一

設備投 資によ り、社会 と共 に長期にわ たって繁栄 し得 る。

後進性が強 く、工業 資本の不十分 な時代 の我 が国では、方針計画の決定

と実施 の管理のすべてが、先進 国の既往 の事 実の真似 で こと足 り、企業は

労働 の付加価 値生産性 の上 に安住す ることが出来 た。 しかしなが ら自由化

時代 を迎 え、 先進 諸国 と対等 の立場 に立 って、世界経済の 中の企業 として

繁栄を続 けるためには、適合 の品質 とコス トミニマムを実現 し得 る方針計

画の決定 と実施の管理 の適合が絶対的条件 とな り、それが付加価値 を左右

し、経営の成否 を決す るもの とな る。

4系 列 化 、 グ ル ー プ化 の 変 貌(金 中 心 か ら 人 中 心 へ)

資本の蓄積 が進 み、 全般 に豊 かになるに従 って、顧客 の価値観の変化 は

ます ます激 し く、最低 生活のための物質の基本 機能は、物価 の差の要因 と

しての性格が減少 し、精神的、感覚的 な要因が価値 の差を大 き くする。 こ

の よ うな社 会では、社会貢献度が産業の重点 目標 とな り、蓄積 された資本

は貢献度の高い企 業 に流れ るので、 旧来の財 閥型の系列化 ・グループ化 か

ら、次第 に時代 の要請に合致 した経 営哲学を実現 し得 る指導的経 営者 中心

の系列化 ・グルー プ化 に移行 するであろ う。

5業 界 内 の 体 制 強 化

産 業の分類が工業化 社会的観点 から為 され てい る旧来の考 え方が薄れて、

市場、顧客の要求要因側 の視点 か らの分類 とな り、 自つか ら現在の業界区

分は消滅 し、新 しい業界分 けが 自然発生 し、 その性格は、当初の適合の品

質 とコス トミニマムを実現す る為 の、顧客の要求要因別 業界が発生 す ると

考 え られ る。

6業 界 団 体の 変 質

共通 の顧客 の要求 要因別業界団体としての企業間の情報が非常に
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重 要 性 を 増 し、 第 ・-vaNIS情 報 セ ン ター 的 性 格 と共 に 情 報 交 換 が

重 要 に な り、 国 際 的NISと 新 しい時 代 にふ さわ しい 、 政 治等 へ の働 きか

け等 が そ の任 務 とな るの で は ない か と考 え られ る。

7産 業の変貌

7.1機 能 の 根本 的 な 変貌

第 ・1にあげ なけ れば な らない の は 、 物 を作 る(変 型 ・変 質 〔移 動)こ と

で は な く、 高 い価 値 を顧 客 の側 に発 生 す る こ とが 中心 に考 え られ、 それ に

よ る利 潤 の 蓄積 に よ り変 化 す る社 会 に適合 す る価 値 を 生 む為 の研究 投 資 と

設備 投 資 に よ り、 社 会 と共 に生 き、 長期 にわ た っ て繁 栄 し、 経 営者 ・労 働

者を 含 む社 会 と共 に、 豊 か な社 会の 成 員 と して 栄 えて行 くこ とを 中心 課 題

とす る よ うに な り、 そ れ が又企 業繁 栄 の 主 力要 因 とな るで あ ろ う。

7.2新 た な機 能 の 付 与

高 度 工 業 化 の 成 果 の上 に情報 化 され る こと に よ って、人 間 社 会 の貧 困 か

ら救 う、 レ ジ ャー産 業等 は欲 望 を正 し く満 し、 物心 共 に豊 な社 会ぺ の 移 行

に大 きな力 を発 揮 し、 平 和 へ の貢 献 が 大 き く望 み得 る。

8企 業 のMISの 展 望

OIS・MIS・NIS、 を総合 的 に活用 して得 た情報 に よっ て、 ト ップ

・ミ ドル の マ ネ ジメ ン トが 情報 化 時 代 にふ さわ しい もの とな る こ とが 緊 要

条 件 とな り、 特 に トップマ ネ ジメ ン トは、 これ に よ り、 真 に経 営 の意 志 決

定 と遂行 の管 理 を行 う、 い わ ゆ る トップダ ウ ンの経 営 を行 うべ きで、 それ

の 出来 ない トップは不適格者 と して排 除 され る か、 その企 業 を衰 滅 せ しめ る

で あろ う。

9労 働 ・教 育 問 題 の 展 望

・今後 は企 業活 動 の 中 に こそ、 真 の 人 間成 長 の教育が行 われ るよ うに
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な る。

高度 工 業化 社 会 で は、 人 力 に よ る 作 業 は ほ とん どが、 最適 作 業 情 報 の

機 械 の記憶 に よっ て コン トロール され た機械 の 作 業 とな り、 先進 国の 労働

と言 うのは、 頭 脳 労働 の こ と とな る。

教 育 は知 識 情報 提 供 の 場 と して変 質 し、企 業 内 のマ ネー ジ ャ ーは 目的 に

対 す る最 適 活 動 を 十分 な 情 報 に よっ て 決定 し、 そ れ に基 い て管 理 す る。 又

部 下 の評 価 も これ に ょづ て行 うの で、 従 来 の ムー ド的 な、 熱 心 に・汗 を流

して、夜 遅 くまで、 と言 っ た こ とで評 価 す るの で な く、効 果 的 であ る よ う

に、 指導 管 理 す るの で、 合 目的 な創 造力 が 自つ と育成 され る。 これ を行 わ

ぬ管 理者 は、 管 理 者 と して不 適 格 とな る。

＼＼

＼

＼



一117一

第10章 流 通 業

■

1産 業の根底の変化

わ が 国 の産 業 経 済 は科 学文 明 の発 達 に支 え られ て急速 な進展 を示 してい

る が、 特 に、 これ ら諸科 学が 基 盤 とな っ て、 産 業技 術 あ るいは応 用 技 術 と

しての拡 が り と深 さ を もっ た発 達 が、 今 日の高 度工 業 化社 会 を現 出 した直

接 的 な要 因で あ ろ う。

わ が国 産 業発 展 の あと をみ る と、 製 造 業 の発 展 と流通業 の発展 とは、 い

わば 表裏 の関 係 に あ るが、 情報 化 の 進 展 とと もに この関 係 が ど の ような変

化 をみ せ るで あろ うか。

工 業技 術 の未 発達 の時 代、 つ ま り第 一 次産 業 が 主 体の産 業社 会 に あっ て

は、 流通 業 者 の活 動 の よ りど ころは、 他 に先ん じて資 材(商 品)の あ りか

を知 りこ れ らを 集荷 す るこ と及 び 市場 に向 け て分 荷 す る こと に あっ た。 流

通 業 は と りも なお さず仲 買 人 とい う立 場 に あっ た 。

科学 技 術 の発 達 は、 こ の よ うな一 次 産品 を中心 とす る生 産、 流通 に対 し

て新 しい資 源 の開発 あ るい は 増産 を可 能 な ら しめ ると同 時 に、 製造 技 術 の

発 達 に よる新 製 品 の登 場、 一 次 産 品 を資 材 とす る工 業化 へ の発展 を促 進 し

た。 第2次 大 戦 時 か ら戦 後 の経 済 復 興 期 を通 じて わが国 は、 こ う した工 業

化 さ らに 重化 学 工 業 化へ の道 を歩 ん で き たが、 この時 期に おけ る流通 業 と

くに 商社 な どは 資 材 の確 保、 新技 術 の導 入 取次 ぎ を主 に、 幅広 い産 業 界 と

の関 連 を通 じ て の金融 機 能、 商 取 引上 の代理 権保 持、 資 本 的 結 合 な ど、 従

前 の 物 流 主体 の 流通 業 か ら、 商的 流通 面 の濃 い企 業 体へ と変 身 し、 各 種 卸

問 屋 機 構 、 小 売 商 な ど と共 に、 日本 的 土 壌 の上 に独 自の 流 通機 構 を形 成 し

た。

しか しなが ら、 この時 期 におけ る産 業経 済 の発 達 は、 あ くま で も生産 者
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(生 産 機 構)を 主役 とす る発 展 で あっ て、 速 いテ ン ポ で革 新 を続 け る科 学

技 術 を流 通 業 が直 接 的 に摂 取 した とい うこ とには な らな い だろ う。

流 通 機 構 は、 後 に触 れ る ように、 種 々の 要 因(特 に 日本 的風 土、 商慣 習

な ど に 根 ざす もの)に よっ て、 近 代化、 合理 化が 少 な か らず 遅 れ をみせ 、

生 産 機構 の 進展 度合 と比 較 してそ の整 備 状 況 に拾い て著 しい破 行性 をみせ

て い る といえ よ うc

戦 後 に なっ て、 わが国 の 生産 機構 を 中心 とす る産 業社 会 は、 国 の重 化 学

工 業 推 進策 とあい まって、 海外 か らの技 術 導 入 あ る'いは提 携 な ど を積 極 的

に。進 め、 コス ト引 下 け に よる企業 間 の競 争 力 強 化 を 目ざ して、 活 発 な合 理

化投 資、 生産規 模 の大 型化 メ リッ トの追 求 、 あるい は 商品 の規 格 化な い し

標 準 化 をす 込め大 量生 産 を可 能 に した。

鉄 鋼 、化 学、電気など を主 導産 業 とす る大 量 生産 体 制 の拡 が りは、 流通 機

構 に勝 る 資本力 を利 して 自 ら流 通 機 構の 整 備、 拡 充に の り出 した。

す な わ ち大 量 生産 に よる豊 富 な 商品 を市場 に効 率 よ く流す バ イブを求 め

て、 流通 経 路 の短縮 と拡 大 など に つ い て も少 な か らぬ投 資 を して きて い る。

流通 機 構側 は、 大 手 メー カー を中心 とす る こう した動 きに同 調 す る や り方

で、 生 産者 と消 費 者 を直結 す る方 向へ の動 きをみ せ たが、 流通 業 自 らが将

来 の 産業 構 造 な どに つい て一貫 した 思想 に よる予 見 を もっ てい た かは は な

は だ疑 問で 、 やは り生 産側 の ペ ー ス に よる動 き とみ る方 が 妥 当 では ない だ

ろ うか。

い わ ば、 今 日の高度 工 業 化社 会 に いた る流通 業 の 姿 あ るいは広 告 ・宜 伝

業、 運送 業 な ど を含 む広 義 の マ ー ケ テ ィ ン グは、 以上 の よ うな観点 か らプ

ロダ ク シ ・ン ・オ ηエ ンテ ッ ド(生 産 志 向型)な 形態 で あっ た とい え る。

生 産業 が技術革 新 に支 え られ て、 絶 えず 新 種 の製 品 を 市場 に大 量 に提 供

す る とい う企業 行 動 は、 自 らの リス ク 負担 と責 任 に お い てマ ー ケ ッ トを開

拓 し、 大 量 販売 を可能 にす る とい う こ とで あ り、 この ような 見地 か ら流通

機 構 の う ちで も商社、 卸 問屋 な ど の存 在 が 疑問 視 さ れあ るい は保 持 す べ き
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新 しい機 能 が 直剣 に 議論 され る きっ か け となっ た。

一 方、 と れ を 消 費 者 側 か らみ れば 、 高 度 工業 化の 進展 が もた らした も

の の1つ と して、 消 費者 の経 済 力向 上が あげ られ る。

GNPの 伸 び とと もに 消費者 の可 処分 所得 は 向 上 してお り、 消 費支 出の

内容 も食 費 の 占め るウェ イ トは 下が り、 耐 久財 ・サ ー ビス支 出 な どへ と多

様 化 して きて い る。

10-1表1人 当た り雇 用 所得 、 業 主 所得 の 伸び(年 取 単位:%)

雇用 者 所 得 業 種 所 得 賃 金

30～35年 6.8 5.7 5.6

35～40年 12.9 12.9 10.4

41年 11.2 12.5 10.8

42年 12.8 15.9 12.1

43年 15.4 13.3 14.2

(備 考)経 済 白 書、 昭 和44年 版

第10-2表 家 計 消 費 支 出 の 推 移
(単 位:%)

33年 度 35年 度 37年 度 39年 度 41年 度 43年 度

家 計 消 費 支 出 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

食 品
4L9 37.3 34.7 32.2 31.2 30.6

飲 料
4.0 4.1 4.2 4.6 4.7 4.8

タ バ コ 2.4 2.1 L9 1.8 1.7
'
1.7

衣 服 ・そ の 他 身 の 回 り品
11.1 1L4 1L2 9.9 9.2 9.1

燃 料 お よ び 灯 火 3.8 3.8 3.7 3.4 3.4 3.3

賃 貸 料 お・よ び 水 道 料
9.5 10.7 10.9 11.0 11.5 1L3

家具什器 お よび 世 帯道 具
3.5 4.6 51 6.1 56 58

家 事 維 持 費 3.4 3.5 3.2 3.6 3.5 3.5

保 健 お よ び 衛 生 6.2 6.1 7.1 7.6 8ユ 8.2

交 通 お よ び 通 信 2.5 2.8 2.7 3.3 3.5 3.9

レク リエーション 拾 よ ぴ 娯 楽 5.6 6.2 7.0 7.4 7.6 7.8

そ の 他 の サ ー ビ ス
6.1 7.3 8.3 9ユ 10.0 10.0

'
(耐 久 財)

3.1 4.3 55 6.3 6.1 6.5

・(非 耐 久 財) 73.1 69.0 66.4 63.8 62.8 63.0

(サ ー ビ ス)
、

23.8 26.7 28.1 29.8 31.1 30.5

(備 考)経 企庁 「国民所得統計」
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産業髄 の工業イヒへ の推称 つ れて・ 第一次産業人 口の減少・ 第二次産

業 に働 く勤労 者 人 口の増 加 が み られ、 都 会 型 生活 形 態、 生 活 程 度 の向上、

普遍 化 が 進ん だ。

第10-一 一3表 就 業 者 人 口の 変 化 と農 家 人 口 の流 出

茜 ① 就業都 ・の変化 ②農家人・の流出
増(万 人1
減
数

(
万
人

)
……

……

80

60

如

20

非農林業雇用者の増加

農林就業人口の減少

90

0

0

0

0

0

0

　

　

　

ら

る

ヨ

農
家
人
口
の
流
出

(
年
間
流
出
数

)

3334353637383940414243(年)3334353637383940414243(年)

(備 考)経 済 白 書 、 昭 和44年 版

』第
10-4表 農 家 所 得 と 勤 労 者 世 帯 収 入(人 口5万 人以 上都 市)と の 格差

年 度 農家総所得① 勤労者世帯実収入② ①/②

36 41.7千 円 46.2千 円 90.3

37 47.6 51.8 91.9

38 535 58.1 92.1

39 61.0 64.5 94.9

40 69.6 70.1 99.3

41 79.0 76.2 103.7

42 94.6 84.4 112.1

43 100.4 91.5 109.7

(備 考)経 済 白書 、 昭和44年 版

'
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大 量 生産 に 支 え られ た商 品 の 多様 化 な い し高 度 化は、 この ような 市場 の

動向 と合 致 して、 生産 機 構 の一 層 の拡 大 発 展 につ なが っ た。

現 在 まで の生 産、 流通 機構 の発 展 をみ る と、 企 業は昔 か らの しきた りに

依 っ て商品 を生 産 し、 流通 機 構 を通 じて 市場 に押 しつ け て きた とみ られ な

い こ とは ない。 いNか えれば、 消費 者 の欲求 が奈辺 に あ ろ うと、 良い 品 を

安 く市場 に提 供 す れば よい どい う観念 が支 配 的 で あっ た とい え よう。 トー

タル な意 味 で 「豊 か な社 会」 へ 移 行 す る とい う こ とを是 認 す る な らば、 消

費者 は 自己 の経 済 力 の 範 囲 内 で商 品 を選 択 す る 主権 を欲望 の拡 大 ・多様 化

と と もに 強 め る こ とに な る だ ろ う。 市 場 に あ り余 る多様 な 商品 の 中か ら、

自己 の欲求 を最 も適 切 に満 た して くれ る商品 を 選択す る こ とへ変 化 す る と

い うこ とに なれ ば、 生産 者 は消 費 者 の 意 向 を尊重 す る とい う立 場 か ら、 市

場 の動 向 を把 握 し、 そ れに遮 っ た生 産 体制 を と らざる を得 な い。

す な わ ち、 こ の よ うな観 点 か らす れば企 業 の動 向 は マー ケ ッ ト ・オ リエ

ンテ ッ ド(市 場志 向型)な ものへ と変 化 す る とい うこ とに なろ う。 この 場

合 の流 通 業 の変 化 に 目 を向 け る と、 生産志 向型 に おいて は、 生 産 者 の意 向

に もとず い て作 られ た 商品 を市 場 に対 して宣伝、 広告 し輸 送 ・販 売す る と

い う形態 が、 市場 志向 型 に あっ ては、 市場 の動 向 を素 速 くキ ャッチ して生

産者側 を導 く よ うな機 能 を果 たす形 態 へ と変貌 す る必 然性 さえみ られ よう。

もちろん、 生 産側が 主導 的に 市場 を り一 ドす る 形態が 即 時 あ るいは全 面

的 に消 え て い く とい う ことで は ない が、 徐 々に で は あっ て も主 導 産 業 が第

3次 産 業 的企 業 に とっ てか わ る時 期、 す なわ ち情 報 化社 会 へ の移 行 につ れ

て、 流通 業は 市 場 に対 して生産 者 を結 合 し商品 と して提 供 す る機 能 を司 ど

る ようにな るの で は な い だ ろ うか。

つ ま り、 市場 の動 向 を情 報 と して把 握 す る の には 至近 な立 場 に あ る流通

業 者 が、 種 々の規 模 と レベル にお い て、 主要 な役 割 を果 たす こ とに な ろ う

と考え られ る。 と くに現 在 、 流通 業 の中 枢 的立 場 に ある商社 は、 信 用付 与

行 為、 リス ク ヘ ッ ジ機 能 な ど問 屋 的性 格 の 企業 と して よ りは、 多種 多様 の
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情 報 を収 集 ・加 工 して関連 企 業 に提供 す る情 報産 業 的性 格、 さ らに国 の内

外 におけ る市 場 の 開拓 あ るい は需 要 の拡 大 を図 り、 関 連企 業 を結 集 して い

く よう な シス テ ム ・オ ル ガナ イザ ー と して の立 場(シ ス テ ム産 業)へ と変

化 す る こ と とな ろ う。

流 通 機構 を形 成 す る各 段 階 のそ の他 の企業 も、 市場 志向 型 と い う全 体 の

動 きに沿 っ て、 生産 者 と市 場 を直結 す る方 向 へ 変 化 して い くだ ろ う。

反 面、 現 在 の 流通 業 が そ れぞ れ の立 場 で変 貌 を とげ た として も、 そ れ ら

が その まN生 産 側 に 対す る指 導性 を発 揮 す る か とい うこ とに なる と旬1つ

の疑 問 が生 ず る。 た とえ ば、 総 合商社 は、 市 場情 報 の 集収 とい う点 につ い

て は、 か な り有 力 で あるが、 これ らの情 報 に対 す る高 度 な加 工 能 力 とい う

点 に な る と、 現 状 で は必 らず し も強力 では な い。 別 の表 現 をす る な らば 、

情 報 を 主 体 とす る際 の加 工 技 術 を含 め て、 新 ら しく要請 さ れる 諸 々の技 術

(た とえば、 シス テ ム ズ ・ア プ ロー チの 出来 る能 力)な どに お い て不 足 し

てお り、 この面 か らは こ う した能 力 を備 え た他 の グル ー プの 出現 ない しは

関 連企 業 の結 集 な どの動 きが み られ るの で は な いだ ろ うか。 新 産 業 集団 の

出現 が こ う した 意 味 で 考 え られ、 後の章 で 述べ る ように、 やが てはNI

Sへ の形 成 につ なが る もの とな ろ う。

さ らに、 この よう な新 産 業 集団 の 中枢 的 役割 を果 たす の は、 情報 の高 度

な加 工 技 術 と、 それ に よっ て得 られ た高 度 の情 報 を活用 す る知 的創 造力 を

持 っ た 産業 知 識 人的 グル ー プで あっ て、 シス テ ム開 発 力 を備え た頭 脳 集団

と して存 在す る こ とが 考え られ る。

こ う したオ ピニオ ン ・リー ダー的 グルー プの 下に、 流通 機 構 全 体 に関連

した トー タル ・マ ー ケ テ ィ ン グが政 策 と して 進 め られ、 製 品 ・価 格 ・流通

・広 告 ・販 売 な どが 有機 的 に組 み合 わせ られ る こ と とな っ て、 オ ピニオ ン

・リー ダー の もた らす 思想 を実現 し、 市場 に提 供 す る ような リァ ライズ集

団 も流通 機 構 の一段 階 をなす もの と して存 在 す る こ とに な るだ ろ う。

これ らの グル ー プの 出 現は、 流 通横 柄 の整 理 進 展 とと もに ます ます顕 著

●
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に な る もの と思 わ れ る。

次 に わが 国特 有 の産業 社 会 の特 色 とマー ケ ッ トの特 色 を 集 約 的 に述 べ、

こ れ らが どの よ うな変 化 を遂 げ る か とい うこ とに簡 単 に触 れ てみ よう。

・ 日本 的 風 土 と市場 の変 化

日本 的風 土の 中で の マ ー ケ ッ トの特 色 は、 全 般 に顔 の つ な が り、 義

理 人 情 が根 強 く横 た わっ て い るた めに、商 品 の流 通 面 に お い て も閉 鎖

的 な機 構 をつ く りや す く排他 性 の 強 い しくみ となっ て い る。

消 費者 の購 買態 度 も人間 的 な つ なが りに よ る こ とが 多 く、 消 費 物 資

な ど消費 者 に密 着 した商 品 の購 買 は、 狭 い地域 で 特 定 の 小 売 業 者 と結

び つ く、 い わ ゆ る買 回 り範 囲 の小 さ い のが 一般 的 で あっ た。

市場 の購 買 力が 弱 く、 流通 業 と して の規 模 は零 細 な ものが 圧 倒的 に 多

い の も、 こ う した現 象 を呈 す る要 因 で あろ う。

この よう な状 態 に お い ては、 流 通 業 は 市場 の情報 を得 て、 広 く消費者

の欲 求 を満 足 させ る機 能 を果 た す こ とは不 可 能 で ある。

消費 者 の 所 得 水準 の 向 上は、 わ が国 古来 の勤 倹 節約 を美 徳 とす る感 覚

か ら、 消 費 材 な どの 購入動 機 にみ られ る よ うに、 消 費 を美 徳 とさえみ る

よ う な感 覚 へ と変 化 しつ つ ある。

以 上 の如 き消 費者 動 向 の変 化 は、 日本 的 土壌 の 中に組 み た て られ た 流

'

通 機 構 に 対 し、 どの よ うな影響 を及ぼ す であ ろ うか。

a流 通 業 者 の 数 が 多 い。

b市 場 力、 金 融 力 の零細 な業 者が 多 い。

c商 品 の卸 段 階 が 多次 に わた っ てい る。

d商 品 の取 扱 量bよ び 取 引品 目が 少 い。

ま た 日本特 有 の商取 引 上 の慣 行 と して、

e明 確 な基 準 の な い りべ ー トあ るい は デ ィス カ ウン ト。

f不 当 に 期 間 の長 い手 形 決済 や売掛 債権 。

g無 計 画 な配送 や極 度 の小 口配 送。
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h人 間 関 係 のみ を基 盤 とす る商取 引

流通 業 の規 模 あ るい は 流通 機 構 の ど の あた りに位 置 す る か に よっ て影

響 の うけ 方は 異 な る で あろ うが、 流通 機 構 の整 備、 合理 化 が 進み 企 業 の

体質 改 善 が為 され るこ と に よ り、 大 企 業 は情 報 の収 集可 能 な ネ ッ トワー

クを組 み、 コ ン ピュー タ を と り入れ るな ど して市場に密 接 した機構 をつ

く りあげ る こ とに な ろ う。 す な わ ち大 企業 の保 持 す る資 金 力他 が強 力 に

作 業 して、 流通 機 構 に おけ る中間 段 階 を出 来 るだ け排 除 して、 市場 との

間 に 太 く短 いパ イ プを設 け る よ うな動 きに進 む で あ ろ う。 他 方、 中小 企

業 は個 々 の企業ap資 金 力、 情 報 収 集 力 な どに お い て大 企 業 に対 抗 しえ な

い ため に、 連鎖 店化 な どを促 進 す る ほ か な く、 スー パース トア ーの一 層

の進 出 と ともに、 競 争 激 化 は まぬ が れ な い。

2流 通業の体制変化

2.1消 費 者構 造 の 変 化

商 品 に対 す る消 費 者の 本質 的欲 求 は 「安 くて良 い品 」 で あ る といわ れ

てい るが 、 知 的、 物的 生活 水 準 の向上 に と もない、 消費 者 の欲 求 の度 合

は、 たん に 「安 くて 良 い」 とい うこ とか ら、 自己 とこれ を と りま く環境

との 「適 合性 を求 め る」 とい うこ とへ 移 行 して くる こ とを考 え られ る。

この傾 向 は、 衣 食 住 に 直接 に結 びつ い た一 次欲 求 商 品 よ りも、 よ り緊

急 度 の 低 い二 次、 三 次欲 求 商 品 の方 が、 そ の度 合 が より強 い とみ られ て

レ、る。

また、 知 的 生活 レベ ル の向 上 は、 従 来 は 潜 在的 で あ った個 性 に対 す る

意 識 を顕 在 化 させ る こ とに な るで あ ろ うといわ れ て い るが、 消費 者 が 本
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当 に求 め て い る もの を 自 ら の 能 力 で明確 に表 現 で き るほ どに、 知 的 レ

ベ ル の高度 化 が進 展 す る には、 か な りの 期 日 を要す る こ とで あ ろ うか ら、

当 分 の間 は 商 品化 され た もの の 中か ら自 らの イメー ジ に よ り近 い もの を

求 め る とい った こ とに な るで あ ろ うし、 さ らには既 存 の商 品 を土 台 に し

て、 は じめ て 自己 の欲 求 を表 現 す るこ とに なろ う。

しか し、 これ らの こ とは 生活 必需 品 の色 合 の低 い商 品 につ い て あ ては

ま る こ とで あ る とすれ ば、 日常 生活 必需 品 につ いては、 よ り廉 価 で良質

の(特 に品 質 の 一 定 した)商 品 を求 め る こ とは将来 に お い て も、 現 在 と

さ した る違 いは ない と思 わ れ る。 た だ、 これ とて もあ る時点 に静 止 す る

もの では な く、 生活 環 境 の 変化 ・拡大 に 合せ て常 に よ り新 た な機 能や 即

時性 、 適 合性 な どが 求 め られ るで あ ろ う。

次 に考 え られ る こ とは、 所得 水準 の上 昇 に よ り、 購 買 層 が 深 み(中 間

階 級層 の相 対 的 増加)と 幅(購 買 年令 の拡 大)と を もつ こ とで あ るが、

この よ うな購 買 力 の増 大 は消 費 力 の産 業 に及 ぼ す影 響 を、 ます ま す大 き

な もの と して ゆ くで あ ろ う。

また、 消 費 者の ビヘ イ ビアの変 化 も見逃 せ ない点 で あ る。 既 に耐 久 消

費 財 に対 しては、

財産 的意 識 → 消耗 品的 意 識

世帯 所 有 → 値 入所 有 → 重 複 所 有

と変 化 して きて い る。

これ らは、 いず れ も消費 者 の欲 望 の 多様化 や個 性化 に つ なが る もの で

あるが、 同 時 に、 市場 の拡 大 に もつ なが る可能 性 を もっ て い る と考 え る

こ とが で き よ う。

2.2生 産部 門 へ の 影響

知 的 、 物 的 生活 水 準 の向 上 はご 市場 の欲 求 の多様 化 を もた らす と考 え

られ て い るが、 これ を生 産 に結 び つ け た とき当然発 生 す る問 題 は、 コス

トとの関 連 で あ る。 一
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多様 化 は、 そ れ に比例 す る需 要 の拡 大 が な い か ぎ り、 個 別 品種 につ い

ての 生産 規 模 の縮 少 を もた ら し、 必然 的 に コス トの 増大 へ とつ な が る と

見 られ る。

しか し、 市場 の拡 大 ない しは維 持 の た め に は、 や む をえ ず 多様 化 の道

を進 む 場 合 もあ ろ うか、 その 場 合 で も企 業 は 多 様 化 を大 量 生産 の 可能 な

範 囲 に と どめ るか、 あ る いは 在 来 か らの 市場 の 需 要 を細 分化 また は代替

す る こ とには な らない で、 新規 の 需 要 を創 造 す る よ うな方 向 へ と導 くべ

く努 め る で あ ろ う。

つ ま り、 企 業 の ね らいは、 本 質 的 には規 模 の メ リッ トに よる単 純商 品

の生 産 で あ り、 大 量 消費 市場 を前 提 と した マス ・ブ ・ダ ク シ ョン体制 で

あ って、 規模 の 効 果 を 度外視 した多様 化 に移 行 す る こ とは あ りえ ない と

考 え られ る。

この こ とか ら理 解 さ れ る よ うに、 市場 の欲 求 とい え ど も、 生産 者 に と

って は規 模 の メ リッ トとの見 合 い に お い て商 品 化 され るべ き もの なの で

あ っ て、 その た め には 市場 の 動 向 を先 取 り し、 欲 望 を顕 在 化 で きる よ う

な体 制 を と らね ば な らな い。 しか し、 そ れ に 必要 とされ る情 報 が、 自己

の生 産 す る商 品 の 流通 チ ャネル につ い ての み結 び つ いた ものだ け だ とす

れ ば、 不 充 分 な体 制 で あ ろ う。

こ こに、 生 産 と消費 とを結 びつ け る機 能 を もつ もの、 つ ま り、 流 通業

が ク ロー ズ ・ア ップ され て くる と考 え られ る。

2.5流 通業 の体 制 変 化

流 通 業 の体 制変 化 には、 集 中合併 な ど に よ る大型化 や 、 資本 自由化 に

と もな う外 資 系 企業 の 進 出、 製 造 業 の 流 通部 門進 出の強 化 、大 手 に よる

系 列 化、 中小 業 者 の協 業 化、 チ ェー ン化 な どが 考 え られ るが、 こ こでは

市場 との 関 連 に おい て と らえ てみ た い。

2.3.1商 的 流通 部 門の体 制 変 化

現 代 は情 報 の氾 濫 の 時 代で あ る といわ れ てい るが、 この こ とは消 費 者

●
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の 商 品 につ い て知 っ て い る とい うこ との 量的 ・質 的 ま たは 地 域 的 な拡 大

を もた ら し、 流通 の情 報 面 に お け る閉 鎖 的 な社 会の 存 在 を許 さ ない もの

とな っ て くる。

従 来 の 流 通業 は、 生産 者 と市場 との間 の物 の移 動 を 行 ない、 これ に付

随 す るか た ちでの情 報 の伝達 機 能 を行 な うもの とされ て い たが 、 今 日で

は 情 報 面 に、 よ りウ エ イ トが お か れ る、 いわ ゆ る物 ば なれ の現 象 を呈 す

る よ うに な っ て きた といわ れ る。 ま た、 流動 化 す る 市場 の 動 向 に対 処 す

るた め には、 市場 と生 産 とを結 び つけ る よ うな情 報 収 集、 商品 開発 機能

をは たす こ とが双 方 か ら要請 さ れ る よ うにな る。

つ ま り、 流通 業 に と っては、 広 範 囲 で、 しか も総合 的 な 市場 の 動 向 を

と らえ られ る か ど うか 、 消 費者 サ イ ドか らの素 材 と して の 消費 者情 報 を

マ ー ケテ ィ ング情 報 に変換 して、 これ を活用 す る機能 が は たせ るか ど う

かが、 問題 とな っ て く る と思 わ れ る。

流 通業 の体 制変化 とは、 こ うした 背景 に よる業 界 ぐるみ の情 報 化 の方

向 に対 して、 市場 の 多 角 的 な情 報 ネ ッ トワーク を 自 ら形 成 す る、 あ る い

は こ れ に参加 せ ざ る をえ ない とい う動 きを軸 に して行 なわ れ る もの と思

わ .れるが、 そ れ を、 各 々 の流 通業 者 に あて はめ てみ る と き、 業 界 内 に 占

め る幅 と深 さ との 度合 に応 じて、 お のず か ら異 った態 様 を示 す で あろ う

と思 わ れ る。

2.3.2物 的 流通部 門 の体 制 変化

物 的 流 通 部 門 のは た して きた機 能 は、 包装 、 荷役 、 輸送 、保 管、 情報

伝 達 で あ った。

今 日、 荷 姿 の 変化 や 流 通加 工 倉 庫 の 出 現 など部 分的 な変 化 が 表面 に表

わ れ て い るが、 中 で も特徴 的 な もの は径 路 の変 化 で あ る と見 られ て い る。

大 量 生産 、 大 量消 費 に マ ッチ した流 通径 路 の 形成 は、 流 通 セ ンタ ー、 ス

トック ・ポ イ ン ト、 流 通 ター ミナル な ど と生産 部 門 との 間 を太 くて短 い

パ イ プで結 ぶ よ うにな って くる。
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ま た、 現 時点 に おけ る輸送 シス テ ム の特 徴 を、 幹 線輸 送 シス テ ム と こ

の 両 端 に位 置 す る集配 シス テ ム とで成 り立 って い る もの とす れ ば、 既 に

各 地 域 間 の 積荷 量 の ア ンバ ラ ンス とい う問題 を か かえ てお り、 そ の解 決

の た め には 個 々の シス テ ムで は な く、 シス テ ム全体 と して最 も効 果的 な

流通 方 式 を考 えね ば な らない段 階 に きて い る と思 われ る。 こ の こ とは、

当 然、 一 企 業 の枠 を こえ て相互 に 関連 し、 融 合 し合 うこ とに な り、 物 的

流 通 部 門 の技 術革 新 に よる合理 化 と あい ま って、 同種 あ る いは異 種 輸送

手 段 の 最 適 な組み 合せ を可能 とす る、 総 合的 な物 的 流通 シス テ ムの 実 現

を促 進 す る こ とにな ろ う。

物 的 流通 部 門 は 物 の移 動 を基 本 的 機 能 と して成 り立 って い る部 門 で あ

る た め、 情 報 化 の 動 きは い まだ その 緒 につ い たば か りで あ るが 、 社 会 全

体 に お し よせ て い る情 報 化 の 波 は、 や が て物 的 流通 部 門 に も波 及 す るこ

とで あ ろ う。

この よ うに して 物的 流通 は個 々の 商 的 流 通、 あるい は個 別業 者 に直結

した集送 か ら配送 まで の結 び つ きか ら離 れ て、 輸 送諸 機 関 の 総 合 的 な最

適 組 合 せ に よ る新 た な 「輸送 シス テ ムを売 る」 方 向へ と体 制 を変 化 させ

てゆ くで あろ う。

'

5流 通産業の変貌

5.1業 界団 体 の 変質

「市場 に お い て最大 の リス ク を 負担 す る ものが 最高 の 流 通支 配 者 で あ

る」 とい う原 則 か らみ れ ば、 従 来 はそ の役 割 を主 に 果 して きた の は メー

カー だ といえ よ う。 この よ うな状 態 にお け る業 界 団体 の 体質 は、 メ ー カ

ーに対 す る圧 力 集団 あ るい は 自 らを メー カーの圧 力 か ら守 る集 団 と して

形 成 され て きた と考 え られ る。

しか し、 流 通業 を と りま く環 境 が 「メー カーの作 った もの を売 る」 か

ら 「市場 の欲 求 を顕 在 化 し、 これ を生 産 に結 びつけ る」 へ と変 イヒす る こ
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とに よ り、 市場形 成 あ るい は 消費 動 向 を と らえ るた めの 集 団へ と変 化 し

て い くと考 え られ る。

流 通業 にお け る業 界 ぐるみの情 報化 の方 向 と結 びつ いて 、業 界 内 に お

け る情 報 収 集 ・交 換 機 能 をつ か さ ど る もの とす れば 、 市場 とメ ー カー と

を結 びつ け る とい うこ とか ら、 グル ー プ中 にお いて 機能 の 分化 を お し進

め る よ うな、 よ り知 的 な集 団へ と変質 して ゆ く もの と思 わ れ る。

5.2系 列化'グ ルー プ化 の 変貌

流 通業 にか ぎ らず、 いず れ の産 業 にお いて もグル ー プ化 の 目的 は 市場

に おけ る 自己 の立 場 を確 保 し、 拡 大 す る こ とに あ る とさ れ て い るが、 流

通 業 に おけ る系 列 化 ・グル ー プ化 の 方 向 と しては 次 の2つ が 考 え られ る

で あ ろ う。

(1)同 業 種 の グ ル ー プ化

② 異 業 種 の グ ル ー プイヒ

同 業 種 の グ ル ーープ化 とは水平 統 合 と もい うべ きチ ェー ン化 で あ る とい

え る。

企 業 と して あ る程 度 以 上 の利 益 を あげ るた め には規 模 の拡 大 を図 り、

大 量 消 費 市場 を前 提 にせ ざ るを え な くな る。

また、 マス プ ・商 品 を取 り扱 う小 規模 量販店 にお い て は、 たん なる商

品 の 集収 ・分 配 機 能 を 中心 に は 生 き られ な くな る。 これは 、 ス ー パ ー ・

ス トア との対 比 にお・い て顕 著 で あ ろ う。

そ の典 型 的 な もの といわ れて い るのが 、 ボ ラン タ リー'チ ェ ー ンで あ

るが 、 中小 店 が 自 らのオ プ シ ョンの も とに生 き残 っ て ゆ くた め には、 メ

ー カーや 問 屋 ・商社 主 宰 の もの では な く
、 小 売 業 者 主宰 の チ ェー ン組織

を結 成 す る必 要 が あ ろ う。 この場 合 の チ ェー ン組 織 は、 従 来 の 商店 街 振

興会や 協 同 組 合 的色 彩 の 強 い もので は な く、 情 報収 集、 仕 入 活 動、 販 売

活 動 な ど機 能別 に分 化 された組 織 体 と して結 成 さ れた もの に な ろ う。

一 方、 ス ー パ ー ・ス トアや百貨 店 に お い ては、 都 市か ら郊外 へ の人 口
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移 動 に合 せ た拡 大 と客 の 組 織化 を図 るた め、 商 品の 相互 供 給 と情 報の 交

換 とを中心 と した広 範 な業 務 提携 が、 ます ます盛 ん に な る と思 わ れ る。

異 業種 の グル ー プ化 は、 商 社 ・大 手 ス ー パ ー な どが 中心 とな った垂 直

統 合 で あ る といえ る・

この形 態 を とる もの に、 生産 と未 端 の 消費 とを結 びつ け た一 貫 流通 体

制 に も とつ く統 合 の ほ か に、 消費 者 に幅 広 く密 着 した体 制 か らえ られ る

消費 者情 報 の活 用 に よ る大 手 ス ー パ ー の コング ロ化 と、 総合 商 社 の シス

テ ム産 業 指 向、 つ ま り製造 技 法 の異 っ た業種 をモ ジ ュー ル と した 目的情

報 に よる結 合 とが 考 え られ る。

5.5機 能型 へ の分 化

メ ー カーの 期待 す る流 通 とは 次 の よ うな もの で あ ろ う。

① 確 実 な 市場 を約 束 す る もの。

② 市場 の情 報 を的 確 に把 握 し、 これ を加 工 す る能 力 を もつ もの。

③ 合 理 的 な輸 送 径 路 を作 り出す もの。

この よ うな条件 に適 合 した 流通 業 者 が 出現 した ときに お い て、 生産 者

と流 通業 者 とは、 そ れぞ れ の 機能 に専念 で きる よ うな分 業 体 制 を とる こ

とが 可能 と な り、 そ れ が また 市場 の望 む産 業 の形態 で あ る と思 わ れ る。

既 に述 べ た よ うな流通 を とり ま く環境 の変 化 は、 各 々 の流 通 業 者 が は

た してい る機能 に対 して、 合 目的的 な方 向 に向 わ しめ る もの と考 え られ

る。 この結 果 、 流通 業 全体 は大 き くわけ て次 の2つ の機 能 型 へ と分 化 す

る と考 え られ る。

(1)販 売 機 能型(Operational型)

(2)情 報 機能 型(System型)

販 売 機 能型 を とる もの は、 自 らの合 理 化 と、 市場 の指 向 に合 せ て生産

され た商 品 の 流通 を担 当 す る こ とに なろ う。

また、 この 中 で も仕 入 機能 を担 当 す る部 門 と販 売 機能 を担 当 す る もの

とに 分 れ る こ と も考 え られ る。

6

十
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商 的流 通 部 門 で は、 マス プ ロ商 品 の 大 量販 売 と高級 ・オ リジナ ル商 品

の販 売 とに大 き く2分 化 され 専門 化 す るで あ ろ う。

物 的 流 通 部 門 では、 技 術革 新 に よ る輸送 形 態 の 合理 化 に努 め る こ とに

なろ う。

情 報 機 能 型 を とる もの は、 従 来 の メー カー と 市場 とをつ な ぐ とい うこ

とか ら、 市場 の欲 望 を リー ド し、 マ ーケ ッテ ィ ングその もの を売 る方 向

へ と発 展 しよ う。

流通 業 界 内に お いて情 報 機 能型 を とる もの に、 シ ョ ッピ ング ・セ ンタ

ー作 りな どを行な うプランニ ング会 社 が 考え られ る。 シ ョッ ピ ング ・セ ン

タ ーの 設立 には 立地 条 件 、 設計 、 入居 業 者 の 選 定 まで を一 貫 して行 なわ

ね ば な らな いが、 やが て これ を行 な う、 独立 専 門会社 が 生 ま れ、 大 手 ス

ーパー
、百貨店 な どと結 びつ いて計 画的 な シ ョ ッ ピング ・セ ン タ ー作 りを

推進 してゆ くで あろ う。

さ らに は、 市場 の欲 望 を情 報 と して と らえ るばか りで な く、 これ を生

産 に 結 び つ け る 実 現 力 を 持 つ も の の存在 が 考 え られ るが、 その た

めに は、 各 メ ーカ ーの 性格 を機 能 的 に と らえ、 これ を横 に結 びつ け て新

商 品の 開 発 を行 ない生 産 ライ ンに 乗 せ る機能(製 造 チ ャ ネ ルの オ ル ガ ナ

イザ ー機 能 と商 品企 画機 能)が 重 要 と なっ て くる。

そ して、 この よ うな機能 を もった情 報 機能 型 の企業 が 、 産 業 界 全体 の

いわ ゆ る プ ロ ジェ ク ト ・リー ダ ー とな って ゆ くで あ ろ う。

そ うな った と きに は、 従 来 の 流通 業 の 枠 組 の 中で この 問 題 を と らえ る

こ とは、 あ ま りに もそ の対 象 が広 が りす ぎてい る といえ る。

4各 流 通 業 者 へ の 影 響

これ まで に、 流通 業 を と りま く環 境 の変 化 とそ の影響 につ い て、 業 界 全

体 と しての方 向 づ け を試 み て きた が、 こ こでは、 それ が各 業 者 に ど の よ う

に は ね返 って く るか につ い て考 え てみ たい。
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4.1中 小 型 量販 店

小 売業 ある いは パパ マ マ ・ス トア と して と らえ られ て きた これ ら中小

型 量販 店 は、 そ の規 模 と取扱 い商 品 か らみ る と き、 体 制 の 変化 と機能 の

分 化 へ の影 響 が もっ と も大 きい 分 野 で あ る と思 わ れ る。

チ ェー ン化 を とる場 合、 個 々の業 者 が 分担 す る機 能 は 末端 の販 売活 動

に 専念 す る こ とで あろ う。 また、 チ ェー ン化 を と らない とすれ ば、 総合

化 あ るいは 大 型化(ス ー パ ー)と 専門 店 化 の方 向へ 分化 して ゆ か ざる を

え ない と思 わ れる。

情 報 収 集 の 面 か らは、 消費 者 に密着 した ミク ・な情 報 を とれ る利 点 が

あ るが・ そ の活 用 を図 るた めに は、 そ の 機 能 を 司 ど る よ う な 機構 を作

る必 要 が で て くる。

4.2専 門 店

専 門店 は、 高級 ・オ リジナ ル 商 品の 流通 を 図 る とす れば、 多様 化 と個

性化 を充 足す る よ うな商 品の取 扱 いが 主体 とな ろ う。

大 型 専 門 店 は、 関 連商 品 の豊 富 な品揃 え に よ り、 消 費者 の総 合 的 な

(例:イ ンテ リア)あ る いは い まだ 明確 とは な っ てい な い欲 求 に応 え る

とい うこ とに な る う。 そ のた めに は、 性 別、 年 令 な どに と らわ れ ない 幅

広 い情 報 の収 集 ・交換 を行 な い、 なか で も知 的 ・物質 的 な生活 水準 の 向

上 をみ きわ め、 これを需 要 と して先取 り し供 給 に結 び つけ る よ う最 大限

の 注意 を払 わ ねば な らな いで あ ろ う。 ま た、 この よ うな関 連 商品 の 市場

情 報 は、 メー カーが多 様 化 と規 模 の メ リ ッ トをモ ジュール 化 な どに よ っ

て結 びつ け る もので あ る とす れ ば、 重 要 な フ ァク タ ー一とな りうるで あろ

う。

小 型 専 門 店 は、 そ の体 質 か らみ れ ば個 性 化 の 方 向 に焦 点 を合 せ て、客

層 の 固定 化 を狙 うこ とに なろ う。 と くに、 自 らの欲 求 を いま だ顕 在 イヒで

き ない状 態 に あ っ ては 、 芸 術 品 な ど に象徴 さ れ る よ うな高 級 ・オ リジナ

ル商 品の 単 品流 通 が必 要 とな る。 そ れは 、 たん に商品 を移 動 す るの み で

`
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な く、 広 く所 在 情 報 を つ かみ、 これの ス イ ッチ ング を行 な う機能 が重 要

とな り、 や が て は これ を主 た る業務 とす る こ とに な るの で は ない か と思

わ れ る。

4.5ス ー パー ・ス トア

ス ーパ ー は一 括 大 量 仕 入 れ、 大 量 販売 を 図 る もの で、 大 量 生産 方 式 と

の見合 い に お い て成立 してい る とみ る こ とが で きよ う。

その 意 味 か らす れば 、 生活 必需 品 に結 びつ い た一 次欲 求 商品 を廉 価 に

提 供 す る機 能 が重 要 とな る・ そ の た め には、 自社 ブ ラン ド商 品の 開 発 な

どにみ られ る よ うに、 市場 の ミク ロ、 マ ク ロな情 報 を と らえ、 これ を生

産 に結 びつ け る こ と と、 広範 な業 務 提携 と 自 らの主 宰 す る チ ェー ン化 を

図 る必要 が あ ろ う。 そ して、 そ の 中 での 機能 の分化 を 図 るこ とに な る で

あ ろ う。

生活 レベ ル が 都 市化 の方 向 に あ る と き、 こ う した動 きの強 敵 とみ られ

る もの に農 協 あ る いは 生協 が あ る。 いず れ も、 一 定 区 域 の 多数 の客 を対

象 とす る マス プ ロ商 品 の販 売 に あ る とす れ ば、 商品 開発 機 能 が重 要 な ポ

イン トとな るで あ ろ う。

4.4百 貨 店

百 貨店 は、 信 用 と客 の 組織 力 とを もって、 都 市化 の傾 向 と生活 水準 の

向上 とにつ れ て拡 大 して きたが、 今 日、 高級 ・オ リジナ ル商 品 で は専 門

店 の、 マス プ ロ商 品 で は ス ーパ ーの 両 面 か らは さ まれ た状 態 に あ る とい

わ れ てい る。

一 方
、 生活 圏 が都 市か ら郊 外へ と移 行 す るに つ れ、 地 域 的拡 大 を図 ら

ね ば な らな い とす れ ば、 チ ェ ー ン化 の素 地 は 充 分 にあ る と思 わ れ るが、

結局 の とこ ろ、 従 来 か らつ ちか われ て きた信用 と客 の 組 織 力 とを もっ て

衣料 ・家 具 な どの大 型 高級 専 門店へ と移 行す るの では ない か と思 わ れ る。

4.5問 屋

問 屋 の機 能 と しては、 集荷 ・分配 機能 、保 管(在 庫)機 能、 配送 機 能、
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金 融 機能 な どが あ った が、 メー カーが 自 らの 販 売会 社 を持 ち、 小 売店 が

ス ーバ化 あるい は チ ェ ー ン化 して メー カー に直結 す るな ど に よ り、 従来

の問 屋 機能 に疑 問 が 生 じて きた。

こ の よ うな外 部 環境 の 変化 は 新 た な機能 と しての商 品 開 発、 情 報 提供 、

配 送 強化 な どに乗 り出 し、 機 能 の開 発 ・多角 化 を行 なわ ね ば な らない状

況 とな った。 しか し、 これ らの こ とは 力 の あ る大 手 の問 屋 にのみ 可能 な

こ とで あ り、 中小 問 屋 では 単 独 で新 しい 機能 を発 揮 す る こ とはむ ず か し

い。 その た め、 問 屋 に お い て も総合 化 ・系列 化 が進 みつ つ あ るが、 今後

は この傾 向 が い っそ う強 ま るで あ る と思 わ れ る。

4.6輸 送 業 者

既 に述 べ た よ うに、 物 的 流通 は個 々の輸送 手段 の合 理 化 か ら、 総合 シ

ス テ ムを組 む方 向 へ と移 行 しつ つ あ るが、 この 中 で 問題 とな るの は、 倉

庫 業 者 の存 在 意 義 で あ ろ う。

物的 流通 革 新 の進 展 は、 倉庫 の保 管 機能 に対 して も著 しい 変革 を もた

ら し、 従 来 の 「貯 蔵 本 位 の機 能 」か ら生産 と消費 との一 貫 流 通 の接点 とな

る よ うな加 工、 配 送 機 能 を もつ 「配送 セ ンタ ー的 な機能 」 に重 点 が移 行

しつ つ あ る。 こ の点 か らみ て、 立 地条 件 、 構造 、 施 設 な ど問 題 は 山積 し

て い る ,と思 われ る。

4.7総 合 商 社

今 日の商社 の 機 能 は、 最 新 の情 報 を 最大 限 に収 集 し、 これ を加 工 し付

加 価 値 を与 え る、 つ ま リメー カ ー と市場 との 間 に存 在 し両 者 の情 報 を的

確 につ な ぎ合 せ る こ とに あ る といわ れ て い るが、 たん に情 報 を収 集 ・加

工 す るのみ で は メ ー カ ーで も可 能 で あ り、 商社 の 存 立 意 義 は な い。

産 業 構造 の 変 化 に よ り流通 業 のみ で な く、 産業 界 全体 に おけ る商社 の

位 置 づけ が、 幅 の 点 か らも深 み の点 か ら もその重 要性 を ま しつ つ ある今

日、 市 場 形 成 力 と 実 現 力 を バ ッ ク に した開 発 機能(商 品、 資源 ・

技 術)を いか に して身 につ け るか、 また これ を行 な う とき、 従 来 の 系列

`
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化'グ ル ー プ化 に と らわ れ る こ とな く新 た な産 業 集団 を 自 らが 形 成 で き

るか ど うか、 その 機能 と立 場 とを あ らた めて 考え る時期 に到 っ て い る と

思 われ る。

`

■

5企 業 のMIS化 の 展 望

流通 業 の 経 営情 報 シス テ ムは 物 的 流通 と商的 流 通 の両 面 にわ た り総 合的

に捉 え なけ れば な らな い。

MIS化 へ の ア プ ロー チ に 当 っては、 企 業規 模 、 商 内形 体 などの違 いに

よ り、 種 々の進 め か たが あ る と思 うが、 その 中 で個 別業 務 サ ブ シス テ ムを

開発 し、 そ れ らを漸 次 有 機 的 に結 合 して、 総合化 して い くや り方 が もっ と

も堅 実 な方法 で あ ろ う。MIS達 成 には 内部情 報 と外部 情 報 の 総 合化 が 必

要 と な る。 す なわ ちNISと の一体 化 に お いて、 初 め て その 成立 が可能 と

な る。

しか しなが ら、 外 部 状 況 の変 化 に ともな い、 外 部情 報 を的 確 に タ イム リ

ーに捕 え る困 難 性 、情 報 の 定 量化 及 び変 化 に対 しての シス テ ムの 流動 性 な

どMIS完 成 まで には 多 くの 問 題 を有 して い る といえ よ う。

物 的 流通 は ス ー パ ース トアの 台頭 、 流通 の合 理化 の 追 求 な どに よ り、 そ

の 機構 は大 き く変 貌 しよ うと してい る。

こ うした 変化 に と もな い、 小 売 店、 百貨 店、 商社 、 問 屋 な ど、 そ の あ り

方 が再 検 討 され再 編 成化 へ の動 きが ある。

零 細 小 売店 は チ ェ ー ン化 に進 み、 ス ケ ー ル メ リ ソ トを追 求 してい く道 を

求 め るで あ ろ う。

これ に よ り、 コ ン ピュ ー タの 共 同 利用 が 行 なわ れ、 共 同 仕入 に よる小 売

店 の事 務 の 合理 化 が 図 られ る。 一 方、 情 報 ネ ッ トワー ク作 りへ の動 き と し

て、 全小 売 店 か ら市場 動 向 の情 報 を入手 し、 分析 、加 工 に よ り市場 の消 費

需 要 を反 映 した商 品 の 仕 入、 並 び に メ ー カー の マ ーチ ャ ン ダ イ ジ ング(商

品化 計 画)へ の反 映 な ど に よ り、 消 費 者の 好 み に あった 商 品 を揃 え て ゆ く,
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ことに なろ う。

最近 米 国 に お い てス ーパ ー マー ケ ッ トにお け るMISを 指 向 したCOS.

MOS(ComputerOptimizationandSimulationMocleling

forOperationSupermarkets)の 開 発 が 行 な わ れ て い る。 この シス

テ ムは米 国 の コ ンサ ル タ ン ト会社 の ケ ース ・ア ン ド ・カ ンパ ニー で開 発 し

た シス テ ムで、 倉 庫 管 理、 物的 流通 管理 、 広告 政 策 、販 売 促 進、 価 格 政 策

な どの サ ブ ・シス テ ム よ り構 成 さ れ てい る。

目下、 米 国 の大 チ ス ー パ ーチ ェー ンで あ る ジェ ル社(年 商13億 ドル)

をモ デ ル と して テス トが進 め られ て い る。

ス ー パ ース トアのMIS化 へ の アプ ロ ー チ と して、 今後 のCOS・MOS

は一 つ の動 きで あ ろ う と思 わ れ る。'

従来 、 問 屋 、 商社 は 在 庫、 配送 、 分荷 、 金 融 の4つ の 機能 を有 し、 これ

に よ り流通 機構 に対 して支 配 的 存 在 で あ っ た。 しか しなが ら、 今 日で は こ

うした 機能 は メー カー に よ る肩 替 りある い は、 小 売 店 の 大 型化 に よりその

機能 の ウ エ イ トは下 が りつ つ あ り、 問屋 機 能 は 旧来 の い き方 では 存 在理 由

が 弱 ま っ て きた といえ る。

今後 の 問 屋 と しての あ り方 は、 二 次、 三 次 とい った問 屋 は 淘汰 的 に整 理

され、 商 品 開発 、 配 送 とい った 機能 に重 点 が移 って ゆ くで あ ろ う。 そ の他

の機 能 の うち、 小売 店 の教 育、 指 導、 消費 者 の購 買傾 向、 市場動 向 な どの

変化 をつ か み、 メ ー カー と小売 店 を結 び つけ る役 割 は見逃 せ ない。

この こ とか ら、 情 報 ネ ソ トワー ク ・デ ー タ ブ ・セ シン グ の確立 が急 務 と

な る。

一方 、 商社 は ど うで あ ろ うか。

先 に述 べ た よ うに企 業 動 向 が 生産 志 向型 か ら市場 志 向 型 へ 変化 しつつ あ

る現 在、 総 合 商社 自身 のMISへ の展望 は他 の 関 連産 業 との 関係 にお い て

捉 え るべ きで あ る。

す なわ ち、 生産 か ら販 売 にい た る関 連産 業 の間 に存 在 し、 両者 の情 報 を

`
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的 確 に選 定、 加 工、 付 加 価値 を.与え、 これ を メ ーカー に提 供 す るのが、 総

合 商社 の 新 しい 機能 に な って きて い る。

総 合 商社 特 有 の す ぐれ た情 報 収 集 の ネ ッ ト・ワ ーク、 金 融 力 な ど を発揮

して、 全産 業 にわ た る 生産 消費 に関 す る情 報 を収 集 し、 そ の 中 か ら大 型 プ

ロ ジ ェ ク トと しての新 需 要 の情 報 を生み だ す と同 時 に、 関 連産 業 の シス テ

ム化 の 中心 とな り、 情 報 の 中枢 とな っ て各 産 業 の発 展 に寄 与 す る よ うな役

割 を持 つ で あ ろ う。

次 に総 合 商社 の 機 能 に マ ッチ して い る と 目され る プロ ジ ェク トの 例 を述

べ てみ る。

a)地 域産 業 開発 お よび成長 産 業 へ の積 極的 介 入

コ ン ビナ ー ト設立 、 プラン ト計 画、 住宅 産 業 、 流 通 セ ンター、 レジ

ャ ー産 業 、 宇 宙 海洋 開 発、 原 子 力産 業 、基 幹 道 路 建 設 等 の大 型 プ ロジ

ェク トに対 し、 建 設計 画、 原材料 の供 給 計 画等 の樹立 実 行 の た め の シ

ミ ュレ ー シ ョン、 需 要 予測 、 資金 回収 計算 な どへ の コ ン ピュ ー タ利用 。

b)技 術 導入

新技 術 ・材 料、 製 品 の開 発 に 関 し、 タ イム リー に的 確 な企 業経 営 を

行 な って行 くた め の情 報 伝達 網 、 需要 予 測 プ ログ ラ ム開 発 での コ ン ピ

ュー タ利用 。

6NIS化 の展望

6.1商 的 流 通 に お け るNIS化 の 展 望

これ まで 論 じて来 た よ うに,現 在 流通業 は あ らゆ る部 門 で大 き な変 革

の時期 に来 て お り,と くにそ の中 で も情 報処 理 部 門 は最 も急 速 な進展 が

行 わ れ る もの と予想 され る。 しか しなが ら,情 報 処 理,情 報 活 用 の高 度

化 とな る と,両 者 共 に 備 わ って い る と ころは ほ とん どな い とら え る。 前

者 だけ な らば,商 社,百 貨店,一 部 の チ ェ ー ン ・ス トア や卸 商 に も見 ら

れ るが 総体 的 に流 通 業 に おい ては 遅 れて い る のが 現 状 で ある といえ よ う。
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た だ し,そ の 顧 芽 は,取 引合 理 化 の た め 企業 内 ネ ッ トワー ク の 形成 をは

じめ と して,末 端 の小 売業 者 に おけ る共 同 コ ン ピュ ー タ ・セ ン ターの 設

立 や,社 外 委託 業 務 の 増加 な ど,新 しいセ ール ス ・ポ イ ン トに 適 応す る

た めの情 報 処 理 体 制 確立 へ の 動 きは 随所 に 見 られ,連 日の ように経 済 新

聞紙 上 をに ぎわ して い る。

ところで,こ れ ら流通 部 門 で は,従 来 の 基 本 的 活動 主 体 で ある 人手,

特 に若年 労 働 力 の不 足,人 件 費,そ の他 諸 経 費 の コス ト ・ア ップか ら,

流通活 動 の効 率悪 化 を 著 る し く来 た して い る。 この よ うな事 態 か ら脱

却す る有効 な手 段 と して,商 的流通 部 門,物 的流通 部 門 を問 わ ず 省 力機

器 の 導入 を積 極 的に 行 なって い る。 こ う した省 力 機器 の 中 で も,コ ン ピ

ュ ータの 導入 は,そ の第 一 目的 を商 品管 理,配 送 管 理,在 庫 管 理,販 売

管 理 な どに おけ る事 務処 理 に お いて い た。

しか し,消 費 の高 度化,多 様 化 に 対 応 し,商 的流通 部 門で は,従 来 の

物 品販 売 を主体 と した 活 動 か ら,住 宅 関 係,レ ジャ ー関 係 な どの シス テ

ム を売 る販売体 制 へ と変 わ らざ るを得 ない状 況に ある。 こ うした こ とか

ら,コ ン ピュー タの利 用 も当 初 の 目 的で あ る事務 処 理 よ り脱 却 した,よ

り高 度 な経 営 戦略 の道 具 と して の利 用 に変 わ りつつ あ る。

特 に,小 売業 で は,百 貨 店 は 店舗 の巨大 化 と多店 舗 化,シ ョ ッピン グ・

セン ター の設 置 を進 め,ス ーパ ー ・マー ケ ッ トは チェー ン化 と規模 の 拡

大 を一段 と進 め,ま た前 記 に 属 さ な い小 売業 で は,メ ー カを中心 と し,

あ るい は,問 屋,大 型 小 売 店 を中心 とす る もの な ど,種 々 の ボ ランタ リー

・チ ェ ー ン化が 急 速 に 進 み つつ あ る。 社 会 情 勢 に対 応 しよ うとす る こ う

した百貨 店,ス ー パ ー ・チェ ー ン,ボ ラン タ リー ・チ ェ ー ン な どに お い

て は,多 数 の店 舗 の販 売 動 向 の情 報 を システ ム化 し,有 用 な情 報 と して,

製 品開 拓,開 発 な どに 経 常 的に使 用 す るた め,ま たス ケー ル ・メ リ ッ ト

追 求 の た め の本 店,.あ るい は本 部集 中 仕入 制度 に よる商 品 管 理の た め に

コ ン ピュ ー タ 導入 を行 ない,経 営 の 近 代 化 を図 って い る。 これ らに お い

1
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て も,オ ン ライ ン ・シス テ ムへ の欲 求 は 現 状で は遅 れて い る とは い うも

の の,オ ン ラ イ ン ・シス テ ムへ の要 求 は 将来 大 き くな る もの と予 想 され

る。

以 上 の よ うな小 売業 の 規 模 の拡 大 に よって は,全 国 的 な販 売 網 を持 つ

小 売 企業 が ます ます ふ え,同 時 に情 報 網 も全国 的な もの に な って 行 く も

の と思 われ る。 しか し,各 地 域毎 に風 土,地 方行政,商 慣 習,交 通 事 情

な ど異 な る面 が多 々 あ るの で,地 域 毎,あ るいは経 済 圏毎 に市 場 動 向,

消 費需 要 な どの従来 の タテ割 りの産 業 構造 に依存 す る情 報 シ ステ ムで は

な く横 型の情 報サ ー ビス網 が 形 成 され,こ れ らサー ビス業 を中 心 に して,

情 報 ネ ッ ト・ワー クが 作 られ る こと もじゆ うぶ ん 予想 され る。

流通 部門 全 体 の変 革 の中 で,商 社 は,小 売業 との ネ ッ トワー ク,情 報

サ ー ビス の た めの メー カや小 売 業 との ネ ッ トワー ク,配 送 に 関 す る輸送

業 との ネ ッ トワー ク な どの形 成 が考 え られ る。 また 今後 の動 き と して,

メー カ との協 力体 制に よる販 売分 野 の開 拓,ボ ラ ンタ リー ・チ ェ ー ンの

主 宰,ス ー パ ーへ の接 近,後 に詳 述 す るが,シ ス テ ム産 業 と も呼 ぶ べ き

新 産 業 へ の 進 出 に 力 を入 れ る こ とに な る もの と思 わ れ る。

つ ぎに特 異 な 流通 部 門 と して,農,漁 民 を中 心 と した協 同組 合 につ い

て ふ れ る と,協 同組 合 は 資金 力が 強 く,コ ン ピュー タ導 入 も,県 経 済 連,

全 国 連合 会 を中心 に 進 め られて い る が,現 状 では,個 々 に導入 して きた

た め,コ ン ピュー タ利用 も事 務処 理 の 段 階 で あ る と思 わ れ るが,各 諸団

,

体 との情 報交 流 の 必 要 性 が 強 く,特 に信用 事 業 を中 心 と した系 列 的 ネ ッ

トワー クが 形成 され る可能 性 が 強 い と思 わ れ る。
●

6.2物 的 流 通 面にお け るNIS化 の 展 望

物的 流通 部 門 に おけ る情 報 化 の動 きは,ま だ,そ の緒 に つ いた ば か り

で あ るが,将 来 に お け る この部 門 の情 報 シス テ ムは,一一 企業 の 枠 を越 え

て相 互 に 関連 し融 合 す る こ とが 必 要 と なるで あろ う。 とい うの は,生 産
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か ら販売 に 至 る経 済 活 動 の一 つ の流 れが メ ー カー,倉 庫業 者,運 送 業 者,

商社,小 売 業 者 な どの い くつ か の企業 主 体 に よっ て分 担 さ れ て い る場

合,シ ステムの 範 囲が 個々 の企 業 範囲 の域 を出 ず,相 互 の 関 連性 を欠 くな

らば,情 報 化 の価 値 は 著 しく減 る し,又 各 々 の入 手 した他社 の情 報 を 自

社 の 新 た な入 力 デ ー タ と して 処 理 す るの で は,こ れ か らの情 報化 社 会 の

要求 す るス ピー ドに は応 じ切 れ な くな る か らで あ る。 この ため,「 異 企

業 間 の ネ ッ トワー ク」(企 業 間 シス テ ム)が 自由 に形 成 され,拡 大 さ れ'

て,企 業 の 境 界 が同 時 に情 報 の切 断点 とな る こと な く 「生産,販 売,輸

送,在 庫」 の 全過 程が一 つ の情 報 の流 れ の 中に結 合 さ れたNISの 確立

が 必 要 で あ る。

この よ うな傾 向 は,ま た,情 報 化 の立 遅 れ た 企業 に対 し,シ ス テ ム化

を強 く促進 す る効果 を持つ よ うに な る。 なぜ な らば,情 報 の流 れは,そ

の 過 程 の 中 に ブ ラ ック ・ボ ック ス の存 在 をゆ るさぬ か ら,そ の様 な企 業

は 競 争上 著 しく不 利 な立 場 に お か れ,自 らシス テ ムを作 るか,他 社 の情

報 シス テ ムの 中 に組込 ま れ るか の選 択 を余 儀 な くされ る か らで あ る。 こ

の よ うに情 報化 が進 む と,メ ー カー,倉 庫業 者,輸 送業 者,販 売業 者 の

各 々が,自 らの提 供 す るサ ー ビス の 内容 を 明 らか に し,必 要 に応 じて 互

い に これ を情 報 と して取 り出 し,そ れ に よ って取 引 相 手 を選 択 決定 す る

こ と も可能 に な るで あろ う。

,

'

`

6.5シ ステ ム ・オ ル ガナ イ ザー の 役 割 をは た ナ もの

今 後 の成長 産 業 と 目され る新 しい産 業 分 野 と して の海洋 開発 ・ 住 宅 建

設,都 市開 発,総 合 エ ネル ギ ー 開発,省 力化 推 進,公 害 防止 推 進 な どの

多 くは 単体 商 品 の流通 で な く多 目的 で あ り,ま た,そ の中 に在来 産 業 を

も包 含 し,一 面 社 会開 発的 な背 景 を持 って い るため に,社 会,政 治,経

済 の各 方 面 に密 接 な関 連 を持 って い る。 したが っ て,そ こには,「 縦 の

情 報 と横 の情 報 の重 合 に よる高 度 な情 報 」 が 必 要 とされ る。 こ こに シ ス



'
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テ ムカ を発 揮 して,縦 情 報 と横 情報 を重 合 し,新 しい よ り高 度 な情 報 を

創 出 し,か つ,在 来 の縦 型 の エ レ メン ト産 業 を横 に 総合 化 す る頭 脳 的企

業,即 ち,シ ス テ ム ・オ ル ガ ナ イザ ー を必 要 とす るこ と に な る。 そ して

前述 の 新 しい産 業 は,こ れ らシス テ ム ・オ ル ガナ イ ザ ーに よって 形成 し

うる産業 で あ るか ら,シ ス テ ム型産業 と呼べ よ う。 シス テ ム ・オ ル ガナ

イザ ー 機 能 と して ま ず第1に 必 要 なの は 「横 の情 報 シ ス テ ムの確 立 」 で

あ る。 これ を行 ない 得 るのは シス テ ム型産 業 を構 成 す る多 数 の エ レ メ ン

ト産 業 とマ ー ケ ッ トの中 間に あっ て 「そ れ らを相 互 に結 び つけ る立 場 」

に あ る もので あ り,こ れ は前 の 商 的流 通 のNIS化 の とこ ろで も論 じた

よ うに,商 社 で あ る。 そ の中で も特 に総合 商 社 は,取 扱 い 商 品が あ らゆ

る分 野 に及 ん で い る とい う性格 か ら最 も有 利 な立 場 に あ るの で は な い か。

ま た この様 な横 の情 報 収 集,提 供 シス テム と共 に重 要 な のは,情 報 の高

度加 工,高 度 処 理 能 力 で あ る。 マー ケ ッ トが 多様 化 し,複 雑 化 し流動 的

に な って い る こ とに対 応 して,そ の変 動 要因 も複雑 に相 関 して お り,こ

れ らを解 析 す る 「より高 度 な技 術」 が 必要 とさ れて い る。

7

6.4情 報 シ ン ジケ ー トの形成

シス テ ム ・オル ガ ナ イ ザーに課 せ られた シ ス テ ム型産 業 を成立 す る'た

め の 要件 は,幾 多 の 要素 に わ た って お り,こ れ を広汎 な対 象 につ い て満

す こ とは,総 合 商社 の ような多分 野 に わた る機 能 を備 えた 企業 に お いて

も単 独 には な し得 な い。 こ こに シス テム ・オ ル ガナ イザ ー を中 心 とす る

企業 グル ー プ化,即 ち,「 情 報 シ ンジケー ト」(企 業 同 盟)の 誕 生 が 望

まれ ・ その形 成 は,従 来 の系 列 的 グル ー プ化 とは若 干 性格 を異 に し,シ

ス テ ム型産 業 の エ レ メ ン トを構 成 す る企 業 間 の 複合 に よ って可 能 に な る

で あろ う。 この情 報 シ ンジ ケー トは政 策 決 定機 関,シ ンク タ ンク と も呼

ぶ べ き,シ ス テ ム ・エ ン ジ ニア リング を推進 す る総合 研 究 機 関,情 報 バ

ンク と して の情 報 の収 集,処 理,提 供 サ ー ビス機 関の3つ で構 成 さ れ る

」
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こ とにな ろ う。特 に後 者 の2つ は,情 報そ の もの,お よび情 報活 用 技 術

を 蓄積す る もの で あ り,自 己 の システ ム型産業 が 成 熟 した段 階 では,そ

の蓄 積 を他 へ も提供 す る こ とが 可能 に な り,そ の意 味 で 「シス テ ム 型産

業 の 中核 で もあ る と と もに,そ れ 自身情 報 産業 で も あ る」 とい う2面 性

を もつ こ とに な る。

この よ うにみ て く る と,情 報 シン ジケ ー トは,シ ス テ ム型産 業 の シス

テ ム ・オ ル ガナ イザ ー で あ ると共 に,エ レ メン ト産 業 のNIS形 成 に対

して も大 き な役 割 を果 たす こ とに な ろ う。

、

'

6.5流 通 業 のNIS化 に対 す る関係 諸 管 庁の 役 割

と くに コ ン ピュー タ を流 通 活動 分 野全 体 に大 き く機 能 させ るため に は

流 通活 動 が標準 化 さ れ て い なけ れ ば イ ン プ ットは 不 可能 で あ る。

この点,わ が 国 の 流通 活動 は伝 統 的 に個 別 的 色彩 が 強 く取 り引 き相 手

に よって取 り引 き条 件 が異 な る ことは頻 繁で あ る。 商 品 管 理面 に お いて

も,コ ー ド化 が 遅 れ て い るた めに コ ン ピュー タの 利 用 が じゆ うぶ ん 行 な

え ない。 したが って,個 々の 流通 活 動 が まず標 準 化 さ れ,標 準 化 さ れ た

ものが コ ン ピュー タ な どの 省 力機 器 に より管 理 さ れ,そ う した個 々 の流

通 活 動 が効 率 的 に 組み 合 せ られ,は じめ てNIS化 が 可 能に な る。 わが

国 の現 状 に 拾 い て は,む しろ 個別 企 業 の有 力 な もの が 自社 独 自の 都 合 の

よい 流通 シス テ ム化 を促 進 し,そ れ らが 必ず し も流通 業 全体,産 業 全体,

国 全 体 の シス テ ム化 の方 向 に 歩調 を合 せて い る とは言 い 難 い。 したが っ

て,流 通 業 のNIS化 推進 の た めには,む しろ行 政 的立 場 か ら図 る活 動

が 先 導す る必要 が あ る もの と思 わ れ る。

通 産 省 は 勿論 の こ と,消 費者 物価 とい う面 を考 え る と,食 料品 流通 に

お いて は農 林 省 が,ま た,物 的 流通 活動 の面 か らは 運 輸省,建 設 省 に よ

る鉄 道,道 路,河 川 な ど社 会 資 本 の充 実 が,行 な わ れ る必要 が ある。 し

たが って関 係 官 庁 が 横 に 緊密 な る連絡 を してNIS化 の推 進 に 当 る こ と

、



↓
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が 必 要 で あろ う。
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7教 育 問 題 の 展 望

情 報化社 会 を現 象 的 に把 握す る一 つ の方 法 は,産 業 構 造 が第2次 産 業 中

心 か ら第3次 産業 中 心 へ と急 速 に比 重 を移 して きてい る と い うこ とで あ っ

た。 この こ とは,物 質 的 な資 源 の重 要 性 が相 対 的に減 少 の傾 向 をた ど り,

替 って,知 的資 源 が 産 業 社会 に 貢 献す る度 合 が高 ま る とい うこ とで あろ う。

頭脳 労 働 の所 産 で あ る知 識 の累積,特 に科 学 技 術 の相対 的 重 要 性が 高 ま る

とい うこ とで あ る。

既 に 幾た び か述べ た よ うに,知 識 の創 出 には,そ の素 材 と な るデ ー タが

豊 富に収 集 され,的 確 な加工 を施せ る技術 レベル が なげ れば な らない。

情 報化 の進 展 した社 会 に於 け る企 業行 動 に,消 費者 意 思 の尊 重 を基 盤 に,

各 企 業 が 自由 競 争 を 原 則 と して市場 確 保 をは か る とい う一 つ の断 定 的 予測

を我 々は試 み た。

消 費 者(マ ー ケ ッ ト)の 欲 求 を充 足す る こ との 出来 る商 品 を,生 産 者 を

通 じ て作 り出 し,マ ー ケ ・ トに提供 す る こ とが,新 しい流 通 業 の行動 形 態

で あ る とす るな らば,こ れ を支え,発 展 させ て ゆけ る人 材 の 要件,具 体 的

課 題 あ るいは そ の育 成方 法 は どの ような もので あろ うか。

Z1流 通 業 に期 待 され る人材 及 び課 題

流通業 に と って 期 待 され る人 材 は,基 本 的 に は情 報 指 向 型,予 測型,

開 発 型 の 人材 で あ る ことは 前 述 の通 りで あ るが,具 体 的 には 個 別 の企 業

の種 類,レ ベ ル,環 境 等 に よ り異 な るが,こ こで はそ の典 型 的 なパ ター

ン をい くつ か ピ ック ア ップ して み る。
う

① ハ イ レ ベ ル の セ ー ル ス マ ン

コ ンサ ル タ ン ト,カ ウ ン セ ラー,セ ー ル ス エ ン ジ ニ ア等 消 費 者 の

欲 望 を顕 在 化 す る役 割 を 果 す。 快 適 な生 活 を お くれ る よ う な プ ラン,

セ オ リ,コ ン サ ル テ ィ ン グ が 望 ま れ,幅 広 い 商 品 知 識 を 具 備 せ ね ば
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な らな い。 商 品 も単 体の ものか ら環 境 との マ ッチ ング,消 費者 の 趣

味 の領 域 等 抽象 的 な もの を 含め た複合 体 の商 品 の比重 が 増す で あろ

う。

② オ ル ガ ナ イザ ー,プ ロ ジェク ト ・マ ネ ジャ ー,ス タ ッフ集 団 で,

適 確 な未 来 予 測能 力,異 専 門領 域 を重 合 出来 る技 術 レ ベル とマ ネ ジ

メン ト能 力 を具 備 し,マ ー ケ ッ トの特 性 に応 じて ・ そ れぞ れ の産 業

群 を形成,チ ャ ネル 作 りをす る。 大 規 模 プ ロ ジェク トに挑 戦 す る開

拓 者精 神 と,新 流通 チ ャネ ル の管 理に 当 っ ては常 に 柔 軟 な考 え方 で

対処 す る こと が望 ま れ る。

③ セ ー ル ス プロモ ー ター

収 集 され たマ ー ケ ッ ト情 報 に つ い て,常 に 理論 的 な眼 を もっ て分

析加 工 し,よ く こ な され た情 報 と して メー カ ーに知 ら しめ る,プ ラ

ンを売 る。 一 方 商 品 に応 じた顧 客 層に 対 す る重 点的 効率 的 な宣伝 を

す る。 場合 に よって は適 切 な需 給 調整 の役 割 を果 して ゆ く。

④ シス テ ム エ ンジニ ア,ア ナ リス ト,プ ロ グ ラマー等 情 報処 理技 術

者

基 盤 とな るマー ケ ッ ト ・イン フ ォ メー シ ョン シス テ ム(オ ン ライ

ン ・コ ミュ ニケー シ ・ン ・ネ ットワーク を含 め た商 品 の所 在,集 荷

分 配等諸 情 報 の収 集,分 析加 工,検 索,伝 達 等 の シ ス テ ム)の ア ナ

リシス,デ ザ イン,プ ログ ラム,メ インテ ナ ンス とマ ネ ジメ ン トへ

の活用,高 い技 術的,理 論 的 素養 が要 求 さ れ る。

これ らの人材 は一 般 に か な り不足 して お り,将 来 の 死 活 につ なが る問

題 と して各 企 業 と も,種 々 の形 でそ の育 成 に 力 をそ そ い でい る。 また,

これ らの人 材 は流 通 等 に限 らず広 く有 用 で あ る こ とか ら,や が て一 人 前

に 育 って 独立 してゆ くケ ース も出 て こ よ う。 ま た人 材 の 不 足,ニ ー ズ の

拡 大 か ら他 企業 よ りの引 抜 き も活 発化 す る こ とが考 え られ る。 この 様 な

将来 の人 材 の 流動 性 に 対処 す るたあ,職 場 環 境,処 遇 改 善 な ど,そ の 確

も

'

合
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保 に一 層 の努 力 を必 要 とす るで あろ う。
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ス2人 材 育成 の問 題

情 報化 の進 展 と ともに,産 業 構 造 の変 化 な ど,企 業 の 内外 の環境 が激

しく変 革 して い る現 在,現 状 に あまん じる こ とな く,常 に 数歩 先 を見 定

めて ゆ く,意 欲 的精 神 が望 ま れ る。

こ う した 背 景 か ら人材 育 成 の面 で も旧来 の現 状 維持 型,知 識 の切 り売

り型 の教 育姿 勢 に反 省 の声 が あ が り,種 々改 革 が 行 なわ れて い る。

教 育す る際 に重 要 な こ とは 教育 す る側 が,自 分 達 が過去 に つ め こま さ

れ た方 法 を肯 定 踏 襲 し,一 方 的 な お しつけ の 教 育 をす る ので は な く,共

通 の 目標 達 成 の為 の 動機 付 け を し,そ の問 題 に つい て教 え られ る側 と相

互信 頼 の も とに ボス ・ウェイ・コミニユケーシ・ン(bothwaycommunica-

tion)を 保 ちつ つ皆 で 効 果 マキシマムの方法 を採 りあげ てゆ く態度で あろ う。

価 値 観の 変 貌(本 質 的 な変 化 と解釈 す るの は早 計 で あろ う)と と もに

ジエ ネ レー シ ・ン ギ ヤ ップの問 題 が 起 って い るが,欲 望 に対 し より忠 実

に 自由 な思 考 行 動 を す る新 世代 の感 覚 は,過 去 に と らわれ る旧世代 の管

理 者層 よ り,む しろ情 報 化社 会 にふ さわ しい,ク リエ イテ ィ ブ な力 を発

揮 す るで あろ う。 要 は 相互 の人 間 性 を尊 び,同 一 の 目標 に向 って,生 .き

が い を 見 いだ す様 理 解 し合 うこ とで あ る。
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